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新
聞
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
て
き
た
か

定
型
化
さ
れ
た
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
と
し
て
の
「
さ
ん
」
と

「
氏
」
の
使
い
分
け
を
め
ぐ
っ
て

田

中

和

子

女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会

は
じ
め
に

１

過
去
の
調
査
に
み
る
敬
称
の
女
男
別
使
い
分
け
と
そ

の
推
移

２

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
た
今
回
の
調
査
方
法
に
つ
い

て

３

女
史
」
と
「
氏
」
の
間
で

ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス

ー
チ
ー
に
対
す
る
敬
称
使
用
と
そ
の
変
遷

４

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
へ
の
敬
称
使
用
に
あ
ら
わ

れ
た
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

お
わ
り
に

ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
の
解
消
に
向
け
て

は

じ

め

に

女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
は
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
成
立
し
た
一
九
八
五
年
以
降
、
ほ
ぼ
五
年
ご
と
に
行
う
全
国
紙
三
紙

（
朝
日
新
聞
・
毎
日
新
聞
・
読
売
新
聞
）
の
〞
定
期
観
測
〝
を
主
軸
に
、
新
聞
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
に
関
す
る
量
的
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分
析
を
継
続
し
て
き
た
。

こ
こ
二
〇
年
以
上
に
わ
た
り
、
と
り
わ
け
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
の
発
展
が
も
た
ら
し
た
多
メ
デ
ィ
ア
・
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
に
と
も
な
っ

て
、〞
旧
メ
デ
ィ
ア
〝
の
代
表
挌
た
る
新
聞
の
衰
退
が
言
わ
れ
て
久
し
い
。
そ
れ
で
も
な
お
新
聞
は
、
日
本
新
聞
協
会
の
調
査
に
よ
れ

ば
、
全
国
紙
、
ブ
ロ
ッ
ク
紙
、
地
方
紙
等
合
計
で
一
日
に
四
八
三
五
万
部
が
発
行
さ
れ
て
お
り
、
一
世
帯
あ
た
り
〇
・
九
部
が
購
読
さ

れ
て
い
る
計
算
と

１
）

な
る
。
ま
た
、
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
の
中
で
も
、「
社
会
に
対
す
る
影
響
力
が
あ
る
」「
知
的
で
あ
る
」「
社
会
の
一
員

と
し
て
こ
の
メ
デ
ィ
ア
に
触
れ
て
い
る
こ
と
は
大
切
だ
」「
地
域
に
密
着
し
て
い
る
」「
情
報
源
と
し
て
欠
か
せ
な
い
」
な
ど
と
い
っ
た

特
性
に
お
い
て
、
他
メ
デ
ィ
ア
に
比
べ
、
よ
り
高
い
評
価
を
得
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
媒
体
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は

２
）

な
い
。

こ
う
し
た
特
徴
を
有
す
る
新
聞
紙
面
の
文
章
は
、
そ
の
時
代
の
標
準
的
な
日
本
語
と
し
て
、
広
く
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
そ
れ
は
、
同
時
代
の
社
会
意
識
を
広
く
そ
の
中
に
取
り
込
ん
で
も
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
新
聞
の
紙
面
上
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ

ェ
ン
ダ
ー
表
現
は
、
一
般
社
会
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
を
反
映
し
て
い
る
と
同
時
に
、
そ
う
し
た
社
会
に
流
布
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
を

無
意
識
の
う
ち
に
読
者
に
刷
り
込
み
、
強
化
さ
せ
る
役
割
を
も
果
た
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
女
性
と
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
に
よ
る
一
連
の
調
査
研
究
に
お
い
て
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
に
つ
い
て
、
以
下
に
示
し
た
三

つ
の
基
本
的
類
型
を
析
出
し
て
分
析
軸
を
つ
く
り
、
ほ
ぼ
五
年
ご
と
に
定
期
的
な
〞
観
測
〝
を
行
っ
て

３
）

き
た
。

一

女
性
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
表
現

女
性
冠
詞
、
女
性
の
性
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
、
他
者
と
の
関
係
で
女
性
が
あ
ら
わ

さ
れ
る
語
、
女
性
に
対
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現

二

女
性
の
存
在
が
隠
さ
れ
る
表
現

男
性
が
世
帯
や
家
族
を
代
表
す
る
表
現
、
女
性
が
男
性
に
付
随
な
い
し
従
属
さ
せ
ら
れ
る

表
現

三

女
性
と
男
性
と
で
扱
い
の
基
準
が
異
な
る
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現

女
性
を
業
績
や
地
位
で
扱
わ
な
い
表
現
、
女
性
と

36國學院法學第50巻第3号 (2012)



男
性
と
で
異
な
る
敬
称
使
用
、
女
性
を
名
の
み
、
男
性
を
姓
ま
た
は
姓
名
で
表
す
表
現

本
論
で
論
じ
る
の
は
、
右
の
三
つ
の
類
型
の
う
ち
、
第
三
の
「
女
性
と
男
性
で
扱
い
の
基
準
が
異
な
る
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
表

現
の
中
の
、
定
型
化
さ
れ
、
必
ず
し
も
意
識
の
上
に
の
ぼ
ら
な
い
ま
ま
、
日
常
的
に
遂
行
さ
れ
て
い
る
「
女
性
と
男
性
に
対
す
る
異
な

っ
た
敬
称
使
用
」
で
あ
る
。

『
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
』
の
著
書
が
あ
る
カ
ナ
ダ
の
社
会
学
者
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ア
イ
ク
ラ
ー
は
、
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
、

「
二
つ
の
同
様
の
こ
と
が
ら
が
異
な
っ
た
規
準
に
よ
っ
て
は
か
ら
れ
、
評
価
さ
れ
る

４
）

こ
と
」
と
定
義
づ
け
て
い
る
が
、
本
調
査
研
究
も

こ
の
定
義
を
踏
襲
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
政
界
、
職
業
界
、
ス
ポ
ー
ツ
界
な
ど
に
進
出
し
て
い
る
女
性
た
ち
が
記
事
に
な
る
際
に
、

同
じ
よ
う
な
立
場
に
あ
る
男
性
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
き
の
よ
う
に
、
そ
の
手
腕
や
能
力
、
業
績
等
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
記
述
さ
れ
る
の

で
は
な
く
、
容
姿
や
家
族
役
割
に
つ
い
て
も
不
必
要
に
言
及
さ
れ
る
と
い
う
の
が
、
こ
う
し
た
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
の
典
型
で

あ
ろ
う
。

こ
の
類
の
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
や
描
写
は
、
本
研
究
開
始
当
時
に
は
少
な
か
ら
ず
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
最
近
は
あ
ま
り
目

に
つ
か
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
一
方
、
記
事
に
出
て
く
る
人
物
の
氏
名
に
敬
称
を
つ
け
る
に
あ
た
っ
て
、
男
性
に
は

「
氏
」
を
、
女
性
に
は
「
さ
ん
」
を
用
い
る
と
い
う
よ
う
な
「
氏
と
さ
ん
の
使
い
分
け
」
の
慣
行
は
、
現
在
で
も
か
な
り
根
強
い
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。

本
論
で
は
、
ま
ず
、
過
去
二
〇
年
に
わ
た
る
「
さ
ん
」
と
「
氏
」
の
使
い
分
け
の
各
調
査
年
に
お
け
る
実
態
と
そ
の
変
化
を
、
一
般

記
事
と
死
亡
記
事
に
分
け
て
振
り
返
っ
て
み
る
。
の
ち
に
述
べ
る
よ
う
に
、
死
亡
記
事
で
用
い
ら
れ
る
敬
称
に
つ
い
て
は
、
本
調
査
対

象
の
三
紙
の
う
ち
毎
日
新
聞
と
朝
日
新
聞
が
、
女
性
と
男
性
を
と
も
に
「
さ
ん
」
で
統
一
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
一
般
の
記
事

に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
な
動
き
が
み
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
、
過
去
の
デ
ー
タ
か
ら
改
め
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。
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次
に
、「
敬
称
の
使
い
分
け
」
の
具
体
的
な
変
化
の
様
子
を
み
る
た
め
に
、
世
界
的
に
著
名
で
あ
り
、
本
調
査
開
始
時
に
お
い
て
、

日
本
の
新
聞
記
事
で
は
「
女
史
」
が
付
さ
れ
る
傾
向
が
強
か
っ
た
ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
（
一
九
九
一
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受

賞
）
を
事
例
と
し
て
、
そ
の
呼
び
方
の
変
化
を
各
紙
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
サ
ー
ビ
ス
を
用
い
て
量
的
に
把
握
す
る
。

ス
ー
チ
ー
は
、
ビ
ル
マ
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
に
お
け
る
民
主
化
運
動
を
担
う
政
治
家
と
し
て
知
ら
れ
、
し
ば
し
ば
新
聞
で
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
姓
名
の
あ
と
に
つ
け
ら
れ
る
敬
称
が
、
男
性
の
政
治
家
と
は
異
な
り
、「
女
史
」「
さ
ん
」「
氏
」
と
、
時
代
に
よ
っ
て

変
化
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
ス
ー
チ
ー
に
対
す
る
異
な
っ
た
扱
い
の
実
態
と
変
遷
を
み
て
い
く
。

本
論
で
三
番
目
に
行
う
の
は
、
偉
業
を
な
し
遂
げ
た
人
た
ち
が
、
そ
の
性
の
違
い
の
ゆ
え
に
新
聞
報
道
の
上
で
ど
の
よ
う
に
異
な
っ

た
扱
い
を
受
け
て
き
た
か
に
つ
い
て
の
分
析
で
あ
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
ス
ー
チ
ー
以
降
、
同
じ
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
な
が

ら
、
女
性
と
男
性
と
で
ど
の
よ
う
な
敬
称
の
使
わ
れ
方
の
違
い
が
あ
る
の
か
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
あ
と
づ
け
て

み
た
い
。

１

過
去
の
調
査
に
み
る
敬
称
の
女
男
別
使
い
分
け
と
そ
の
推
移

⑴

ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
の
典
型
と
し
て
の
敬
称
の
使
い
分
け

新
聞
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
も
と
づ
い
た
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
の
典
型
は
、
女
性
と
男
性
と
で
、
姓
や
名
の
あ
と
に
つ
け

ら
れ
る
敬
称
・
呼
称
（
以
下
「
敬
称
」
と
略
記
）
が
異
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

特
に
、
政
治
・
経
済
・
文
化
な
ど
の
領
域
に
お
け
る
著
名
人
や
有
力
者
が
新
聞
に
登
場
す
る
場
合
、
男
性
に
は
フ
ォ
ー
マ
ル
で
権
威

的
印
象
を
与
え
る
「
氏
」
が
つ
け
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
女
性
に
は
よ
り
日
常
的
で
親
近
感
は
あ
る
が
権
威
は
「
氏
」
よ
り
下
と
の
印
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象
を
与
え
が
ち
な
「
さ
ん
」
が
使
わ
れ
る
傾
向
が
強
い
。
ま
た
、
か
つ
て
は
〞
功
成
り
名
遂
げ
た
〝
女
性
に
、「
氏
」
と
も
「
さ
ん
」

と
も
異
な
る
「
女
史
」
が
付
さ
れ
る
傾
向
も
み
ら
れ
た
。

こ
れ
ま
で
本
調
査
研
究
で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
る
敬
称
の
「
使
い
分
け
」
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
、
①
女
性
と
男
性
が
同
じ
記

事
の
中
に
登
場
す
る
場
合
の
、
双
方
に
対
す
る
敬
称
の
使
わ
れ
方
の
異
同
、
お
よ
び
、
②
女
性
な
い
し
男
性
の
一
方
の
性
が
、
一
つ
の

記
事
に
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
登
場
す
る
場
合
の
敬
称
の
使
わ
れ
方
の
異
同
、
の
二
種
類
に
分
け
て
集
計
を
行
っ
て
き
た
。

①
の
同
一
記
事
中
に
お
け
る
女
男
の
敬
称
の
使
い
分
け
に
関
す
る
具
体
例
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
毎
日
新
聞
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
一

三
日
に
掲
載
さ
れ
た
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
飢
餓
状
況
に
つ
い
て
の
討
論
会
に
関
す
る
記
事
で
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
作
家
の
男
性
が
「
辺

見
庸
氏
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
同
じ
パ
ネ
リ
ス
ト
で
も
脚
本
家
の
女
性
は
「
小
山
内
美
江
子
さ
ん
」
と
「
さ
ん
」
づ
け
で

呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
読
売
新
聞
一
九
九
一
年
一
〇
月
一
五
日
に
お
け
る
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
ア
ウ
ン
サ

ン
・
ス
ー
チ
ー
を
紹
介
す
る
記
事
で
は
、「
ス
ー
チ
ー
女
史
は
一
九
七
二
年
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
在
学
中
に
知
り
合
っ
た
英
人
学
者
、

マ
イ
ケ
ル
・
マ
リ
ス
（
略
）
氏
と
結
婚
、
二
児
が
あ
る
」
の
よ
う
に
、
ス
ー
チ
ー
が
「
女
史
」、
夫
が
「
氏
」
と
、
女
男
で
敬
称
の
使

い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
た
。

次
に
②
の
、
一
つ
の
記
事
に
女
性
か
男
性
の
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
が
出
現
す
る
場
合
に
も
、
女
男
で
異
な
っ
た
敬
称
が
つ
け
ら
れ
る

傾
向
に
あ
る
こ
と
は
、
同
一
面
に
掲
載
さ
れ
た
二
つ
の
記
事
を
比
較
し
て
み
る
と
よ
く
わ
か
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
読
売
新
聞
二
〇
〇

六
年
一
〇
月
八
日
国
際
面
の
「
著
名
記
者

射
殺
さ
れ
る
」
と
い
う
、
ロ
シ
ア
で
記
者
の
女
性
が
射
殺
さ
れ
た
こ
と
を
報
じ
る
記
事
で

は
「
ア
ン
ナ
・
ボ
リ
ト
コ
フ
ス
カ
ヤ
さ
ん
」
と
「
さ
ん
」
づ
け
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
同
じ
国
際
面
の
「
大
統
領
次
席
補
佐
官
ロ

ー
ブ
氏
側
近
辞
任
」
の
記
事
で
は
米
大
統
領
次
席
補
佐
官
の
男
性
に
「
氏
」
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
毎
日
新
聞
〇
六
年
一
〇
月

一
一
日
の
七
面
「
人
び
と
」
面
の
「
新
憲
法
草
案
め
ど
立
た
ず
」
と
い
う
ビ
ル
マ
関
連
の
記
事
で
は
、「
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
さ
ん
」

39 新聞はジェンダーをどのように表現してきたか (田中和子ほか)



と
「
さ
ん
」
づ
け
で
あ
る
の
に
対
し
、
同
じ
「
人
び
と
」
面
の
「
サ
ッ
カ
ー
審
判
拉
致
身
代
金
20
万
ド
ル
要
求
」
で
は
「
ハ
ジ
ム
・
フ

セ
イ
ン
氏
」
と
、
氏
が
使
わ
れ
て
い
る
。

⑵

同
一
記
事
中
に
女
性
と
男
性
が
登
場
す
る
場
合
の
敬
称
の
使
い
分
け

表
１
は
、
一
九
八
五
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
ま
で
、
過
去
五
回
に
わ
た
っ
て
行
っ
て
き
た
「
新
聞
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」

調
査
に
お
い
て
、
女
性
と
男
性
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
敬
称
が
用
い
ら
れ
て
き
た
か
、
そ
の
推
移
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で

５
）

あ
る
。
最
上

段
は
、
同
一
の
記
事
（
見
出
し
、
写
真
の
説
明
文
を
含
む
）
の
中
に
登
場
し
た
女
性
と
男
性
に
、
異
な
っ
た
敬
称
が
使
わ
れ
て
い
た
記

事
件
数
で
あ
り
、
そ
の
下
は
、
同
じ
記
事
の
中
に
登
場
し
た
女
性
と
男
性
に
、
同
一
の
敬
称
が
使
わ
れ
て
い
た
記
事
件
数
で
あ
る
。
ま

た
、
二
重
線
を
は
さ
ん
だ
下
の
二
段
は
、
一
つ
の
記
事
中
に
女
性
の
み
あ
る
い
は
男
性
の
み
が
登
場
し
た
際
に
、
そ
れ
ら
の
女
男
に
つ

け
ら
れ
て
い
た
敬
称
に
つ
い
て
、
敬
称
の
種
類
別
に
使
用
件
数
を
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
各
調
査
年
の
一
〇
月
一
日
か

ら
一
五
日
ま
で
の
朝
日
・
毎
日
・
読
売
各
紙
朝
夕
刊
の
実
物
の
紙
面
を
対
象
と
し
て
お
り
、
小
説
、
マ
ン
ガ
、
株
式
市
況
、
ラ
ジ
オ
・

テ
レ
ビ
面
、
広
告
は
調
査
対
象
か
ら
除
い
て
あ
る
。

ま
ず
、
表
１
の
二
重
線
よ
り
上
の
、
同
じ
記
事
中
に
女
性
と
男
性
が
登
場
し
た
場
合
に
最
も
多
く
み
ら
れ
る
敬
称
の
用
い
ら
れ
方

は
、
両
性
と
も
に
「
さ
ん
」
が
つ
け
ら
れ
る
同
一
敬
称
（
九
六
年
第
三
回
調
査
か
ら
カ
ウ
ン
ト
開
始
）
で
あ
り
、
三
紙
合
計
で
、
一
九

九
六
年
二
〇
四
件
、
二
〇
〇
一
年
一
四
八
件
、
〇
六
年
二
五
二
件
の
記
事
件
数
と
な
っ
て
い
る
。

次
い
で
多
い
の
は
、
両
性
と
も
に
「
氏
」
が
つ
け
ら
れ
る
同
一
敬
称
で
、
本
調
査
開
始
当
初
の
一
九
八
五
年
は
ゼ
ロ
件
、
九
一
年
は

五
件
と
少
な
か
っ
た
が
、
九
六
年
八
三
件
、
〇
一
年
三
七
件
、
〇
六
年
七
二
件
と
、
増
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
同
一
記
事
に
両
性
が
出
て
く
る
場
合
、
ど
ち
ら
に
対
し
て
も
同
じ
敬
称
が
使
わ
れ
る
の
が
一
般
的
で
は
あ
る
。
し
か
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し
な
が
ら
、
表
１
の
最
上
段
に
み
る
よ
う
に
、
同
一

の
記
事
の
中
で
、
性
別
に
よ
っ
て
敬
称
が
使
い
分
け

ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
典
型

は
、
女
性
に
は
「
さ
ん
」、
男
性
に
は
「
氏
」
が
つ

け
ら
れ
る
と
い
う
使
い
分
け
で
、
三
紙
合
計
で
八
五

年
に
一
二
件
、
九
一
年
に
二
五
件
、
九
六
年
に
三
六

件
、
二
〇
〇
一
年
に
七
件
、
〇
六
年
に
は
一
九
件
み

ら
れ
た
。
ま
た
、
女
性
に
は
「
女
史
」
が
、
男
性
に

は
「
氏
」
が
つ
け
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
、
調
査
開
始
当

初
の
八
五
年
に
四
件
、
九
一
年
に
七
件
み
ら
れ
た

が
、
九
六
年
か
ら
は
皆
無
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
同
一
記
事
中
で
の
「
女
史
」
と

「
氏
」
の
使
い
分
け
は
、
九
六
年
か
ら
皆
無
と
な
っ

た
の
に
対
し
、
同
じ
記
事
の
中
で
女
性
に
は
「
さ

ん
」、
男
性
に
は
「
氏
」
が
用
い
ら
れ
る
と
い
う
使

い
分
け
は
、
減
少
傾
向
に
は
あ
る
も
の
の
、
決
し
て

な
く
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

ち
な
み
に
、
政
治
面
や
社
会
面
と
い
っ
た
掲
載
紙
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表1 女男別一般記事における敬称の使われ方の推移(３紙合計)

（単位：件)

1985年 1991年 1996年 2001年 2006年

女性「さん」／男性「氏」 12 25 36 7 19
女男で使い

分け
女性「女史」／男性「氏」 4 7 0 0 0

その他女性と男性別敬称 － － 46 13 24

同
一
記
事
中
に
女
男
両
方
が

登
場
（
記
事
件
数
）

小 計 16 32 82 20 43

女性「氏」／男性「氏」 0 5 83 37 72
女男とも同

敬称
女性「さん」／男性「さん」 － － 204 148 252

その他女性と男性同一敬称 － － 13 7 3

小 計 0 5 300 192 327

氏 0 2 27 50 71

女史 32 40 10 1 1
女性単独の

場合の敬称
さん － － 319 793 880

その他 － － 12 40 87

同
一
記
事
中
に
女
男
ど
ち
ら
か

一
方
の
性
が
登
場
（
語
の
件
数
）

ニックネーム － － － 24 13

小 計 32 42 368 908 1052

氏 － 738 875 2041 2421

さん － － 684 1855 1894
男性単独の

場合の敬称
その他 － － 108 66 97

ニックネーム － － － 28 53

小 計 － 738 1667 3990 4465

※－印は未調査



６
）

面
別
に
使
い
分
け
傾
向
の
違
い
が
あ
る
か
ど
う
か
を
、
二
〇
〇
六
年
の
三
紙
合
計
一
九
件
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
女
性
に
「
さ
ん
」、

男
性
に
「
氏
」
が
使
い
分
け
ら
れ
た
記
事
は
、
政
治
・
経
済
系
（
一
面
、
総
合
・
政
治
、
国
際
、
経
済
、
科
学
、
教
育
の
各
面
か
ら
な

る
ジ
ャ
ン
ル
）
が
九
件
、
文
化
・
生
活
系
（
生
活
、
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
、
地
域
、
ス
ポ
ー
ツ
の
各
面
か
ら
な
る
ジ
ャ
ン
ル
）
が
九
件
、

社
会
系
（
社
会
面
か
ら
な
る
ジ
ャ
ン
ル
）
が
一
件
で
あ
っ
た
。

同
一
記
事
中
に
み
ら
れ
る
女
男
に
対
す
る
異
な
っ
た
敬
称
使
用
の
例
を
示
し
て
お
く
と
、
政
治
・
経
済
系
ジ
ャ
ン
ル
に
分
類
し
た
一

面
で
扱
わ
れ
て
い
た
同
じ
作
家
同
士
に
対
し
て
、
女
性
は
「
米
原
万
里
さ
ん
」、
男
性
は
「
井
上
ひ
さ
し
氏
」（
読
売
、
一
〇
月
六
日
夕

刊
）、
ま
た
文
化
・
生
活
系
ジ
ャ
ン
ル
に
分
類
し
た
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
面
で
同
じ
テ
レ
ビ
キ
ャ
ス
タ
ー
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

女
性
は
「
安
藤
優
子
さ
ん
」、
男
性
は
「
久
米
宏
氏
」（
毎
日
、
一
〇
月
二
日
）
と
呼
ぶ
、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

次
に
、
一
つ
の
記
事
に
女
性
な
い
し
男
性
の
一
方
の
性
の
み
が
登
場
す
る
記
事
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

⑶

同
一
記
事
中
に
女
性
な
い
し
男
性
の
ど
ち
ら
か
一
方
の
性
だ
け
が
登
場
す
る
場
合
の
敬
称
の
使
わ
れ
方

表
１
の
二
重
線
を
は
さ
ん
だ
下
段
は
、
同
じ
記
事
の
中
に
女
性
と
男
性
の
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
が
登
場
す
る
場
合
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

人
物
に
、「
氏
」「
さ
ん
」「
女
史
」
な
ど
の
各
敬
称
が
ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
先
に

み
た
二
重
線
よ
り
上
段
の
数
値
は
、
そ
の
中
で
「
使
い
分
け
」
が
行
わ
れ
て
い
た
、
あ
る
い
は
行
わ
れ
て
い
な
い
「
記
事
の
件
数
」
で

あ
る
の
に
対
し
、
下
段
の
数
値
は
、
使
用
さ
れ
て
い
た
「
各
敬
称
自
体
の
数
」
で
あ
る
。

こ
の
表
下
段
を
み
て
ま
ず
最
初
に
気
づ
く
の
は
、
何
ら
か
の
敬
称
が
つ
け
ら
れ
て
新
聞
に
載
っ
た
女
性
と
男
性
の
登
場
件
数
の
差
で

あ
る
。
女
性
に
つ
け
ら
れ
た
「
氏
」
と
「
さ
ん
」
の
み
な
ら
ず
、
男
性
に
つ
け
ら
れ
た
「
氏
」
と
「
さ
ん
」
の
件
数
を
も
数
え
始
め
た

第
三
回
調
査
（
一
九
九
六
年
）
以
降
を
み
て
み
る
と
、
九
六
年
は
、
女
性
三
六
八
人
に
対
し
男
性
一
六
六
七
人
で
女
男
比
は
約
一
対
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五
、
二
〇
〇
一
年
は
、
九
〇
八
人
対
三
九
九
〇
人
で
約
一
対
四
、
〇
六
年
は
、
一
〇
五
二
人
対
四
四
六
五
人
で
約
一
対
四
で
あ
っ
た
。

そ
も
そ
も
新
聞
に
お
い
て
は
、
政
治
・
経
済
関
係
の
記
事
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
く
、
男
性
の
政
治
家
や
経
済
人
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
る

ケ
ー
ス
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
出
現
頻
度
の
女
男
差
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
よ
う
が
、
紙
面
別
に
み
た
女
男
の
登
場
比
率

や
、
女
男
の
敬
称
の
使
い
分
け
の
傾
向
に
つ
い
て
は
、
す
ぐ
あ
と
で
ふ
れ
る
。

次
に
、
表
下
段
か
ら
一
目
瞭
然
な
の
が
、
女
性
が
出
て
く
る
場
合
は
大
抵
「
さ
ん
」
づ
け
で
、「
氏
」
が
つ
け
ら
れ
る
こ
と
は
稀
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
男
性
が
出
て
く
る
場
合
に
は
大
抵
「
氏
」
が
つ
け
ら
れ
、「
さ
ん
」
が
つ
け
ら
れ
る
こ
と
の
方
が
少
な
い
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

敬
称
別
の
推
移
は
表
１
下
段
に
明
ら
か
な
と
お
り
で
あ
る
が
、
女
性
と
男
性
の
登
場
頻
度
が
異
な
る
た
め
、
こ
こ
で
は
絶
対
数
の
比

較
で
は
な
く
、「
氏
」
と
「
さ
ん
」
の
両
方
を
数
え
出
し
た
一
九
九
六
年
以
降
の
各
年
の
女
性
の
登
場
総
数
な
ら
び
に
男
性
の
登
場
総

数
を
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
〇
％
と
し
た
場
合
の
各
敬
称
の
比
率
に
よ
っ
て
、
女
男
に
対
す
る
敬
称
の
使
わ
れ
方
の
違
い
を
、
み
て
み
る
こ
と

に
し
よ
う
。

ま
ず
、
女
性
に
対
す
る
「
氏
」
の
使
用
は
、
一
九
九
六
年
が
二
七
件
で
敬
称
全
体
の
七
・
三
％
、
二
〇
〇
一
年
が
五
〇
件
、
五
・
五

％
、
〇
六
年
が
七
一
件
、
六
・
七
％
と
、
絶
対
数
で
は
増
え
て
い
る
も
の
の
、
比
率
に
す
る
と
一
け
た
台
で
推
移
し
て
お
り
、
あ
ま
り

変
化
が
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
に
対
し
、
男
性
に
「
氏
」
が
つ
け
ら
れ
る
度
合
い
は
、
九
六
年
に
は
八
七
五
件
、
五
二
・
五
％
、

〇
一
年
は
二
〇
四
一
件
、
五
一
・
二
％
、
そ
し
て
〇
六
年
に
二
四
二
一
件
、
五
四
・
二
％
と
、
常
に
半
数
を
超
え
て
い
る
。

一
方
「
さ
ん
」
の
使
用
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
女
性
に
対
す
る
「
さ
ん
」
の
使
用
頻
度
は
九
六
年
三
一
九
件
、
八
六
・
七
％
、
〇

一
年
七
九
三
件
、
八
七
・
三
％
、
〇
六
年
八
八
〇
件
、
八
三
・
七
％
と
、
経
年
に
よ
っ
て
も
あ
ま
り
変
化
が
み
ら
れ
ず
、
毎
回
八
〜
九

割
を
占
め
て
い
る
。
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そ
れ
に
対
し
、
男
性
へ
の
「
さ
ん
」
の
使
用
は
、
各
年
そ
れ
ぞ
れ
六
八
四
件
、
四
一
・
〇
％
、
一
八
五
五
件
、
四
六
・
五
％
、
一
八

九
四
件
、
四
二
・
四
％
と
、
女
性
に
対
し
て
「
さ
ん
」
が
使
わ
れ
る
比
率
の
半
分
で
し
か
な
い
。

次
に
、
女
性
に
の
み
つ
け
ら
れ
、
本
調
査
開
始
当
初
の
一
九
八
五
年
に
は
三
二
件
、
九
一
年
に
は
四
〇
件
み
ら
れ
た
「
女
史
」
と
い

う
敬
称
は
、
九
六
年
に
な
る
と
一
〇
件
、
二
・
七
％
へ
と
減
少
し
、
二
〇
〇
一
年
、
〇
六
年
と
も
に
一
件
、
〇
・
一
％
と
、
現
在
で
は

ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
記
事
中
に
女
性
な
い
し
男
性
が
単
独
で
登
場
す
る
場
合
に
は
、
使
わ
れ
る
敬
称
の
種
類
が
大
き
く
異
な
り
、
女
性
に

は
「
さ
ん
」、
男
性
に
は
「
氏
」
が
つ
け
ら
れ
や
す
い
と
い
う
傾
向
が
今
も
っ
て
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑷

紙
面
ジ
ャ
ン
ル
別
に
み
る
女
男
ど
ち
ら
か
一
方
の
性
だ
け
が
登
場
す
る
場
合
の
敬
称
の
使
わ
れ
方

先
に
、
同
一
記
事
中
の
敬
称
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
掲
載
紙
面
の
ジ
ャ
ン
ル
別
に
み
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
二
〇
〇
六
年
調
査
の
デ

ー
タ
か
ら
、
同
一
記
事
に
お
い
て
ど
ち
ら
か
一
方
の
性
の
み
が
登
場
す
る
場
合
に
、
女
性
と
男
性
そ
れ
ぞ
れ
に
ど
の
よ
う
な
敬
称
が
つ

け
ら
れ
て
い
る
か
を
、
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
別
に
み
て
み
よ
う
。

最
初
に
、
女
性
と
男
性
の
登
場
比
率
を
み
て
み
た
と
こ
ろ
、
政
治
・
経
済
系
の
面
に
お
け
る
女
男
比
は
、
二
四
〇
人
対
二
二
九
八
人

の
約
一
対
一
〇
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
〞
硬
派
面
〝
で
は
、
男
性
の
登
場
者
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
た
。
そ
れ
に
対
し
て
生
活
・
文
化
系

の
面
で
の
女
男
比
は
五
一
二
人
対
一
四
五
七
人
の
約
一
対
三
、
社
会
系
の
面
で
の
女
男
比
は
三
〇
〇
人
対
七
一
〇
人
の
約
一
対
二
で
、

い
わ
ゆ
る
〞
軟
派
面
〝
で
は
、
女
男
の
登
場
比
の
差
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
新
聞
記
事
の
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
に
お
け
る
登
場
頻
度

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
自
体
が
、
政
治
や
政
策
決
定
の
場
に
お
け
る
女
男
の
共
同
参
画
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
の
指
標
と
な
っ
て
い
る
と
も

い
え
よ
う
。
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次
に
敬
称
の
違
い
を
み
て
み
る
と
、
ま
ず
、
政
治
・
経
済
系
の
紙
面
ジ
ャ
ン
ル
で
は
男
性
の
場
合
、
二
二
九
八
人
中
一
八
六
六
人
、

八
一
・
二
％
と
、
圧
倒
的
に
「
氏
」
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
女
性
は
二
四
〇
人
中
六
二
人
と
、
二
五
・
八
％
に
「
氏
」
が
つ

け
ら
れ
て
い
た
。「
氏
」
の
女
男
比
に
は
、
約
一
対
三
の
開
き
が
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
、「
さ
ん
」
に
関
し
て
は
、「
氏
」
と
は
対
照
的
に
、
女
性
へ
の
「
さ
ん
」
の
使
用
が
多
く
一
六
七
人
、
六
九
・
六
％
で

あ
る
の
に
対
し
、
男
性
へ
の
「
さ
ん
」
の
使
用
は
四
〇
三
人
、
一
七
・
五
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

続
い
て
生
活
・
文
化
系
の
面
を
み
て
み
る
と
、
ま
ず
気
づ
く
の
は
、
政
治
・
経
済
系
と
比
較
し
て
「
氏
」
の
使
用
が
女
男
と
も
少
な

い
点
で
あ
る
。
女
男
別
に
み
る
と
男
性
で
は
、
一
四
五
七
人
中
四
二
二
人
と
、
二
九
・
〇
％
が
「
氏
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
女
性
で

は
五
一
二
人
中
七
人
と
、
一
・
四
％
に
「
氏
」
が
つ
け
ら
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。「
氏
」
の
女
男
比
は
一
対
二
〇
で
、
大
き
な
開

き
が
あ
る
。
他
方
、
女
性
に
対
す
る
「
さ
ん
」
の
使
用
は
、
大
多
数
の
四
五
五
人
、
八
八
・
九
％
を
占
め
、
そ
れ
に
対
し
、
男
性
に
対

す
る
「
さ
ん
」
の
使
用
は
九
四
二
人
、
六
四
・
七
％
で
あ
っ
た
。

次
に
、
社
会
系
の
面
を
み
て
み
る
と
、
生
活
・
文
化
系
の
面
と
同
様
「
氏
」
が
少
な
く
、
男
性
で
は
七
一
〇
人
中
一
三
三
人
、
一

八
・
七
％
に
「
氏
」
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
女
性
で
は
三
〇
〇
人
中
二
人
、
〇
・
七
％
に
「
氏
」
が
使
わ
れ
て
い
る
に
過
ぎ

な
か
っ
た
。
こ
の
面
に
お
け
る
「
氏
」
の
女
男
比
は
、
一
対
二
七
と
、
生
活
・
文
化
系
の
面
よ
り
も
差
が
大
き
い
。
そ
れ
に
対
し
て

「
さ
ん
」
は
、
男
性
五
四
九
人
、
七
七
・
三
％
、
女
性
二
五
八
人
、
八
六
・
〇
％
に
、
使
わ
れ
て
い
た
。

以
上
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
硬
い
面
と
さ
れ
、
総
体
と
し
て
「
氏
」
の
使
用
頻
度
が
高
い
政
治
・
経
済
系
の
紙
面
で
は
、
女
性
に
も

「
氏
」
が
つ
け
ら
れ
る
度
合
い
が
他
の
紙
面
よ
り
は
高
い
も
の
の
、
男
性
と
比
較
し
た
場
合
に
は
そ
の
三
分
の
一
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

ひ
る
が
え
っ
て
、
よ
り
軟
い
面
と
さ
れ
、
全
体
的
に
は
「
氏
」
の
使
用
頻
度
が
低
く
、「
さ
ん
」
の
使
用
頻
度
が
高
い
生
活
・
文
化
系

と
社
会
系
の
面
に
お
い
て
も
、
ひ
と
た
び
女
男
別
の
「
氏
」
の
使
用
頻
度
に
目
を
転
じ
れ
ば
、
生
活
・
文
化
系
で
は
女
性
は
男
性
の
二
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〇
分
の
一
、
社
会
系
で
は
二
七
分
の
一
と
い
う
開
き
が
あ
り
、
む
し
ろ
女
男
間
の

落
差
は
政
治
・
経
済
系
よ
り
も
大
き
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

⑸

死
亡
記
事
に
お
け
る
敬
称
の
使
い
分
け

表
２
は
、
本
研
究
会
が
こ
れ
ま
で
の
「
新
聞
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ

ー
」
調
査
に
お
い
て
、
一
般
記
事
と
は
別
に
、
死
亡
記
事
に
出
て
く
る
死
亡
者
本

人
や
喪
主
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い
る
敬
称
の
使
わ
れ
方
を
集
計
し
た
も
の
で

７
）

あ
る
。
最
上
段
は
、
一
つ
の
死
亡
記
事
の
中
に
女
性
と
男
性
が
登
場
し
、
そ
れ
ら

の
人
び
と
に
付
さ
れ
る
敬
称
が
性
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
記
事
の
件

数
、
二
段
目
は
、
女
性
と
男
性
に
同
一
の
敬
称
が
使
わ
れ
て
い
る
記
事
件
数
、
そ

し
て
下
の
二
つ
の
段
は
一
つ
の
死
亡
記
事
中
に
、
女
性
あ
る
い
は
男
性
の
ど
ち
ら

か
一
方
の
性
が
単
独
な
い
し
複
数
で
登
場
す
る
場
合
に
各
敬
称
が
用
い
ら
れ
て
い

る
記
事
の
件
数
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
ま
ず
、
同
じ
死
亡
記
事
内
で
女
性
に
「
さ
ん
」、
男
性
に

「
氏
」
を
つ
け
る
使
い
分
け
は
、
一
九
八
五
年
一
五
三
件
、
九
一
年
一
八
一
件
、

九
六
年
一
二
九
件
と
推
移
し
、
二
〇
〇
一
年
は
七
二
件
に
減
じ
た
あ
と
、
〇
六
年

に
一
九
件
と
大
き
く
減
少
し
た
。
そ
し
て
そ
う
し
た
ト
レ
ン
ド
と
対
照
を
な
す
よ

う
に
、
九
六
年
ま
で
は
皆
無
で
あ
っ
た
女
男
と
も
に
、「
さ
ん
」
を
つ
け
る
ケ
ー
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表2 女男別死亡記事における敬称の使われ方の推移(３紙合計)

(単位：件)

1985年 1991年 1996年 2001年 2006年

女男で使い分け
女性「さん」／

男性「氏」
153 181 129 72 19同一死亡記事

中に女男両方

が登場 女男とも同敬称
女性「さん」／

男性「さん」
0 0 0 41 47

女 性
氏(単独および複数)

さん(単独および複数)

0

5

0

9

1

3

0

6

0

10
同一死亡記事

中に女男どち

らか一方が登

場 男 性
氏(単独および複数)

さん(単独および複数)

30

0

103

0

95

3

39

19

9

53

そ の 他 1 13 6 0 1

合 計 189 306 237 177 139

※いずれも記事件数ベース



ス
が
、
〇
一
年
に
四
一
件
、
〇
六
年
に
四
七
件
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

当
初
の
死
亡
記
事
で
は
、
死
亡
し
た
著
名
人
の
男
性
に
「
氏
」
が
つ
け
ら
れ
、
喪
主
と
な
っ
た
妻
や
母
を
「
さ
ん
」
と
表
記
す
る
も

の
が
多
く
み
ら
れ
た
。
一
方
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
出
し
た
童
話
作
家
の
「
吉
田
と
ら
さ
ん
」
に
対
し
て
喪
主
の
「
聖
（
さ
と
し
）
氏
」

（
朝
日
、
九
六
年
一
〇
月
二
日
夕
刊
）
と
い
う
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、
死
亡
し
た
本
人
が
著
名
人
で
も
女
性
で
あ
る
場
合
に
は
、
自
動
的

に
「
さ
ん
」
が
つ
け
ら
れ
、
そ
の
女
性
を
と
む
ら
う
男
性
に
は
自
動
的
に
「
氏
」
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
死
亡
者
本
人
を
は
じ
め
、
女
性
の
み
が
死
亡
欄
に
掲
載
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
人
物
の
敬
称
と
し
て
「
氏
」
が
使
わ
れ
る
こ
と

は
、
調
査
当
初
か
ら
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
方
、
男
性
の
み
が
掲
載
さ
れ
る
場
合
、
当
初
か
ら
ほ
と
ん
ど
の
ケ
ー
ス
で

「
氏
」
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う
し
た
「
氏
」
の
使
用
は
、
前
述
の
よ
う
に
二
〇
〇
一
年
か
ら
減
少
に
転
じ
、
か
わ
り

に
「
さ
ん
」
が
使
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
て
い
る
。

こ
れ
を
、
各
年
の
死
亡
記
事
合
計
を
一
〇
〇
％
と
し
た
比
率
で
み
て
み
る
と
、
女
性
に
「
さ
ん
」、
男
性
に
「
氏
」
を
付
す
敬
称
の

使
い
分
け
は
、
八
五
年
に
は
八
一
・
〇
％
を
占
め
た
も
の
が
、
九
一
年
五
九
・
二
％
、
九
六
年
五
四
・
四
％
、
二
〇
〇
一
年
四
〇
・
六

％
と
漸
減
し
て
ゆ
き
、
〇
六
年
に
は
一
三
・
七
％
に
急
減
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
一
方
で
、
九
六
年
ま
で
は
皆
無
だ
っ
た
女

男
と
も
に
「
さ
ん
」
の
扱
い
が
、
〇
一
年
は
二
三
・
二
％
、
〇
六
年
に
は
三
三
・
八
％
と
増
加
し
た
。

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
死
亡
記
事
の
敬
称
の
使
い
分
け
件
数
が
大
き
く
変
化
を
み
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
は
、
毎
日
が
い
ち
早

く
一
九
九
九
年
に
死
亡
記
事
に
お
け
る
敬
称
の
女
男
使
い
分
け
を
や
め
、
次
い
で
朝
日
が
二
〇
〇
二
年
に
や
め
て
、
死
亡
者
や
喪
主
の

性
別
に
か
か
わ
り
な
く
女
男
と
も
「
さ
ん
」
と
い
う
記
述
で
統
一
し
た
こ
と
に
よ
る
。
た
だ
し
、
読
売
は
二
〇
一
二
年
現
在
、
死
亡
記

事
に
お
け
る
女
性
の
呼
称
に
「
さ
ん
」、
男
性
に
「
氏
」
と
い
う
、
女
男
で
敬
称
を
使
い
分
け
る
記
述
を
続
け
て
い
る
。
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２

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
た
今
回
の
調
査
方
法
に
つ
い
て

以
上
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
ま
が
り
な
り
に
も
死
亡
記
事
に
お
い
て
は
、
新
聞
紙
面
上
で
性
別
に
よ
っ
て
「
さ
ん
」
と
「
氏
」
を
使

い
分
け
る
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
が
、
制
度
的
に
改
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
前
に
み
た
よ
う
に
、
一
般
記
事
に
お
い

て
は
、
両
性
が
同
じ
紙
面
に
登
場
す
る
場
合
に
は
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
が
減
り
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
女
男
の
ど
ち
ら
か
一
方
が

登
場
す
る
記
事
の
場
合
に
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
る
敬
称
の
使
い
分
け
が
い
ま
だ
に
続
い
て
お
り
、
そ
の
変
化
は
必
ず
し
も
早
い
と
は

い
え
な
い
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
傾
向
を
よ
り
詳
細
に
み
る
た
め
に
、
本
論
で
は
新
聞
記
事
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
、
新
聞

紙
面
に
お
け
る
女
性
と
男
性
に
関
す
る
敬
称
の
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
量
的
な
調
査
を
行
い
、
分
析
し

て
み
る
こ
と
に
し
た
。

具
体
的
に
は
、
①
本
研
究
会
で
デ
ー
タ
を
取
り
始
め
た
当
初
に
使
わ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
「
女
史
」
と
い
う
敬
称
の
頻
度
と
推

移
、
②
典
型
的
な
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
が
み
ら
れ
る
一
九
九
一
年
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
に
対
す

る
敬
称
の
使
わ
れ
方
、
③
ス
ー
チ
ー
以
降
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
に
つ
け
ら
れ
た
敬
称
の
女
男
別
集
計
と
そ
の
推
移
を
み
て
い

く
。新

聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
、
紙
面
構
成
や
記
事
の
面
積
、
写
真
な
ど
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
は
つ
か
む
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う

デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
も
の
の
、
一
方
で
、
実
際
の
新
聞
紙
面
を
読
ん
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
い
う
膨
大
な
作
業
を
省
く
こ
と
が
で
き
、
ま

た
見
落
と
し
が
な
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
使
用
さ
れ
る
語
彙
の
出
現
頻
度
の
集
計
に
は
威
力
を
発
揮
す
る
。
女
性
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と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
は
、
こ
れ
ま
で
も
一
連
の
「
新
聞
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
調
査
の
い
く
つ
か
に
お
い
て
、
必
要

に
応
じ
て
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
た
分
析
を
取
り
入
れ
て
き
た
が
、
今
回
は
全
面
的
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
依
拠
し
て
分
析
を
行
う
。

調
査
対
象
の
新
聞
は
、
女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
の
従
前
の
調
査
に
合
わ
せ
て
朝
日
・
毎
日
・
読
売
の
三
紙
と
し
、
朝
日
は

「
聞
蔵
（
き
く
ぞ
う
）
Ⅱ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
」、
毎
日
は
「
毎
索
（
マ
イ
サ
ク
）」、
読
売
は
「
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
」
の
、
各
東
京
本
社
版
・
朝

夕
刊
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
た
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
、
見
出
し
、
記
事
、
写
真
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
全
て
電
子
化
さ
れ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
、
検
索
語
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
、〞
人
名
〝、〞
敬
称
〝、〞
人
名
Ａ
Ｎ
Ｄ
敬
称
〝
を
用
い
て
検
索
を
か
け
、
そ
の
語
を
含
み
込
ん
だ
見
出

し
の
件
数
、
記
事
の
件
数
を
集
計
し
た
。
な
お
、
朝
日
は
八
四
年
八
月
か
ら
の
記
事
が
、
毎
日
は
八
七
年
一
月
か
ら
の
記
事
が
、
読
売

は
八
六
年
九
月
か
ら
の
記
事
が
、
そ
れ
ぞ
れ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
て
お
り
、
開
始
時
期
は
必
ず
し
も
各
紙
横
並
び
に
は
な
っ
て
い
な

い
。
そ
の
た
め
、
三
紙
の
デ
ー
タ
が
そ
ろ
い
、
正
確
に
比
較
で
き
る
の
は
、
八
七
年
か
ら
で
あ
る
。

３

女
史
」
と
「
氏
」
の
間
で

ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
に
対
す
る
敬
称
使
用
と
そ
の
変
遷

⑴

ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞

ビ
ル
マ
（
軍
事
政
権
は
八
九
年
に
英
語
に
よ
る
国
名
を
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
」
へ
と
変
更
し
た
が
、
本
稿
で
は
「
ビ
ル
マ
」
と
い
う
国
名

を
用
い
る
）
は
、
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
た
国
で
あ
る
。
戦
前
の
一
時
期
に
日
本
が
占
領
し
て
い
た
が
、
戦
後
一
九
四
八
年
に
英
連
邦

か
ら
独
立
後
、
一
九
六
二
年
に
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
る
独
裁
政
治
が
敷
か
れ
、
長
ら
く
軍
事
政
権
が
政
府
を
掌
握
す
る
時
代
が
続
い

た
。
中
で
も
、
民
主
化
を
訴
え
る
国
民
民
主
連
盟
（
Ｎ
Ｌ
Ｄ
）
に
所
属
し
、
民
主
化
運
動
を
担
っ
て
き
た
ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
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は
、
何
度
も
政
府
に
よ
っ
て
拘
束
・
軟
禁
さ
れ
、
長
年
に
わ
た
っ
て
自
由
を
奪
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
、
そ
の
動
向
が
メ
デ
ィ
ア
で
し
ば

し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
知
名
度
の
高
い
社
会
運
動
家
で
あ
る
。

ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
は
、「
ビ
ル
マ
建
国
の
父
」
と
い
わ
れ
る
ア
ウ
ン
サ
ン
将
軍
の
子
と
し
て
一
九
四
五
年
に
ビ
ル
マ
の
首
都

だ
っ
た
ラ
ン
グ
ー
ン
に
生
ま
れ
、
イ
ン
ド
や
英
国
の
大
学
で
学
ん
だ
の
ち
、
公
的
な
仕
事
に
就
い
て
い
た
。
そ
の
間
に
英
国
人
の
研
究

者
と
結
婚
し
、
子
ど
も
を
も
う
け
て
い
る
。
そ
の
後
八
八
年
に
ビ
ル
マ
に
戻
っ
た
ス
ー
チ
ー
は
、
民
主
化
を
求
め
る
戒
厳
令
下
で
の
学

生
・
市
民
ら
の
デ
モ
に
参
加
し
、
演
説
を
行
う
な
ど
し
て
た
ち
ど
こ
ろ
に
人
び
と
の
支
持
を
集
め
、
国
民
民
主
連
盟
（
Ｎ
Ｌ
Ｄ
）
の
結

党
に
加
わ
っ
て
総
書
記
と
な
り
、
ビ
ル
マ
の
民
主
主
義
と
人
権
を
回
復
す
る
民
主
化
運
動
の
指
導
者
と
し
て
、
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
と
な

っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
九
八
九
年
七
月
、
ス
ー
チ
ー
は
、
軍
事
政
権
に
よ
っ
て
国
家
転
覆
防
御
法
違
反
の
か
ど
で
自
宅
軟
禁
さ
れ
た
。

翌
九
〇
年
の
総
選
挙
で
は
、
総
書
記
の
ス
ー
チ
ー
が
軟
禁
中
で
あ
り
な
が
ら
、
Ｎ
Ｌ
Ｄ
が
圧
勝
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
軍
事
政
権

側
は
政
権
交
代
を
拒
ん
だ
た
め
、
国
際
的
に
多
く
の
非
難
が
わ
き
起
こ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
ス
ー
チ
ー
は
、
政
府
に
弾
圧
さ
れ
な

が
ら
も
民
主
化
の
た
め
の
非
暴
力
闘
争
を
貫
き
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
続
け
た
功
績
に
よ
り
、
一
九
九
一
年
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受

賞
し
た
。

そ
の
後
一
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
何
度
も
軟
禁
、
解
放
、
軟
禁
が
繰
り
返
さ
れ
、
そ
の
間
ス
ー
チ
ー
は
、
解
放
後
の
遊
説
中
に
襲
撃

さ
れ
た
り
、
体
調
を
壊
し
て
入
院
し
た
り
、
二
〇
〇
九
年
に
は
国
家
転
覆
防
御
法
違
反
で
起
訴
さ
れ
、
裁
判
に
か
け
ら
れ
て
有
罪
（
執

行
猶
予
つ
き
で
自
宅
軟
禁
）
と
な
る
な
ど
、
辛
酸
を
な
め
る
。
一
〇
年
に
は
二
〇
年
ぶ
り
の
国
会
（
連
邦
議
会
）
の
総
選
挙
が
行
わ

れ
、
ス
ー
チ
ー
も
七
年
半
ぶ
り
に
解
放
さ
れ
て
、
翌
年
に
は
文
民
政
権
が
生
ま
れ
た
も
の
の
、
大
統
領
を
は
じ
め
軍
事
政
権
の
幹
部
が

残
っ
た
た
め
、
国
際
的
に
は
な
お
信
頼
さ
れ
る
政
権
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
政
治
犯
が
釈
放
さ
れ
る
な
ど
政
権
も
軟
化
し
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は
じ
め
、
一
二
年
四
月
に
行
わ
れ
た
国
会
議
員
の
補
欠
選
挙
で
は
、
Ｎ
Ｌ
Ｄ
か
ら
立
候
補
し
た
ス
ー
チ
ー
が
当
選
を
果
た
し
、
国
会
議

員
と
な
っ
た
。

⑵

ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
に
当
初
付
さ
れ
て
い
た
「
女
史
」

ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
を
報
じ
る
当
時
（
一
九
九
一
年
一
〇
月
）
の
新
聞
を
み
る
と
、「『
解
放
の
契
機

に
』
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ス
ー
・
チ
ー
女
史
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
」（
朝
日
、
一
〇
月
一
五
日
）
と
い
う
見
出
し
や
、「
今
年
の
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
旧
ビ
ル
マ
）
の
反
体
制
・
民
主
化
運
動
指
導
者
、
ア
ウ
ン
・
サ
ン
・
ス
ー
・
チ
ー
女
史

46
）に
決
ま
っ

た
。」（
毎
日
、
一
〇
月
一
五
日
）
と
書
か
れ
た
記
事
、
ま
た
、「
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
政
が
た
だ
ち
に
ス
ー
・
チ
ー
女
史
の
軟
禁
を
無
条
件

に
解
き
、
政
治
犯
を
釈
放
す
る
よ
う
求
め
た
い
。」（
読
売
、
一
〇
月
一
六
日
）
と
す
る
社
説
の
よ
う
に
、
ス
ー
チ
ー
を
、
そ
の
名
の
あ

と
に
敬
称
の
「
女
史
」
を
つ
け
て
表
現
す
る
記
事
が
大
半
で
あ
っ
た
。
次
節
⑶
で
述
べ
る
よ
う
に
、
九
一
年
七
月
か
ら
一
二
月
ま
で
の

半
年
の
間
に
、
ス
ー
チ
ー
の
名
に
「
女
史
」
が
つ
い
た
見
出
し
は
、
ス
ー
チ
ー
の
名
が
出
て
く
る
見
出
し
三
紙
合
計
一
二
二
件
の
う
ち

八
八
件
と
、
約
七
割
を
占
め
た
。

女
史
」
と
は
、『
広
辞
苑
【
第
六
版
】』
に
よ
る
と
、「
①
中
国
で
、
後
宮
に
仕
え
て
記
録
を
つ
か
さ
ど
っ
た
女
官
。
②
日
本
で
、
文

書
の
事
を
つ
か
さ
ど
っ
た
女
官
。
③
社
会
的
地
位
や
名
声
の
あ
る
女
の
人
。
ま
た
、
そ
の
氏
名
に
添
え
る
敬
称
。」
と
あ
る
。
こ
れ
ら

か
ら
転
じ
て
、
男
性
中
心
の
社
会
で
「
肩
ひ
じ
張
っ
た
女
性
」、
男
性
に

し
て
活
動
す
る
女
性
へ
の
「
揶
揄
的
な
敬
称
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
、
こ
の
語
に
は
つ
き
ま
と
っ
て

８
）

い
る
。

ま
た
、
こ
れ
も
本
稿
後
半
の
歴
代
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
の
敬
称
に
つ
い
て
量
的
分
析
を
行
う
第
４
章
で
詳
し
く
紹
介
す
る
が
、

受
賞
時
の
九
一
年
一
〇
月
か
ら
一
二
月
ま
で
の
三
カ
月
間
に
、
三
紙
の
見
出
し
と
記
事
の
中
で
ス
ー
チ
ー
に
つ
け
ら
れ
た
「
女
史
」
と
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い
う
敬
称
の
総
数
は
、
ス
ー
チ
ー
の
名
が
出
て
く
る
全
三
七
〇
件
の
う
ち
二
四
三
件
を
占
め
、
六
五
・
七
％
に
の
ぼ
っ
た
。
次
い
で
、

ス
ー
チ
ー
「
さ
ん
」
と
い
う
敬
称
の
数
が
一
〇
六
件
、
二
八
・
七
％
、
そ
の
他
名
前
に
何
も
つ
け
な
い
〞
敬
称
な
し
〝
が
一
五
件
、

四
・
一
％
、「
書
記
長
」
と
い
う
〞
肩
書
き
〝
が
二
件
、
〇
・
五
％
み
ら
れ
た
。

一
方
、
ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
と
同
じ
九
一
年
に
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た
作
家
の
女
性
、
ナ
デ
ィ
ン
・
ゴ
ー
デ
ィ
マ
は
、

ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
ゴ
ー
デ
ィ
マ
に
つ
け
ら
れ
た
敬
称
に
つ
い
て
、
こ
の
年
の
受
賞
時
一
〇
月
か
ら
一
二
月

い
っ
ぱ
い
ま
で
の
見
出
し
・
記
事
と
も
に
全
て
カ
ウ
ン
ト
し
て
み
た
と
こ
ろ
、「
91
年
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞

南
ア
の
ゴ
ー
デ
ィ
マ
女
史

に
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
糾
弾
の
著
作
」（
読
売
、
一
〇
月
四
日
）
と
い
う
見
出
し
の
よ
う
に
、「
女
史
」
が
三
紙
合
計
で
一
五
件
み
ら
れ

た
。
ゴ
ー
デ
ィ
マ
の
名
が
出
て
く
る
全
四
一
件
の
見
出
し
・
記
事
に
対
す
る
比
率
に
す
る
と
三
六
・
六
％
で
あ
る
。
一
方
、「
南
ア
の

女
性
作
家
・
ゴ
ー
デ
ィ
マ
さ
ん
に
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
『
人
種
隔
離
』
批
判
」（
朝
日
、
一
〇
月
四
日
）
の
見
出
し
の
よ
う
に
、「
さ
ん
」

の
数
は
合
計
一
四
件
で
、
三
四
・
二
％
を
占
め
る
。
ま
た
、
何
も
つ
け
な
い
〞
敬
称
な
し
〝
が
合
計
一
二
件
、
二
九
・
三
％
あ
っ
た
。

「
女
史
」
と
「
さ
ん
」、
そ
し
て
〞
敬
称
な
し
〝
に
、
表
記
が
ほ
ぼ
三
分
さ
れ
た
か
た
ち
だ
。
ス
ー
チ
ー
は
七
割
近
く
が
「
女
史
」
で
、

次
い
で
三
割
近
く
が
「
さ
ん
」
だ
っ
た
こ
と
と
比
較
す
る
と
、
同
じ
年
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
の
女
性
で
あ
っ
て
も
、
ゴ
ー
デ
ィ
マ
の

場
合
は
や
や
扱
い
が
異
な
る
結
果
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
同
等
の
立
場
に
あ
る
男
性
に
は
、
ど
う
い
っ
た
敬
称
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ス
ー
チ
ー
や
ゴ
ー
デ
ィ
マ
と

同
じ
九
一
年
に
そ
の
他
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
男
性
た
ち
の
、
一
〇
月
か
ら
一
二
月
ま
で
の
三
カ
月
間
の
見
出
し
と
記
事
の
敬
称

数
を
み
て
み
た
。

そ
の
結
果
、
物
理
学
賞
受
賞
者
の
ピ
エ
ー
ル
ジ
ル
・
ド
ジ
ャ
ン
ヌ
は
、
三
紙
合
計
で
「
氏
」
二
件
、「
さ
ん
」
〇
件
、「
教
授
」
の

〞
肩
書
き
〝
一
一
件
、〞
敬
称
な
し
〝
四
件
と
な
っ
た
。
化
学
賞
の
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
エ
ル
ン
ス
ト
は
、「
氏
」
二
件
、「
さ
ん
」
〇
件
、
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「
教
授
」
の
〞
肩
書
き
〝
一
九
件
、〞
敬
称
な
し
〝
二
件
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
生
理
学
・
医
学
賞
の
エ
ル
ウ
ィ
ン
・
ネ
ー
ア
ー
は
、「
氏
」

〇
件
、「
さ
ん
」
一
件
、「
博
士
」「
学
部
長
」
の
〞
肩
書
き
〝
一
三
件
、〞
敬
称
な
し
〝
二
件
で
、
同
賞
の
ベ
ル
ト
・
ザ
ク
マ
ン
は

「
氏
」
〇
件
、「
さ
ん
」
一
件
、「
博
士
」「
学
部
長
」
の
〞
肩
書
き
〝
一
一
件
、〞
敬
称
な
し
〝
一
件
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
経
済
学
賞

を
受
賞
し
た
ロ
ナ
ル
ド
・
コ
ー
ス
は
、「
氏
」
六
件
、「
さ
ん
」
〇
件
、「
名
誉
教
授
」
の
〞
肩
書
き
〝
七
件
、〞
敬
称
な
し
〝
六
件
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
同
じ
九
一
年
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
で
あ
っ
て
も
、
男
性
は
「
肩
書
き
」
で
呼
ば
れ
る
こ
と
が
圧
倒
的
に
多
く
、
次

い
で
「
氏
」
が
つ
け
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
ゴ
ー
デ
ィ
マ
の
場
合
は
作
家
の
た
め
、
所
属
や
地
位
を
示
す
肩
書
き
が
な
い
と
い
う
こ

と
は
あ
る
が
、
ス
ー
チ
ー
は
Ｎ
Ｌ
Ｄ
の
書
記
長
の
職
に
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
肩
書
き
」
呼
称
が
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
に
、
男
性
と
の
大
き
な
違
い
が
み
ら
れ
る
。

氏
」
に
関
し
て
は
、『
広
辞
苑
【
第
六
版
】』
に
よ
れ
ば
、「
①
同
じ
血
族
の
集
団
。
そ
れ
を
表
示
す
る
名
。
う
じ
。
姓
。
②
嫁
し
た

女
の
実
家
の
姓
氏
に
添
え
て
、
出
身
を
示
す
語
。『
妻
紀
｜
』
③
人
名
に
添
え
て
敬
意
を
表
す
語
。
転
じ
て
代
名
詞
的
に
話
題
の
人
を

表
す
の
に
用
い
る
。『
｜
は
関
西
出
身
の
実
業
家
で
』」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
新
聞
記
事
の
「
氏
」
の
場
合
は
③
の
「
敬
意
を
あ
ら
わ

す
語
」
が
あ
て
は
ま
ろ
う
が
、
特
段
に
、
男
性
に
つ
け
ら
れ
る
敬
称
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。

一
方
、
接
尾
語
「
さ
ん
」
は
、『
広
辞
苑
【
第
六
版
】』
で
は
、「（
サ
マ
）
の
転
①
人
名
な
ど
の
下
に
添
え
る
敬
称
。『
さ
ま
』
よ
り

も
く
だ
け
た
言
い
方
。『
伊
藤
｜
』『
奥
｜
』
②
丁
寧
に
い
う
時
に
つ
け
る
語
。『
御
苦
労
｜
』『
お
早
う
｜
』」
と
あ
る
。
人
に
つ
け
る

敬
称
と
し
て
は
〞
く
だ
け
た
〝
い
い
方
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
女
性
と
男
性
の
著
名
人
に
対
す
る
敬
称
の
差
、
ま
た
同
じ
女
性
の
著
名
人
で
も
敬
称
が
分
か
れ
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て

の
比
較
は
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
を
対
象
に
、
の
ち
に
あ
ら
た
め
て
数
量
的
に
調
査
を
行
っ
て
分
析
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。
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⑶

三
紙
に
お
け
る
「
女
史
」
の
使
用
と
そ
の
推
移

ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
時
に
目
立
っ
た
「
女
史
」
と
い
う
敬
称
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
、
ス
ー
チ
ー
に

限
ら
ず
、
新
聞
紙
上
で
は
「
女
史
」
と
い
う
敬
称
が
ど
れ
ほ
ど
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
量
的
分
析
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
最
初

に
、
朝
日
、
毎
日
、
読
売
三
紙
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
、
ス
ー
チ
ー
も
含
む
著
名
な
女
性
た
ち
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
全
て
の
「
女
史
」

の
数
量
と
推
移
を
み
て
み
た
い
。

グ
ラ
フ
１
は
、
三
紙
そ
れ
ぞ
れ
の
記
事
中
で
、「
女
史
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
た
記
事
の
件
数
を
、
半
年
ご
と
に
ま
と
め
て
、

そ
の
経
年
推
移
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
数
え
た
の
は
「
記
事
件
数
」
で
あ
り
、
あ
る
記
事
（
見
出
し
、
本
文
、
写
真
に
添
え
ら

れ
て
い
る
説
明
文
な
ど
も
含
む
）
の
中
に
そ
の
語
が
一
つ
登
場
し
て
も
複
数
登
場
し
て
も
一
記
事
（
一
件
）
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
語
が
用
い
ら
れ
た
す
べ
て
の
頻
度
（
延
べ
語
数
）
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
調

査
方
法
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
よ
う
に
、
朝
日
は
一
九
八
四
年
四
月
か
ら
、
毎
日
は
八
七
年
一
月
か
ら
、
読
売
は
八
六
年
九
月
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
各
紙
そ
れ
ぞ
れ
さ
か
の
ぼ
れ
る
限
り
の
デ
ー
タ
を
表
示
し
た
が
、
三
紙
の
デ
ー
タ
が

全
て
そ
ろ
う
の
は
、
八
七
年
か
ら
で
あ
る
。

グ
ラ
フ
１
か
ら
、
各
紙
別
に
、「
女
史
」
の
使
わ
れ
て
い
る
記
事
件
数
の
推
移
を
み
る
と
、
ま
ず
朝
日
は
、
一
九
八
四
年
七
月
〜
一

二
月
（
以
下
「
下
期
」
と
記
述
す
る
）
か
ら
八
七
年
一
月
〜
六
月
（
以
下
「
上
期
」
と
記
述
）
に
か
け
て
五
〇
件
前
後
か
ら
八
〇
件
前

後
の
間
で
推
移
し
て
き
た
も
の
が
、
八
八
年
下
期
に
は
一
気
に
一
六
一
件
に
増
加
し
、
全
調
査
期
間
中
の
ピ
ー
ク
を
形
づ
く
っ
て
い

る
。
八
九
年
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
は
、
八
九
年
上
期
九
四
件
、
八
九
年
下
期
一
〇
六
件
、
九
〇
年
上
期
一
二
三
件
、
九
〇
年
下
期

一
〇
七
件
と
一
〇
〇
件
前
後
を
維
持
し
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
後
は
減
少
傾
向
が
著
し
く
、
九
六
年
上
期
か
ら
は
一
桁
台
の
場
合
が
ほ

と
ん
ど
で
、
二
〇
〇
八
年
下
期
、
二
〇
一
〇
年
下
期
で
は
一
件
も
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
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グ
ラ
フ
1

3
紙
別

女
史
」
が
使
わ
れ
て
い
る
記
事
件
数
の
推
移

(単
位
：
件
)



次
に
毎
日
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
が
開
始
さ
れ
た
八
七
年
以
降
、
二
〇
件
前
後
を
維
持
し
て
い
た
も
の
が
、
一
九
八
八
年
下
期
に
九

三
件
へ
と
は
ね
あ
が
っ
た
。
そ
の
あ
と
、
九
〇
年
上
期
か
ら
九
一
年
上
期
に
か
け
て
一
〇
〇
件
前
後
と
、
朝
日
と
同
様
に
高
件
数
で
推

移
し
、
九
一
年
下
期
に
一
一
〇
件
と
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
そ
れ
以
降
は
、「
女
史
」
が
使
用
さ
れ
る
記
事
数
は
徐
々
に
減
っ
て
ゆ
き
、

九
三
年
下
期
に
は
一
〇
件
前
後
、
九
六
年
上
期
か
ら
は
ほ
ぼ
一
桁
台
と
な
っ
て
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

読
売
の
場
合
は
、
前
二
紙
と
は
少
し
様
相
が
異
な
り
、
一
九
八
七
年
下
期
の
段
階
で
「
女
史
」
の
使
用
は
す
で
に
一
〇
〇
件
を
超

え
、
八
八
年
下
期
に
は
二
一
八
件
と
三
紙
の
中
で
は
突
出
し
た
使
用
量
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
は
、
九
二
年
下
期
の
一
八
三
件
を
第

二
の
ピ
ー
ク
、
九
四
年
下
期
の
一
三
五
件
を
第
三
の
ピ
ー
ク
と
し
て
、
少
し
ず
つ
使
用
件
数
を
減
ら
し
な
が
ら
も
、
九
〇
年
代
前
半
ま

で
は
お
お
む
ね
一
〇
〇
件
台
の
〞
高
水
準
〝
を
維
持
し
て
い
た
。
そ
し
て
九
〇
年
代
半
ば
以
降
も
、
二
〇
件
か
ら
五
〇
件
と
い
う
、
他

の
二
紙
に
比
べ
て
か
な
り
多
い
記
事
数
を
記
録
し
、「
女
史
」
が
使
わ
れ
た
記
事
件
数
が
一
桁
台
で
推
移
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
他

紙
よ
り
も
だ
い
ぶ
遅
い
、
二
〇
〇
三
年
上
期
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

以
上
三
紙
別
の
動
向
を
見
て
き
た
が
、
期
間
中
の
「
女
史
」
が
出
現
す
る
記
事
件
数
の
総
合
計
は
、
朝
日
一
六
一
三
件
、
毎
日
九
三

七
件
、
読
売
二
七
六
〇
件
に
の
ぼ
る
。
た
だ
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
各
紙
で
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
開
始
時
期
が
若
干
ず
れ
て
お
り
、

集
計
し
た
期
間
が
異
な
る
の
で
、
各
紙
の
デ
ー
タ
が
そ
ろ
う
一
九
八
七
年
上
期
か
ら
の
記
事
件
数
の
総
合
計
を
あ
ら
た
め
て
計
算
し
て

み
る
と
、
朝
日
一
二
四
三
件
、
毎
日
九
三
七
件
、
読
売
二
七
一
二
件
と
な
っ
た
。
読
売
で
「
女
史
」
と
い
う
敬
称
が
使
わ
れ
た
記
事
が

最
も
多
く
、
毎
日
の
三
倍
近
く
に
、
ま
た
朝
日
の
二
倍
以
上
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
八
七
年
上
期
か
ら
の
総
合
計
を
も
と
に
、「
女
史
」

使
用
記
事
件
数
半
期
あ
た
り
の
平
均
を
出
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
朝
日
は
二
五
・
九
件
、
毎
日
は
一
九
・
五
件
、
読
売
は
五
六
・
五
件
と

な
っ
た
。

グ
ラ
フ
２
は
、
朝
日
・
毎
日
・
読
売
の
各
紙
で
「
女
史
」
が
使
わ
れ
て
い
る
記
事
の
件
数
を
積
み
上
げ
た
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
三
紙
が
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グ
ラ
フ
2

女
史
」
が
使
わ
れ
て
い
る
記
事
件
数
の
推
移
(３

紙
合
計
)

(単
位
：
件
)



デ
ー
タ
上
で
そ
ろ
う
の
は
、
一
九
八
七
年
上
期
か
ら
と
な
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
八
八
年
下
期
が
合
計
四
七
二
件
（
朝
日
と
読
売
が

こ
の
時
に
ピ
ー
ク
）
と
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
こ
れ
は
、
主
と
し
て
国
際
面
や
外
報
面
、
外
電
で
、「
ス
ー
チ

ー
女
史
」「
ブ
ッ
ト
女
史
」「
ヒ
ル
ズ
女
史
」
を
筆
頭
に
、
多
数
の
女
性
が
「
女
史
」
と
い
う
敬
称
つ
き
で
登
場
し
た
累
積
効
果
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
学
者
、
芸
術
家
、
政
治
家
な
ど
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
国
外
の
女
性
の
敬
称
と
し
て
、「
女
史
」
が
ご

く
普
通
に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
九
一
年
下
期
は
、
各
紙
と
も
通
常
よ
り
「
女
史
」
を
用
い
た
記
事

数
が
増
え
、
合
計
三
七
二
件
と
、
八
八
年
下
期
に
次
ぐ
第
二
の
ピ
ー
ク
を
形
づ
く
っ
て
い
る
。

だ
が
そ
の
後
、
二
〇
〇
三
年
上
期
か
ら
、
三
紙
合
計
で
も
一
〇
件
な
い
し
そ
れ
以
下
と
な
り
、
こ
の
文
字
が
入
っ
た
記
事
は
ほ
と
ん

ど
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。「
女
史
」
は
、
も
は
や
〞
生
産
力
〝
を
失
っ
た
語
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
現
在
、
稀
に
「
女
史
」
が

使
わ
れ
る
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
作
家
な
ど
新
聞
記
者
以
外
の
外
部
執
筆
者
が
寄
稿
し
た
文
や
、
過
去
に
使
わ
れ
た
文
章
を
そ
の
ま
ま
引

用
し
た
場
合
な
ど
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
新
聞
記
者
が
記
事
を
書
く
際
に
自
ら
「
女
史
」
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
ミ
レ
ニ

ア
ム
を
跨
い
だ
二
〇
〇
〇
年
前
半
以
降
、
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
女
史
」
と
い
う
敬
称
だ
け
に
関
し
て
い
え
ば
、
明
ら
か
に
〞
化
石
化
〝
し
つ
つ
あ
る
。

そ
れ
で
は
、「
女
史
」
が
な
く
な
っ
て
き
た
分
、
女
性
に
対
し
て
ど
ん
な
敬
称
が
付
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。

⑷

見
出
し
に
み
る
ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
に
対
す
る
敬
称
の
推
移

そ
こ
で
、
ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
を
事
例
と
し
て
、
ス
ー
チ
ー
が
新
聞
紙
面
上
に
登
場
す
る
際
に
ど
の
よ
う
な
呼
び
方
が
な
さ
れ
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て
い
る
か
を
、
朝
日
・
毎
日
・
読
売
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
て
量
的
に
把
握
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ス
ー
チ
ー
が
ビ
ル
マ
に
帰
り
、
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
九
八
八
年
下
期
か
ら
二
〇
一
二
年
上
期
ま
で
の

「
ス
ー
チ
ー
」
と
表
記
さ
れ
た
記
事
を
検
索
し
、
そ
の
敬
称
を
調
べ
て
み
る
が
、
記
事
件
数
、
さ
ら
に
は
語
の
全
出
現
頻
度
を
検
索
す

る
と
膨
大
な
量
に
の
ぼ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
見
出
し
の
み
に
限
っ
て
抽
出
し
た
。
見
出
し
（
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン
）
は
、
記
事
の
内
容
を
要

約
し
て
示
す
も
の
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
一
目
で
読
者
を
惹
き
つ
け
る
た
め
の
ア
イ
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
と
い
う
性
格
も
持
つ
の
で
、
見
出

し
だ
け
か
ら
も
、
か
な
り
興
味
深
い
傾
向
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
ビ
ル
マ
人
の
名
前
に
は
「
姓
」
が
な
く
「
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
」
で
一
つ
の
「
名
」
で
あ
る
。
が
、
新
聞
で
は
「
ス
ー
チ

ー
」
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
従
っ
た
。
ま
た
各
紙
ご
と
に
、「
ア
ウ
ン
・
サ
ン
・
ス
ー
・
チ
ー
」「
ス
ー
・
チ

ー
」「
ス
ー
チ
ー
」
な
ど
と
表
記
の
〞
揺
れ
〝
が
み
ら
れ
た
の
で
、
異
表
記
を
全
て
検
索
条
件
に
入
れ
た
上
で
、
本
稿
で
は
「
ア
ウ
ン

サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
」
な
い
し
「
ス
ー
チ
ー
」
で
統
一
し
た
。

表
３
は
、
三
紙
別
に
、
見
出
し
に
お
い
て
「
ス
ー
チ
ー
」
の
あ
と
に
付
さ
れ
て
い
た
「
女
史
」「
書
記
長
」「
氏
」「
さ
ん
」「
そ
の

他
」
の
敬
称
の
数
を
、
各
年
の
上
期
と
下
期
の
半
期
ご
と
に
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
名
前
の
み
で
敬
称
も
肩
書
き
も
つ
け
ら
れ
て

い
な
い
〞
敬
称
な
し
〝
に
つ
い
て
は
、「
そ
の
他
」
に
カ
ウ
ン
ト
し
て
あ
る
。

こ
の
表
３
に
示
し
た
よ
う
に
、
年
譜
と
、
見
出
し
に
ス
ー
チ
ー
が
登
場
し
た
記
事
の
合
計
数
の
推
移
と
を
重
ね
て
み
る
と
、
お
お
む

ね
、
何
ら
か
の
事
態
や
事
件
が
生
じ
た
際
に
、
各
紙
と
も
に
取
り
上
げ
て
報
道
す
る
傾
向
が
読
み
取
れ
る
。
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞

（
九
一
年
下
期
、
三
紙
合
計
で
一
二
一
件
）、
軍
事
政
権
と
の
対
話
（
九
四
年
下
期
、
同
八
二
件
）、
軟
禁
か
ら
の
解
放
と
記
者
会
見

（
九
五
年
下
期
、
同
二
七
〇
件
）、
移
動
の
制
限
（
九
六
年
上
期
、
一
三
〇
件
）、
再
軟
禁
状
態
（
九
六
年
下
期
、
二
〇
〇
件
）、
再
び
軟

禁
か
ら
の
解
放
（
〇
二
年
上
期
、
九
二
件
）、
遊
説
中
の
襲
撃
と
身
柄
拘
束
（
〇
三
年
上
期
、
一
一
八
件
）、
入
院
・
手
術
と
三
度
目
の
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表
３

見
出
し
に
み
る
ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
に
対
す
る
敬
称
の
推
移

(単
位
：
件
)

時
期
区
分

1988.7-12
1989.1-6

1989.7-12
1990.1-6

1990.7-12
1991.1-6

1991.7-12
1992.1-6

ス
ー
チ
ー
の

ト
ピ
ッ
ク
ス

・
50万

人
集
会

で
演
説

・
ク
ー
デ
タ
ー

に
よ
る
軍
事

政
権
誕
生

・
N
L
D
設
立
、

書
記
長
に

・
自
宅
軟
禁

・
総
選
挙
に
よ

り
N
L
D
大

勝

・
N
L
D
書
記

長
解
任

・
サ
ハ
ロ
フ
賞

受
賞

・
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
受
賞

・
夫
と
子
が
ビ

ル
マ
に
入

国
、
再
会

女
史

4
4

11
4

2
1

19
3

書
記
長

朝日

呼び方

氏
2

1

さ
ん

19
10

そ
の
他

1
2

2

合
計

4
5

11
4

2
1

42
16

女
史

4
2

6
3

6
3

30
6

書
記
長

毎日

呼び方

氏さ
ん

8
8

そ
の
他

1

合
計

4
2

6
3

6
3

39
14

女
史

11
9

8
2

2
39

12

書
記
長

1
1

読売

呼び方

氏
1

さ
ん

1
1

2

そ
の
他

1

合
計

14
1

9
8

2
3

40
14

女
史

19
6

26
15

10
6

88
21

書
記
長

1
0

0
0

0
1

0
0

３紙合計

呼び方

氏
0

1
0

0
0

0
2

1

さ
ん

1
0

0
0

0
0

28
20

そ
の
他

1
1

0
0

0
0

3
2

合
計

22
8

26
15

10
7

121
44
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時
期
区
分

1992.7-12
1993.1-6

1993.7-12
1994.1-6

1994.7-12
1995.1-6

1995.7-12
1996.1-6

ス
ー
チ
ー
の

ト
ピ
ッ
ク
ス

・
歴
代
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
受

賞
者
が
釈
放

求
め
る
声
明

・
国
民
会
議
に

よ
る
新
憲
法

制
定
作
業

・
国
軍
高
官
と

面
会

・
軟
禁
５
年
目

・
軍
事
政
権
ト
ッ

プ
と
対
話
、
テ

レ
ビ
放
映
も

・
国
連
高
官
が

軍
事
政
権
と

対
話

・
期
限
切
れ
後

も
軟
禁
継
続

・
軟
禁
か
ら
解

放
、
自
宅
で

記
者
会
見

・
A
 
C E A

 
N

会
議

・
N
L
D
書
記

長
に

・
移
動
の
制
限

・
N
L
D
党
員

の
拘
束

女
史

1
1

1

書
記
長

朝日

呼び方

氏
1

3

さ
ん

3
12

7
20

22
21

83
29

そ
の
他

1
2

合
計

5
14

10
20

22
21

84
31

女
史

2

書
記
長

5
10

毎日

呼び方

氏
1

1
1

さ
ん

5
7

5
17

26
16

92
32

そ
の
他

6
29

合
計

5
10

5
17

26
17

103
72

女
史

4
10

4
13

31
9

20

書
記
長

読売

呼び方

氏
1

1
1

さ
ん

1
3

4
62

27

そ
の
他

1

合
計

4
4

14
34

14
83

27

女
史

5
13

4
13

31
9

21
0

書
記
長

0
0

0
0

0
0

5
10

３紙合計

呼び方

氏
1

2
3

1
0

1
1

1

さ
ん

8
20

12
37

51
41

237
88

そ
の
他

0
1

0
0

0
1

6
31

合
計

14
36

19
51

82
52

270
130
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時
期
区
分

1996.7-12
1997.1-6

1997.7-12
1998.1-6

1998.7-12
1999.1-6

1999.7-12
2000.1-6

ス
ー
チ
ー
の

ト
ピ
ッ
ク
ス

・
解
放
１
年

・
N
L
D
集
会

禁
止
、
民
主

活
動
家
拘
束

・
軟
禁
状
態
に

・
自
宅
前
演
説

集
会
禁
止

・
自
宅
前
演
説

集
会
禁
止

・
N
L
D
議
員

集
会
禁
止

・
解
放
２
年

・
N
L
D
集
会

に
700人

・
N
L
D
集
会

禁
止

・
国
連
特
使
ビ

ル
マ
訪
問

・
移
動
の
制
限

・
抗
議
の
居
座

り
、
車
内
ろ

う
城

・
ビ
ル
マ
入
国

を
求
め
て
い

た
夫
エ
ア
リ

ス
、
英
国
で

死
去

女
史

書
記
長

朝日

呼び方

氏
1

さ
ん

53
13

14
5

22
4

1
3

そ
の
他

1
1

1

合
計

54
13

14
6

22
5

1
4

女
史

書
記
長

23
4

7
2

3
毎日

呼び方

氏
1

1
1

1
1

さ
ん

51
11

6
3

20
12

3
6

そ
の
他

27
7

5
4

1

合
計

102
22

19
10

25
13

3
6

女
史

書
記
長

1
1

1
読売

呼び方

氏
1

さ
ん

43
10

13
6

19
11

2
3

そ
の
他

1
1

合
計

44
11

14
6

19
11

4
4

女
史

0
0

0
0

0
0

0
0

書
記
長

23
4

8
2

3
0

1
1

３紙合計

呼び方

氏
1

0
1

1
1

2
1

0

さ
ん

147
34

33
14

61
27

6
12

そ
の
他

29
8

5
5

1
0

0
1

合
計

200
46

47
22

66
29

8
14
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時
期
区
分

2000.7-12
2001.1-6

2001.7-12
2002.1-6

2002.7-12
2003.1-6

2003.7-12
2004.1-6

ス
ー
チ
ー
の

ト
ピ
ッ
ク
ス

・
移
動
の
制
限

・
自
宅
軟
禁

・
国
連
特
使
ビ

ル
マ
訪
問

・
軍
政
高
官
と

会
談

・
自
宅
軟
禁
を

解
除

・
遊
説
中
に
軍
部

に
よ
る
襲
撃
に

遭
い
、
死
傷
者

・
逮
捕
者
多
数

・
身
柄
拘
束
、

解
放
求
め
る

声
明
相
次
ぐ

・
病
院
入
院
・

手
術

・
３
度
目
の
自

宅
軟
禁

女
史

書
記
長

朝日

呼び方

氏
25

11
52

42
7

さ
ん

28
13

7
5

そ
の
他

1

合
計

28
13

7
31

11
52

42
7

女
史

書
記
長

1
2

毎日

呼び方

氏
1

1
1

5
12

2

さ
ん

29
7

4
23

12
26

26
3

そ
の
他

1

合
計

30
7

4
24

13
33

40
5

女
史

1

書
記
長

読売

呼び方

氏
1

1

さ
ん

22
8

7
34

10
32

26
7

そ
の
他

2

合
計

22
8

7
37

11
33

26
7

女
史

0
0

0
0

0
1

0
0

書
記
長

0
0

0
0

0
1

2
0

３紙合計

呼び方

氏
1

0
0

27
13

57
54

9

さ
ん

79
28

18
62

22
58

52
10

そ
の
他

0
0

0
3

0
1

0
0

合
計

80
28

18
92

35
118

108
19
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時
期
区
分

2004.7-12
2005.1-6

2005.7-12
2006.1-6

2006.7-12
2007.1-6

2007.7-12
2008.1-6

ス
ー
チ
ー
の

ト
ピ
ッ
ク
ス

・
自
宅
軟
禁
を

延
長

・
自
宅
軟
禁
を

延
長

・
国
連
事
務
次

長
と
面
会

・
自
宅
軟
禁
を

延
長

・
自
宅
軟
禁
を

延
長

・
国
連
事
務
総

長
特
別
顧
問

と
会
談

・
軍
事
政
権
が

新
憲
法
の
国

民
投
票
を
強

行

・
自
宅
軟
禁
を

延
長

女
史

書
記
長

朝日

呼び方

氏
6

2
4

12
3

5
12

7

さ
ん

1
2

2
10

7

そ
の
他

合
計

7
4

4
14

3
5

22
14

女
史

書
記
長

1
1

1

毎日

呼び方

氏
2

2
1

6
1

1

さ
ん

7
2

3
5

5
7

20
9

そ
の
他

合
計

10
5

5
11

5
8

21
9

女
史

書
記
長

読売

呼び方

氏
1

さ
ん

4
5

8
9

5
11

18
15

そ
の
他

1
1

合
計

4
5

9
10

5
11

18
16

女
史

0
0

0
0

0
0

0
0

書
記
長

1
1

1
0

0
0

0
0

３紙合計

呼び方

氏
8

4
6

18
3

6
13

7

さ
ん

12
9

11
16

10
18

48
31

そ
の
他

0
0

0
1

0
0

0
1

合
計

21
14

18
35

13
24

61
39
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時
期
区
分

2008.7-12
2009.1-6

2009.7-12
2010.1-6

2010.7-12
2011.1-6

2011.7-12
2012.1-6

ス
ー
チ
ー
の

ト
ピ
ッ
ク
ス

・
軟
禁
に
抗
議

し
て
食
料
受

け
取
り
拒
否

・「
国
家
転
覆

防
御
法
」
違

反
で
起
訴
、

裁
判
開
始

・
訴
追
反
対
、解

放
を
求
め
る

声
明
相
次
ぐ

・
国
家
転
覆
の

罪
で
実
刑
言

い
渡
し
後
、

執
行
猶
予
と

特
赦

・
自
宅
軟
禁

・
年
内
総
選
挙

の
た
め
の
関

連
法
制
定
、

N
L
D
は
総

選
挙
不
参
加

・
N
L
D
政
党

資
格
を
失
う

・
20年

ぶ
り
の
連

議
会
総
選
挙

・
７
年
半
ぶ
り
に

解
放

・
N
L
D
本
部
前

で
演
説
、
４
万

人
参
加

・
新
政
府
設
立

・
ス
ー
チ
ー
に

政
治
活
動
停

止
を
通
告
、

ス
ー
チ
ー
政

府
側
と
会
談

・
N
L D

、
政

党
と
し
て
再

登
録

・
連

議
会
補

選
に
立
候
補

表
明

・
N
L
D
中
央
執

行
委
員
会
議
長

に

・
ビ
ル
マ
連

議

会
補
欠
選
挙
に

N
L
D
よ
り
立

候
補
し
、
当
選

女
史

書
記
長

朝日

呼び方

氏
7

3
3

7
9

3
14

33

さ
ん

2
33

47
10

21
4

10
2

そ
の
他

3

合
計

9
36

50
17

30
7

24
38

女
史

書
記
長

毎日

呼び方

氏
2

3
46

さ
ん

7
27

39
13

35
11

46
20

そ
の
他

合
計

7
29

42
13

35
11

46
66

女
史

書
記
長

読売

呼び方

氏
27

さ
ん

9
19

44
15

31
9

30
14

そ
の
他

1
2

合
計

9
20

44
17

31
9

30
41

女
史

0
0

0
0

0
0

0
0

書
記
長

0
0

0
0

0
0

0
0

３紙合計

呼び方

氏
7

5
6

7
9

3
14

106

さ
ん

18
79

130
38

87
24

86
36

そ
の
他

0
1

0
2

0
0

0
3

合
計

25
85

136
47

96
27

100
145



軟
禁
（
〇
三
年
下
期
、
一
〇
八
件
）、
国
家
転
覆
防
御
法
違
反
に
よ
る
起
訴
（
〇
九
年
上
期
、
八
五
件
）、
同
法
違
反
に
よ
る
実
刑
判

決
・
執
行
猶
予
と
軟
禁
（
〇
九
年
下
期
、
一
三
六
件
）、
七
年
半
ぶ
り
の
解
放
と
Ｎ
Ｌ
Ｄ
本
部
前
で
の
演
説
（
一
〇
年
上
期
、
九
六

件
）、
そ
し
て
民
主
化
と
と
も
に
行
わ
れ
た
国
会
議
員
の
補
欠
選
挙
へ
の
立
候
補
（
一
一
年
下
期
、
一
〇
〇
件
）
と
当
選
（
一
二
年
上

期
一
四
五
件
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
展
開
が
あ
っ
た
際
に
、
三
紙
合
わ
せ
て
八
〇
件
か
ら
一
〇
〇
件
を
超
え
る
ス
ー

チ
ー
名
を
見
出
し
に
掲
げ
て
い
る
。

⑸

ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
に
付
さ
れ
た
敬
称
に
関
す
る
三
紙
合
計
の
動
き
と
特
徴

グ
ラ
フ
３
は
、
三
紙
を
合
計
し
た
ス
ー
チ
ー
に
対
す
る
敬
称
別
積
み
上
げ
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
ま
た
、
同
一
の
デ
ー
タ
を
、
各
時
期
を

一
〇
〇
％
と
し
て
、
比
較
帯
グ
ラ
フ
で
あ
ら
わ
し
た
も
の
が
グ
ラ
フ
４
で
あ
る
。
三
紙
全
体
の
見
出
し
に
あ
ら
わ
れ
た
ス
ー
チ
ー
に
対

す
る
敬
称
が
ど
の
よ
う
な
ト
レ
ン
ド
と
な
っ
て
い
る
の
か
を
グ
ラ
フ
３
に
よ
っ
て
、
ま
た
各
時
期
に
、
各
敬
称
が
ど
れ
く
ら
い
の
比
率

を
占
め
て
い
た
の
か
を
グ
ラ
フ
４
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

グ
ラ
フ
３
と
表
３
に
よ
る
と
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
が
報
じ
ら
れ
た
一
九
九
一
年
下
期
が
ス
ー
チ
ー
に
対
す
る
「
女
史
」
と
い
う

敬
称
使
用
の
第
一
回
目
の
ピ
ー
ク
と
な
っ
て
お
り
、
三
紙
合
計
で
全
一
二
一
件
の
見
出
し
中
八
八
件
、
比
率
に
し
て
全
体
の
七
二
・
七

％
を
「
女
史
」
の
つ
い
た
見
出
し
が
占
め
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
、「
さ
ん
」
は
二
八
件
（
二
三
・
一
％
）、
ま
た
「
氏
」
は
二
件

（
一
・
七
％
）
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
グ
ラ
フ
４
の
比
較
帯
グ
ラ
フ
で
み
る
と
、
調
査
開
始
時
の
八
八
年
下
期
か
ら
九
一
年
下
期
ま
で
、

「
女
史
」
の
占
め
る
割
合
が
毎
回
六
割
以
上
に
達
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
後
、
九
五
年
七
月
に
自
宅
軟
禁
か
ら
解
放
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
ス
ー
チ
ー
に
関
す
る
報
道
が
一
気
に
増
え
た
が
、
九
五
年
下

期
に
、
調
査
期
間
中
最
も
多
い
二
七
〇
件
も
の
見
出
し
が
紙
面
に
踊
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
二
三
七
件
（
八
七
・
八
％
）
と
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グ
ラ
フ
3

見
出
し
中
の
ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
に
対
す
る
敬
称
の
推
移
(３

紙
合
計
)

(単
位
：
件
)



大
多
数
が
「
さ
ん
」
と
い
う
呼
称
を

用
い
て
お
り
、「
女
史
」
が
つ
け
ら

れ
た
見
出
し
は
二
一
件
（
七
・
八

％
）
と
激
減
し
て
い
る
。
そ
し
て
次

の
九
六
年
下
期
の
第
二
の
ピ
ー
ク
時

に
は
、
二
〇
〇
件
中
「
さ
ん
」
が
一

四
七
件
（
七
三
・
五
％
）
に
対
し
て

「
女
史
」
の
見
出
し
は
ゼ
ロ
と
な
っ

て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
書
記
長
」
が

二
三
件
（
一
一
・
五
％
）、「
そ
の

他
」
が
二
九
件
（
一
四
・
五
％
）
み

ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
後
述
す
る
よ

う
に
、
毎
日
が
「
書
記
長
」
と
い
う

「
肩
書
き
」
つ
き
の
見
出
し
を
多
用

し
た
と
い
う
理
由
と
、
同
紙
で
、
タ

イ
ト
ル
に
ス
ー
チ
ー
の
名
を
敬
称
な

し
で
配
し
た
連
載
記
事
が
続
い
て
い

た
の
が
「
そ
の
他
」
に
分
類
さ
れ
た
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グラフ4 見出し中のアウンサン・スーチーに対する敬称の推移(３紙合計)(単位：％)



と
い
う
事
情
に
よ
る
。
グ
ラ
フ
４
か
ら
は
、「
女
史
」
が
九
一
年
下
期
以
降
漸
減
し
て
ゆ
き
九
六
年
上
期
に
は
皆
無
と
な
っ
て
、「
さ

ん
」
が
主
流
と
な
り
、
同
時
期
か
ら
九
八
年
上
期
あ
た
り
ま
で
の
し
ば
ら
く
の
間
「
書
記
長
」
と
「
そ
の
他
（
敬
称
な
し
）」
が
お
の

お
の
一
〜
二
割
程
度
を
占
め
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
後
、
グ
ラ
フ
３
に
み
る
よ
う
に
九
八
年
下
期
こ
ろ
か
ら
見
出
し
数
は
増
減
を
繰
り
返
す
傾
向
が
み
ら
れ
る
が
、
グ
ラ
フ
４
か
ら

明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の
敬
称
は
「
さ
ん
」
が
ほ
と
ん
ど
で
、
九
八
年
下
期
あ
た
り
か
ら
二
〇
〇
一
年
下
期
ま
で
の
数
年
間
は
、
ほ
ぼ

一
〇
〇
％
近
く
を
「
さ
ん
」
が
占
め
る
状
態
が
続
い
た
。

ス
ー
チ
ー
が
出
現
す
る
見
出
し
に
、「
氏
」
が
目
に
見
え
て
使
わ
れ
出
す
の
は
、
〇
二
年
上
期
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
年
、
全
九
二
件

中
二
七
件
、
二
九
・
三
％
が
「
氏
」
と
な
っ
た
の
を
皮
切
り
に
、
見
出
し
の
総
件
数
が
経
年
に
よ
り
上
下
す
る
の
と
ほ
ぼ
同
様
の
動
き

を
「
氏
」
の
増
減
が
示
す
期
間
が
、
〇
八
年
下
期
く
ら
い
ま
で
続
く
。
同
時
期
に
三
〜
五
割
近
く
を
「
氏
」
が
占
め
る
に
至
っ
て
い
る

こ
と
が
、
グ
ラ
フ
４
か
ら
も
み
て
取
れ
る
。
こ
の
時
期
「
氏
」
の
シ
ェ
ア
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
あ
と
各
紙
別
に
分
析
す
る

⑹
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
朝
日
が
同
時
期
に
、
ス
ー
チ
ー
に
関
す
る
記
事
の
見
出
し
に
「
ス
ー
チ
ー
氏
」
と
い
う
呼
び
方
を
比
較
的
よ

く
用
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
〇
九
年
上
期
あ
た
り
か
ら
以
後
、
グ
ラ
フ
３
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
氏
」
と
い
う
見
出
し
の
増
減
が
見
出
し
総

件
数
の
動
き
と
比
例
す
る
よ
う
な
動
き
は
な
く
な
り
、「
さ
ん
」
は
増
減
し
て
も
、「
氏
」
は
常
時
ひ
と
ケ
タ
台
で
ほ
と
ん
ど
動
き
が
み

ら
れ
な
く
な
っ
た
。
グ
ラ
フ
４
か
ら
も
、「
氏
」
は
一
時
期
よ
り
そ
の
比
率
を
減
ら
し
て
い
き
、
ふ
た
た
び
「
さ
ん
」
が
敬
称
の
主
流

に
な
っ
て
い
く
さ
ま
が
み
て
取
れ
る
。「
ス
ー
チ
ー
氏
」
が
、
そ
の
ま
ま
増
え
る
か
に
み
え
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
定
着
し
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、【
八
〇
年
代
後
半
〜
九
〇
年
代
前
半＝

女
史
」】
↓
【
九
〇
年
代
後
半＝

さ
ん
」
と
「
書
記
長
」「
そ
の
他
（
敬
称
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な
し
）」】
↓
【
ミ
レ
ニ
ア
ム
前
後＝

さ
ん
」】
↓
【
二
一
世
紀
前
半＝

氏
」
と
「
さ
ん
」】
↓
【
二
〇
一
〇
年
前
後＝

さ
ん
」】
へ
と

敬
称
が
そ
の
都
度
変
化
し
て
き
た
わ
け
だ
が
、
ビ
ル
マ
の
民
主
化
が
進
み
、
ス
ー
チ
ー
が
国
会
議
員
の
補
欠
選
挙
に
立
候
補
す
る
こ
と

が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
二
〇
一
一
年
下
期
に
は
、
表
３
に
示
し
た
よ
う
に
「
氏
」
が
二
桁
台
の
一
四
件
へ
と
増
加
し
、
一

二
年
四
月
に
国
政
選
挙
の
補
選
が
行
わ
れ
、
拘
束
を
解
か
れ
て
政
治
活
動
を
再
開
し
た
ス
ー
チ
ー
が
当
選
し
た
一
二
年
上
期
に
は
、
グ

ラ
フ
３
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
氏
」
の
件
数
と
比
率
が
急
激
に
は
ね
あ
が
っ
て
、
表
３
と
グ
ラ
フ
４
に
み
る
よ
う
に
、
全
一
四
五

件
中
一
〇
六
件
（
七
三
・
一
％
）
と
、
四
分
の
三
を
占
め
る
に
至
っ
た
。

⑹

ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
に
付
さ
れ
た
敬
称
に
関
す
る
各
紙
ご
と
の
動
き
と
特
徴

こ
こ
で
、
ス
ー
チ
ー
に
対
す
る
呼
称
の
使
わ
れ
方
と
そ
の
推
移
の
各
紙
ご
と
の
特
徴
を
み
て
お
こ
う
。
表
３
お
よ
び
グ
ラ
フ
５
〜
７

か
ら
は
、「
女
史
」
と
い
う
語
が
い
つ
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
か
、「
さ
ん
」
が
い
つ
ま
で
使
用
さ
れ
、「
氏
」
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
ど
れ

く
ら
い
使
わ
れ
出
し
た
か
、
各
紙
の
特
徴
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

ま
ず
朝
日
は
、
グ
ラ
フ
５
に
み
る
よ
う
に
、
当
初
「
女
史
」
の
見
出
し
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
が
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
取
っ
た
一
九
九

一
年
下
期
に
は
「
さ
ん
」
が
初
め
て
登
場
し
、「
女
史
」
と
同
数
の
一
九
件
（
九
一
年
下
期
の
朝
日
全
体
の
四
五
・
二
％
）
を
数
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
「
女
史
」
は
数
を
減
ら
し
、
九
三
年
上
期
に
は
皆
無
と
な
り
、
九
五
年
下
期
に
一
回
再
登
場
し
た
も
の
の
、

以
後
見
出
し
に
は
全
く
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、「
さ
ん
」
は
、
九
五
年
下
期
に
八
三
件
と
、
使
用
件
数
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
つ
つ
、
増
減
し
な
が
ら
も
、
二
〇
〇
一
年
下
期
ま
で
は
、
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
近
く
の
独
占
的
な
敬
称
と
な
っ
て
い
た
。
こ

れ
に
対
し
て
、「
氏
」
と
い
う
敬
称
が
ス
ー
チ
ー
の
見
出
し
に
つ
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
表
３
の
数
値
の
推
移
を
み
て
も
明
ら
か
な
と
お

り
、
八
〇
年
代
九
〇
年
代
を
通
じ
て
ゼ
ロ
件
か
ら
三
件
で
、
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
女
性
に
の
み
付
さ
れ
る
敬
称
と
し
て
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フ
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出
し
中
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ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
に
対
す
る
敬
称
の
推
移
(朝

日
)

(単
位
：
件
)



の
「
女
史
」
が
、
男
性
の
著
名
人
に
付
さ
れ
る
こ
と
の
圧
倒
的
に
多
い
「
氏
」
で
は
な
く
、
そ
れ
と
は
異
な
っ
た
、
よ
り
〞
く
だ
け

た
〝
敬
称
で
あ
る
「
さ
ん
」
に
置
き
換
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

氏
」
が
ス
ー
チ
ー
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
敬
称
の
主
流
と
な
る
の
は
、
〇
二
年
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
同
年
上
期
に
突

然
二
五
件
出
現
す
る
の
を
皮
切
り
に
し
て
、
〇
三
年
上
期
は
五
二
件
の
見
出
し
中
五
二
件
、
同
下
期
は
四
二
件
中
四
二
件
と
、
全
て
の

見
出
し
の
敬
称
は
「
氏
」
と
な
っ
た
。
以
後
も
、
記
事
数
は
少
な
い
な
が
ら
、
〇
八
年
下
期
の
あ
た
り
ま
で
、「
氏
」
が
コ
ン
ス
タ
ン

ト
に
使
わ
れ
る
時
期
が
続
く
。
こ
れ
は
、
朝
日
新
聞
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を
持
っ
て
記
事
表
現
を
行
う
こ
と
を
、
紙
面
上
で
〞
宣

言
〝
し
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

二
〇
〇
二
年
二
月
一
〇
日
づ
け
の
朝
日
は
、「『
性
差
』
敏
感
な
議
論
を
」
と
題
し
て
、
委
嘱
し
た
社
外
委
員
に
よ
る
「
報
道
と
人
権

委
員
会
」
の
定
例
会
に
つ
い
て
詳
細
に
報
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
も
と
づ
い
た
イ
ラ
ス
ト
や
記

事
表
現
、
死
亡
記
事
に
お
け
る
男
性
は
「
氏
」
女
性
は
「
さ
ん
」
の
敬
称
の
使
い
分
け
、
統
計
表
記
な
ど
で
女
性
を
「（
う
ち
女
性
＊

人
）」
と
、
内
数
扱
い
す
る
書
き
方
、
女
性
の
姓
で
は
な
く
名
を
出
す
見
出
し
表
現
、「
家
内
」
な
ど
対
称
語
の
な
い
語
な
ど
に
つ
い

て
、
委
員
が
批
判
的
な
議
論
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
新
聞
週
間
期
間
中
の
一
〇
月
一
三
日
の
紙
面
で
は
、「
紙
面
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
視
点
で
」
と
の
見
出
し
を
掲
げ
、
死
亡
記
事
の
敬
称
を
女
男
と
も
「
さ
ん
」
に
統
一
す
る
な
ど
、
社
内
「
取
り
決
め
集
」
を
改
訂
し

た
こ
と
を
大
き
く
記
事
化
し
て
い
る
。
朝
日
の
こ
う
し
た
内
外
へ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
へ
の
取
り
組
み
の
姿
勢
の
表
明
が
、
紙
面
に
も

反
映
し
た
の
が
、
ス
ー
チ
ー
に
お
け
る
「
氏
」
使
用
へ
の
シ
フ
ト
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
、「
氏
」
の
敬
称
が
見
出
し
に
使
わ
れ
る
期
間
は
二
〇
〇
八
年
ま
で
続
い
た
が
、
グ
ラ
フ
５
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
〇
九
年

上
期
か
ら
は
再
び
「
さ
ん
」
が
〞
復
活
〝
し
、
一
一
年
上
期
ま
で
「
さ
ん
」
が
「
氏
」
を
上
回
る
〞
逆
転
現
象
〝
の
時
期
に
戻
っ
て
し

ま
っ
た
。
表
３
の
デ
ー
タ
を
み
る
と
、
〇
九
年
上
期
は
全
三
六
件
中
三
件
、
同
下
期
は
全
五
〇
件
中
三
件
と
、「
氏
」
の
割
合
が
極
端
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に
減
っ
て
い
る
。
ど
う
や
ら
月
日
が
経
つ
に
つ
れ
、
内
外
に
〞
宣
言
〝
し
た
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
」
に
つ
い
て
の
社
内
的
雰
囲
気
が

稀
薄
化
し
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を
も
っ
た
取
材
や
表
現
に
つ
い
て
は
、
後
退
し
な
い
よ
う
常
に
点
検
し
、
注
意

を
喚
起
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
〞
教
訓
〝
を
、
こ
の
事
態
は
示
し
て
い
る
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
な
が
ら
、
二
〇
一
一
年
下
期
、
前
の
⑸
節
に
お
け
る
三
紙
合
計
の
分
析
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
ス
ー
チ
ー
が
国
会
議
員
選
挙
の

補
選
に
立
候
補
を
表
明
す
る
頃
か
ら
「
氏
」
の
使
用
が
再
び
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
実
際
に
立
候
補
し
て
当
選
し
た
一
二
年

上
期
に
は
、
三
八
件
中
三
三
件
と
、
九
割
近
く
が
「
氏
」
と
い
う
敬
称
の
付
さ
れ
た
見
出
し
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
毎
日
は
、
グ
ラ
フ
６
に
示
し
た
よ
う
に
、
当
初
「
女
史
」
だ
け
が
使
用
さ
れ
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
時
の
一
九
九
一
年
下
期
の
三

〇
件
を
最
多
に
、
九
二
年
上
期
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
九
三
年
上
期
に
二
件
登
場
し
て
以
降
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
一
度
も

使
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
朝
日
と
同
じ
九
一
年
に
、「
女
史
」
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
「
さ
ん
」
が
初
め
て
登
場
し
、
そ
れ
以
来
「
さ

ん
」
は
漸
次
増
え
て
ゆ
き
、
九
五
年
下
期
に
九
二
件
と
最
多
を
数
え
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
以
後
、「
さ
ん
」
は
増
減
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、
一
九
九
〇
年
代
、
二
〇
〇
〇
年
代
を
通
じ
て
、
見
出
し
に
お
け
る
敬
称
の
主
流
と
し
て
長
ら
く
使
わ
れ
続
け
て
き
た
。

毎
日
の
場
合
、
女
性
に
対
し
て
「
氏
」
と
い
う
敬
称
が
見
出
し
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
九
三
年
の
一
件
が
最
初
の
こ
と

で
あ
る
が
、
以
降
も
「
氏
」
は
、
ほ
ぼ
毎
年
一
件
使
わ
れ
て
い
る
の
み
で
、
量
的
増
加
の
傾
向
は
全
く
示
し
て
い
な
い
。
わ
ず
か
に
〇

三
年
上
期
に
五
件
、
同
年
下
期
に
一
二
件
み
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
は
二
件
程
度
で
推
移
し
た
の
ち
、
〇
六
年
上
期
に
六
件
登
場
し
た
だ

け
で
あ
る
。

毎
日
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
九
五
年
下
期
か
ら
九
八
年
下
期
に
至
る
ま
で
の
期
間
、
ス
ー
チ
ー
が
国
民
民
主
連
盟
（
Ｎ
Ｌ
Ｄ
）
で

務
め
る
「
書
記
長
」
と
い
う
役
職
名
が
、
ス
ー
チ
ー
へ
の
敬
称
と
し
て
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ほ
ぼ
同
期
間
に

「
そ
の
他
」
の
呼
称
が
使
わ
れ
て
い
る
の
が
目
立
つ
が
、
こ
れ
は
、
同
紙
に
「
ビ
ル
マ
か
ら
の
手
紙
」
お
よ
び
「
新
ビ
ル
マ
か
ら
の
手
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紙
」
と
い
う
長
期
連
載
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
に
毎
回
「
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
」
と
い
う
「
敬
称
な
し
」
の
名
が
記

載
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
表
３
の
デ
ー
タ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、「
さ
ん
」
の
つ
く
見
出
し
が
全
体
の
四
〜
九
割
を
占
め
つ
つ
、

次
に
多
い
の
が
、「
氏
」
で
は
な
く
、「
敬
称
な
し
」
か
「
書
記
長
」
と
書
か
れ
た
見
出
し
で
あ
る
と
い
う
期
間
が
数
年
続
い
た
。
し
か

し
、
肩
書
き
に
よ
る
見
出
し
づ
け
も
、
そ
の
後
定
着
は
し
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
毎
日
の
場
合
、「
氏
」
と
い
う
敬
称
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
わ
け
だ
が
、
一
二
年
上
期
、
ス
ー
チ
ー
が

補
選
に
立
候
補
し
、
当
選
し
た
時
期
に
あ
た
る
見
出
し
群
に
、
そ
れ
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
「
氏
」
が
突
如
大
量
に
出
現

し
、
全
六
六
件
の
う
ち
の
四
六
件
、
七
割
を
占
め
る
と
こ
ろ
と
な
り
、「
さ
ん
」
を
上
回
っ
た
。

最
後
に
読
売
は
、
グ
ラ
フ
７
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
一
九
八
八
年
下
期
の
初
出
で
一
四
件
中
一
一
件
が
「
女
史
」
と
い
う
敬
称
を
使
っ

て
お
り
、
八
九
年
上
期
を
除
い
て
八
九
年
下
期
以
降
も
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
「
女
史
」
の
見
出
し
が
み
ら
れ
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
あ

る
。
他
紙
と
同
様
、
九
一
年
下
期
に
最
多
と
な
っ
た
が
、
こ
の
と
き
は
「
女
史
」
の
使
用
が
、
朝
日
で
は
全
体
の
半
分
弱
、
毎
日
で
は

全
体
の
八
割
弱
だ
っ
た
の
に
対
し
、
読
売
は
、
四
〇
件
の
う
ち
三
九
件
と
、
ほ
ぼ
一
〇
割
近
く
を
占
め
て
い
た
。

さ
ら
に
、
読
売
の
場
合
、
九
三
年
下
期
か
ら
「
女
史
」
が
皆
無
と
な
っ
た
毎
日
や
、
同
じ
く
九
三
年
下
期
か
ら
「
女
史
」
が
ほ
と
ん

ど
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
朝
日
（
九
五
年
下
期
に
一
件
の
み
）
の
両
紙
と
は
異
な
り
、
表
３
か
ら
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
九
五
年
下
期
ま

で
の
比
較
的
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
、
し
ば
し
ば
二
桁
台
に
わ
た
る
「
女
史
」
の
見
出
し
が
使
わ
れ
て
い
た
。

そ
の
後
「
女
史
」
は
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
が
、
表
３
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
二
〇
〇
三
年
上
期
に
一
件
再
登
場
す
る
。
こ
れ
は
、
六

月
一
六
日
に
、「
ミ
ャ
ン
マ
ー

ス
ー
・
チ
ー
女
史
の
解
放
が
先
決
だ
」
と
い
う
見
出
し
の
社
説
が
掲
載
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
他
紙

に
遅
れ
は
し
た
が
自
紙
も
七
年
前
に
使
う
の
を
や
め
た
「
女
史
」
と
い
う
敬
称
を
、
新
聞
の
公
的
な
〞
顔
〝
で
あ
る
と
さ
れ
る
社
説
の

見
出
し
に
〞
復
活
〝
さ
せ
る
こ
と
自
体
、
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
社
説
本
文
を
み
て
も
、「
ス
ー
・
チ
ー
女
史
」
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し
中
の
ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
に
対
す
る
敬
称
の
推
移
(読

売
)

(単
位
：
件
)



が
七
カ
所
、
ま
た
、
単
独
の
「
女
史
」
が
七
カ
所
で
使
わ
れ
て
い
た
。
読
売
も
こ
の
時
期
に
は
「
さ
ん
」
と
い
う
敬
称
使
用
が
常
態
化

し
て
い
る
中
、
内
部
的
チ
ェ
ッ
ク
は
働
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

読
売
で
「
さ
ん
」
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
の
は
九
四
年
下
期
か
ら
で
、
こ
の
時
期
は
ま
だ
「
女
史
」
の
数
が
上
回
っ
た
も
の
の
、
九

五
年
下
期
か
ら
は
二
〇
件
の
「
女
史
」
に
対
し
て
六
二
件
の
「
さ
ん
」
と
逆
転
し
、
九
六
年
上
期
に
「
女
史
」
が
皆
無
に
な
っ
て
以

降
、
グ
ラ
フ
７
と
表
３
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、「
さ
ん
」
づ
け
の
見
出
し
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
。

一
方
、
ス
ー
チ
ー
「
氏
」
に
つ
い
て
は
、
読
売
で
は
、
当
初
か
ら
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
数
年
に
一
件
み
ら
れ
る
程
度
で

あ
っ
た
が
、
〇
六
年
上
期
か
ら
一
一
年
下
期
ま
で
の
長
き
に
わ
た
り
、「
氏
」
の
つ
く
見
出
し
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
そ
の
傾
向
に
く
さ

び
を
打
っ
た
の
は
、
や
は
り
一
二
年
の
国
政
の
補
選
で
、
そ
れ
ま
で
み
ら
れ
な
か
っ
た
ス
ー
チ
ー
に
対
す
る
「
氏
」
の
敬
称
が
、
一
二

年
上
期
に
は
二
七
件
へ
と
は
ね
上
が
っ
た
。
こ
れ
は
、
全
四
一
件
の
う
ち
、
七
割
弱
に
相
当
す
る
。

た
だ
し
、
こ
の
当
選
報
道
に
あ
た
っ
て
、「
氏
」
を
見
出
し
に
使
い
出
し
た
時
期
を
各
紙
で
細
か
く
み
て
み
る
と
、
朝
日
・
毎
日
が
、

一
二
年
四
月
一
日
に
行
わ
れ
た
ビ
ル
マ
国
政
補
選
の
結
果
が
報
じ
ら
れ
た
二
日
付
朝
刊
一
面
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、「
ス
ー
チ
ー
氏
当
選
へ

ミ
ャ
ン
マ
ー
補
選

野
党
圧
勝
の
勢
い
」「
ミ
ャ
ン
マ
ー：

補
選
、
Ｎ
Ｌ
Ｄ
『
40
人
当
選
』
ス
ー
チ
ー
氏
、
勝
利
宣
言
」
と
見
出
し
を

掲
げ
て
い
た
の
に
対
し
、
読
売
だ
け
は
一
面
見
出
し
が
「
ス
ー
・
チ
ー
さ
ん
圧
勝

Ｎ
Ｌ
Ｄ
集
計

ミ
ャ
ン
マ
ー
補
選

民
主
化
へ
の
節

目
」
と
、「
さ
ん
」
づ
け
で
あ
っ
た
。
読
売
の
見
出
し
で
初
め
て
「
氏
」
が
ス
ー
チ
ー
に
つ
け
ら
れ
て
登
場
す
る
の
は
、
そ
の
後
、
四

月
一
一
日
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
各
紙
で
「
女
史
」
と
い
う
敬
称
が
〞
化
石
化
〝
し
て
行
っ
た
の
と
ほ
ぼ
比
例
す
る
形
で
、
ス
ー
チ
ー
「
さ

ん
」
へ
と
変
化
し
、
全
体
的
に
は
「
さ
ん
」
づ
け
が
定
着
し
て
い
っ
た
。
読
売
は
比
較
的
後
年
ま
で
「
女
史
」
の
見
出
し
を
使
用
し
て

お
り
、
ま
た
朝
日
で
は
一
時
期
「
氏
」
が
使
わ
れ
た
も
の
の
、
完
全
に
は
定
着
し
な
か
っ
た
。
三
紙
に
お
け
る
「
女
史
」
か
ら
の
、
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「
氏
」
で
は
な
い
「
さ
ん
」
へ
の
移
行
は
、「
女
と
男
は
分
け
て
呼
ぶ
の
が
当
然
」
と
い
う
自
明
性
へ
の
気
づ
き
が
な
か
っ
た
こ
と
を
物

語
っ
て
い
よ
う
。

と
こ
ろ
が
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
二
〇
一
二
年
に
ス
ー
チ
ー
が
連
邦
議
員
の
補
欠
選
挙
に
立
候
補
し
て
当
選
す
る
と
、
急
に
ど
の

新
聞
も
「
さ
ん
」
に
替
え
て
「
氏
」
を
使
い
出
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ス
ー
チ
ー
が
在
野
の
民
権
活
動
家
か
ら
国
会
議
員
に
な
り
、
政

治
家
と
し
て
の
「
格
」
が
上
が
っ
た
と
い
っ
た
理
由
に
よ
る
の
だ
ろ
う
か
。

な
お
、
最
後
に
付
言
し
て
お
く
と
、
ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
関
連
の
記
事
に
お
い
て
は
、
見
出
し
と
本
文
と
で
異
な
る
敬
称
が
使

用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
一
九
日
の
朝
日
朝
刊
に
お
け
る
、
翌
年
の
国
政
補
欠
選
挙
に
ス
ー
チ
ー
が

出
馬
す
る
こ
と
を
報
じ
る
記
事
で
は
見
出
し
に
「
氏
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
、
本
文
で
は
一
貫
し
て
「
さ
ん
」
が
つ
け
ら
れ
て

い
た
。
同
じ
記
事
で
あ
っ
て
も
、
記
事
の
「
顔
」
で
あ
る
見
出
し
に
は
公
的
な
印
象
の
「
氏
」
の
敬
称
を
つ
け
、
記
事
本
文
に
は
く
だ

け
た
印
象
の
「
さ
ん
」
を
つ
け
る
揺
れ
が
あ
る
こ
と
自
体
、
興
味
深
い
現
象
で
あ
る
が
、
今
回
は
見
出
し
に
お
け
る
敬
称
使
用
に
限
っ

て
論
を
進
め
た
。

４

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
へ
の
敬
称
使
用
に
あ
ら
わ
れ
た
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

⑴

一
九
九
一
年
以
降
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
女
性
と
男
性

こ
れ
ま
で
は
、
新
聞
に
お
け
る
女
性
へ
の
扱
い
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
を
、
日
本
で
も
知
名
度
の
高
い
ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス

ー
チ
ー
に
対
す
る
敬
称
の
用
い
ら
れ
方
と
そ
の
変
遷
か
ら
み
て
き
た
。

本
章
で
は
、
ス
ー
チ
ー
だ
け
で
な
く
、
政
治
の
分
野
で
活
躍
す
る
女
性
、
民
主
化
や
環
境
問
題
な
ど
社
会
運
動
の
現
場
で
活
躍
す
る
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女
性
、
学
問
や
科
学
技
術
の
分
野
で
功
績
を
挙
げ
た
女
性
、
芸
術
や
文
芸
の
分
野
で
優
れ
た
作
品
を
創
造
し
た
女
性
な
ど
、
メ
デ
ィ
ア

に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
著
名
な
女
性
に
対
す
る
新
聞
の
扱
い
が
、
男
性
へ
の
そ
れ
と
同
等
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
、
ノ

ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
と
い
う
同
じ
栄
誉
に
浴
し
た
女
性
と
男
性
に
付
さ
れ
た
敬
称
の
異
同
か
ら
比
較
し
て
み
た
い
。

こ
こ
で
も
、
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
て
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
朝
日
・
毎
日
・
読
売
三
紙
の
記

事
を
系
統
的
に
集
め
、
敬
称
の
つ
け
ら
れ
方
に
つ
い
て
集
計
を
行
う
。
物
理
学
賞
、
医
学
・
生
理
学
賞
、
化
学
賞
、
文
学
賞
、
経
済
学

賞
、
平
和
賞
と
六
部
門
あ
る
ノ
ー
ベ
ル
賞
全
体
で
は
記
事
の
数
が
膨
大
と
な
る
た
め
、
受
賞
者
の
中
の
女
性
の
比
率
が
最
も
高
く
、
し

た
が
っ
て
経
年
的
な
変
化
も
観
察
し
や
す
い
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

調
査
期
間
は
、
当
初
、
本
研
究
会
が
調
査
を
開
始
し
た
一
九
八
五
年
か
ら
現
在
ま
で
を
目
途
と
し
た
が
、
女
性
の
受
賞
者
に
比
し
て

男
性
の
受
賞
者
が
多
く
バ
ラ
ン
ス
に
欠
け
、
ま
た
、
検
索
件
数
が
膨
大
な
数
に
の
ぼ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
た
め
、
調
査
年
を
ア

ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
が
受
賞
し
た
一
九
九
一
年
以
降
か
ら
二
〇
一
一
年
ま
で
の
二
一
年
間
に
し
ぼ
り
、
か
つ
毎
年
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

が
発
表
さ
れ
る
一
〇
月
の
発
表
時
よ
り
そ
の
年
の
一
二
月
三
一
日
ま
で
を
調
査
の
期
間
と
し
た
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
を
、
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
発
表
時
か
ら
そ
の
年
の
年
末
ま
で
に
限
っ
た
の
は
、
そ
う
し
な
い
と
受
賞
年
が
早
い
人
ほ
ど
、
一
一
年
ま
で
の
報
道
デ
ー
タ
が

よ
り
長
期
間
累
積
さ
れ
て
し
ま
い
、
各
人
を
同
等
に
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
表
４
と
表
５
に
示
し
た
よ
う
に
、
対
象
と
な
る
女
性
は
八
名
、
男
性
は
一
九
名
と
な
っ
た
。
人
権
活
動
や
民
主
化
運
動

を
担
う
社
会
運
動
家
、
平
和
に
貢
献
し
た
大
統
領
、
首
相
、
大
臣
、
議
長
な
ど
が
目
立
つ
。
こ
の
間
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
に

は
、
表
４
・
表
５
の
下
に
注
と
し
て
記
し
た
よ
う
に
、「
国
境
な
き
医
師
団
」
の
よ
う
な
組
織
、
ま
た
「
地
雷
禁
止
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
（
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｌ
）」
の
よ
う
な
個
人
と
一
緒
に
受
賞
し
た
団
体
が
、
合
計
七
件
含
ま
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
個
人
の
受
賞
者
に
付
さ

れ
た
敬
称
を
み
る
の
が
目
的
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
団
体
は
分
析
対
象
か
ら
除
い
た
。
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表
4

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
(女

性
)

受
賞
年

名
前

国
職

業
（
受
賞
時
)

受
賞

理
由

1991
ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー
チ
ー

ビ
ル
マ

社
会
運
動
家
・
前
全
国
民
主

連
盟
(N
L
D
)書

記
長

民
主
化
の
た
め
の
非
暴
力
の
闘
い

1992
リ
ゴ
ベ
ル
タ
・
メ
ン
チ
ュ

グ
ア
テ
マ
ラ

農
民
統
一
委
員
会
(C
U
C
)

活
動
家

先
住
民
族
の
文
化
の
擁
護
と
地
位
向
上
に
貢
献

1997
ジ
ョ
デ
ィ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

米
国

N
G
O
「
地
雷
防
止
国
際
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
(IC

B
L
)」

代

表

地
雷
防
止
条
約
の
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
(IC

B
L
)の

功
績

2003
シ
リ
ン
・
エ
バ
デ
ィ

イ
ラ
ン

弁
護
士
・
人
権
活
動
家

民
主
主
義
お
よ
び
女
性
と
子
ど
も
の
人
権
擁
護
に
貢
献

2004
ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ
イ

ケ
ニ
ア

ケ
ニ
ア
環
境
副
大
臣

人
権
や
女
性
の
権
利
を
尊
重
し
た
環
境
保
護
の
活
動

2011
エ
レ
ン
・
サ
ー
リ
ー
フ

リ
ベ
リ
ア

リ
ベ
リ
ア
大
統
領

女
性
が
平
和
や
民
主
化
に
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
貢
献

リ
ー
マ
・
ボ
ウ
イ
ー

リ
ベ
リ
ア

平
和
活
動
家
・
W
IP
S
E
N
-

A
frica

事
務
局
長

女
性
が
平
和
や
民
主
化
に
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
貢
献

タ
ワ
ッ
ク
ル
・
カ
ル
マ
ン

イ
エ
メ
ン

人
権
活
動
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト

女
性
が
平
和
や
民
主
化
に
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
貢
献

表
5

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
(男

性
)

受
賞
年

名
前

国
職

業
（
受
賞
時
)

受
賞

理
由

1993
ウ
ィ
レ
ム
・
デ
ク
ラ
ー
ク

南
ア
フ
リ
カ

南
ア
フ
リ
カ
大
統
領

ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
政
策
を
廃
止

ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ

南
ア
フ
リ
カ

ア
フ
リ
カ
民
族
会
議

(A
N
C
)議

長

ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
を
終
結
さ
せ
民
主
的
南
ア
の
基
礎
を
築
い
た

1994
ヤ
セ
ル
・
ア
ラ
フ
ァ
ト

パ
レ
ス
チ
ナ

パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
機
構

(P
L
O
)議

長

イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
対
話
に
よ
り
中
東
の
和
平
を
進
め
た

シ
モ
ン
・
ペ
レ
ス

イ
ス
ラ
エ
ル

イ
ス
ラ
エ
ル
外
相

オ
ス
ロ
合
意
な
ど
中
東
と
の
和
平
を
進
め
た
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イ
ツ
ハ
ク
・
ラ
ビ
ン

イ
ス
ラ
エ
ル

イ
ス
ラ
エ
ル
首
相

オ
ス
ロ
合
意
な
ど
中
東
と
の
和
平
を
進
め
た

1995
ジ
ョ
セ
フ
・
ロ
ー
ト
ブ
ラ
ッ
ト

ポ
ー
ラ
ン
ド

（
英
国
）

パ
グ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
会
議
会
長

核
兵
器
削
減
に
貢
献

1996
カ
ル
ロ
ス
・（

フ
ィ
リ
ペ
・

シ
メ
ネ
ス
）
ベ
ロ

東
テ
ィ
モ
ー
ル

司
教

東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
紛
争
の
平
和
的
解
決
に
尽
力

ラ
モ
ス
・
ホ
ル
タ

東
テ
ィ
モ
ー
ル

東
テ
ィ
モ
ー
ル
民
族
抵
抗
評

議
会
代
表

東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
紛
争
の
平
和
的
解
決
に
尽
力

1998
ジ
ョ
ン
・
ヒ
ュ
ー
ム

北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

社
会
民
主
労
働
党
(S
D
L
P
)

党
首

北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
和
平
に
貢
献

デ
ビ
ッ
ド
・
ト
リ
ン
ブ
ル

北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
治
政
府

首
相

北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
和
平
に
貢
献

2000
金
大
中

韓
国

韓
国
大
統
領

太
陽
政
策
と
南
北
首
脳
会
談
な
ど
朝
鮮
半
島
の
和
平
に
尽
力

2001
コ
フ
ィ
ー
・
ア
ナ
ン

ガ
ー
ナ

国
連
事
務
総
長

国
連
事
務
総
長
と
し
て
卓
越
し
た
功
績
を
残
し
た

2002
ジ
ミ
ー
・
カ
ー
タ
ー

米
国

元
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領

退
任
後
に
国
際
紛
争
解
決
へ
の
努
力
と
民
主
主
義
と
人
権
を
拡

大

2005
モ
ハ
メ
ド
・
エ
ル
バ
ラ
ダ
イ

エ
ジ
プ
ト

国
際
原
子
力
機
関
(IA

E
A
)

事
務
局
長

原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
平
和
利
用
に
貢
献

2006
ム
ハ
マ
ド
・
ユ
ヌ
ス

バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ

グ
ラ
ミ
ン
銀
行
総
裁

貧
困
層
の
経
済
的
・
社
会
的
基
盤
を
築
い
た

2007
ア
ル
・
ゴ
ア

米
国

前
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
副
大
統
領

地
球
温
暖
化
問
題
を
知
ら
し
め
処
置
の
基
盤
を
築
く
努
力

2008
マ
ル
テ
ィ
・
ア
ハ
テ
ィ
サ
ー
リ

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

元
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
統
領

ア
チ
ェ
合
意
な
ど
世
界
各
地
の
紛
争
解
決
に
尽
力

2009
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ

米
国

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領

国
際
的
外
交
と
民
族
間
強
力
の
た
め
の
努
力

2010
劉
暁
波

中
国

著
作
家
・
社
会
運
動
家

中
国
の
人
権
確
立
の
た
め
の
非
暴
力
の
闘
い

注
：
1995年

に
は
ロ
ー
ト
ブ
ラ
ッ
ト
と
と
も
に
パ
グ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
会
議
が
、
1997年

に
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
と
と
も
に
地
雷
禁
止
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
(IC

B
L
)が

、
1999年

に

は
国
境
な
き
医
師
団
(M

S
F
)が

、
2001年

に
は
ア
ナ
ン
と
と
も
に
国
際
連
合
が
、
2005年

に
は
エ
ル
バ
ラ
ダ
イ
と
と
も
に
国
際
原
子
力
機
関
(IA

E
A
)が

、
2006年

に
は
ユ

ヌ
ス
と
と
も
に
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
が
、
2007年

に
は
ゴ
ア
と
と
も
に
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
(IP

C
C
)が

、
そ
れ
ぞ
れ
組
織
と
し
て
受
賞
し
て
い
る
。



調
査
対
象
と
す
る
女
性
と
男
性
の
受
賞
者
を
決
定
し
た
上
で
、
朝
日
・
毎
日
・
読
売
の
各
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
、
受
賞
者
の
「
名

前
」
と
「
ノ
ー
ベ
ル
」
と
い
う
語
の
両
方
が
記
事
中
に
含
ま
れ
る
と
い
う
検
索
条
件
で
、
記
事
中
（
見
出
し
を
含
む
）
の
名
前
と
そ
れ

に
付
さ
れ
た
敬
称
を
出
力
し
、
カ
ウ
ン
ト
し
た
。
こ
こ
で
の
単
位
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
見
出
し
件
数
で
も
、
ま
た
記
事
件
数
で

も
な
く
、「
登
場
し
た
名
前
＋
敬
称
」
の
数
、
つ
ま
り
「
延
べ
語
数
」
で
あ
る
。

ノ
ー
ベ
ル
」
を
検
索
条
件
に
加
え
た
の
は
、
受
賞
者
の
名
前
だ
け
で
検
索
す
る
と
件
数
が
非
常
に
多
く
な
り
、
ま
た
、
ノ
ー
ベ
ル

賞
と
は
無
関
係
の
記
事
が
ノ
イ
ズ
と
し
て
入
っ
て
く
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
受
賞
者
の
名
前
に
は
、
た
と
え
ば
「
エ
バ
ー
デ
ィ
」
と

「
エ
バ
デ
ィ
」
の
よ
う
に
表
記
の
〞
揺
れ
〝
が
あ
る
た
め
、
検
索
条
件
に
は
異
表
記
も
網
羅
し
た
。

検
索
の
結
果
、
敬
称
の
つ
け
方
に
あ
る
種
の
パ
タ
ー
ン
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
ら
を
整
理
し
、
姓
名
と
敬
称
の

組
み
合
わ
せ
と
し
て
、
①
姓
名
＋
氏
、
②
姓
＋
氏
、
③
姓
名
＋
さ
ん
、
④
姓
＋
さ
ん
、
⑤
名
＋
さ
ん
、
⑥
姓
名
の
み
、
⑦
姓
の
み
、

⑧
名
の
み
、
⑨
姓
名
＋
肩
書
き
（
職
業
や
所
属
な
ど
）、
⑩
姓
＋
肩
書
き
、

姓
名
＋
女
史
、

姓
＋
女
史
、
の
一
二
通
り
の
パ
タ
ー

ン
を
用
い
て
分
類
す
る
こ
と
に
し
た
。
男
性
の
受
賞
者
の
場
合
に
は
、
女
性
に
み
ら
れ
た
⑧
「
名
の
み
」
と

「
姓
名
＋
女
史
」

「
姓
＋
女
史
」
に
あ
た
る
呼
び
方
が
一
件
も
み
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
実
際
に
は
、
①
か
ら
⑦
お
よ
び
⑨
⑩
の
九
通
り
の
パ
タ
ー
ン

と
な
っ
た
。

⑵

一
九
九
〇
年
代
に
お
け
る
女
性
の
平
和
賞
受
賞
者

ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
、
メ
ン
チ
ュ
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

ま
ず
、
一
九
九
一
年
に
受
賞
し
た
ア
ン
ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
に
つ
い
て
、
三
紙
ご
と
の
敬
称
の
パ
タ
ー
ン
と
そ
の
登
場
件
数
を
示

し
た
の
が
、
表
６
で
あ
る
。

既
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
ビ
ル
マ
人
の
名
前
は
「
姓
」
が
な
い
た
め
、「
ア
ン
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
」
全
体
が
「
名
」
で
あ
る
が
、
日

82國學院法學第50巻第3号 (2012)



本
の
メ
デ
ィ
ア
で
は
略
称
の
「
ス
ー
チ
ー
」
が
か
な
り
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て

い
る
。
一
九
九
六
年
七
月
一
日
の
毎
日
新
聞
は
、「
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
」

を
正
式
の
表
記
と
す
る
が
、「
ス
ー
チ
ー
」
と
い
う
略
記
も
用
い
る
旨
を
告
知

し
て

９
）

い
る
。
本
稿
で
も
毎
日
の
扱
い
に
ほ
ぼ
準
じ
て
、「
ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー

チ
ー
」
お
よ
び
「
ス
ー
チ
ー
」
を
用
い
る
。
な
お
、
新
聞
に
よ
っ
て
「
ア
ウ
ン

サ
ン
・
ス
ー
・
チ
ー
」
や
「
ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
」、「
ア
ウ
ン
・
サ
ン
・

ス
ー
・
チ
ー
」
な
ど
と
記
載
の
方
法
に
〞
揺
れ
〝
が
生
じ
て
い
た
の
で
、「
ア

ウ
ン
・
サ
ン
」
は
「
ア
ウ
ン
サ
ン
」
と
し
て
、
ま
た
「
ス
ー
・
チ
ー
」
と
い
う

表
記
も
「
ス
ー
チ
ー
」
と
し
て
、
統
一
し
て
扱
っ
た
。

そ
の
結
果
、
三
紙
合
計
で
三
七
〇
件
の
ス
ー
チ
ー
関
連
の
敬
称
が
み
ら
れ
、

そ
の
う
ち
「
ス
ー
チ
ー
女
史
」
が
一
六
六
件
（
四
四
・
九
％
）、「
ア
ウ
ン
サ

ン
・
ス
ー
チ
ー
女
史
」
が
七
七
件
（
二
〇
・
八
％
）
と
、「
女
史
」
の
つ
く
語

が
合
計
二
四
三
件
（
六
五
・
七
％
）
を
占
め
た
。
ス
ー
チ
ー
が
三
回
出
て
く
る

う
ち
の
二
回
に
、「
女
史
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
計
算
で
あ
る
。
次
い
で
多
い

の
が
、「
ス
ー
チ
ー
さ
ん
」
七
七
件
（
二
〇
・
八
％
）
と
「
ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス

ー
チ
ー
さ
ん
」
二
九
件
（
七
・
八
％
）
で
、
合
わ
せ
て
一
〇
六
件
（
二
八
・
六

％
）
が
「
さ
ん
」
の
扱
い
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、「
氏
」
は
合
計
四
件

（
一
・
一
％
）
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
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表6 スーチーの呼び方(延べ語数) (単位：件)

1991年受賞 朝日 毎日 読売 小計 合 計

アウンサン・スーチー氏

スーチー氏

2

2

2

2
4 1.1％

アウンサン・スーチーさん

スーチーさん

16

35

12

31

1

11

29

77
106 28.6％

アウンサン・スーチー

スーチー

2

2

4

3 4

6

9
15 4.1％

アウンサン・スーチー＋肩書き

スーチー＋肩書き

1

1

1

1
2 0.5％

アウンサン・スーチー女史

スーチー女史

13

24

25

53

39

89

77

166
243 65.7％

合 計 98 128 144 370 370 100.0％



次
に
新
聞
に
よ
る
違
い
を
み
て
み
る
と
、
読
売
で
は
、「
ス
ー
チ
ー
女
史
」
が
全
一
四
四
件
中
八
九
件
（
読
売
合
計
の
六
一
・
八

％
）、「
ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
女
史
」
が
三
九
件
（
二
七
・
一
％
）、
両
方
を
合
わ
せ
る
と
一
二
八
件
（
八
八
・
九
％
）
と
、「
女

史
」
の
占
め
る
割
合
が
約
九
割
に
達
し
て
い
る
。
ま
た
、
毎
日
で
は
全
一
二
八
件
中
「
ス
ー
チ
ー
女
史
」
五
三
件
（
毎
日
合
計
の
四

一
・
四
％
）、「
ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
女
史
」
二
五
件
（
一
九
・
五
％
）
と
、
読
売
ほ
ど
で
は
な
い
も
の
の
、
両
方
で
七
六
件
（
六

〇
・
九
％
）
が
、「
女
史
」
扱
い
で
あ
る
。

一
方
、
朝
日
で
は
、
登
場
件
数
全
九
八
件
中
「
ス
ー
チ
ー
女
史
」
が
二
四
件
（
朝
日
合
計
の
二
四
・
五
％
）、「
ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー

チ
ー
女
史
」
が
一
三
件
（
一
三
・
三
％
）
で
、「
女
史
」
は
合
計
三
七
件
（
三
七
・
八
％
）
と
、
他
の
二
紙
に
比
べ
、「
女
史
」
の
使
用

頻
度
が
か
な
り
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
朝
日
の
場
合
は
そ
れ
に
代
わ
っ
て
、「
ス
ー
チ
ー
さ
ん
」
が
三
五
件
（
三
五
・
七
％
）、「
ア
ウ

ン
サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
さ
ん
」
が
一
六
件
（
一
六
・
三
％
）、
両
方
合
わ
せ
て
五
一
件
（
五
二
・
〇
％
）
と
、「
さ
ん
」
が
よ
く
用
い
ら

れ
、
半
数
に
達
し
て
い
た
。
ま
た
、
朝
日
で
の
み
ス
ー
チ
ー
の
あ
と
に
「
氏
」
を
つ
け
た
も
の
が
四
件
、「
全
国
民
主
連
盟
前
書
記
長
」

「
Ｎ
Ｌ
Ｄ
書
記
長
」
と
、「
肩
書
き
」
を
つ
け
た
も
の
が
二
件
み
ら
れ
た
の
も
特
徴
的
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
こ
の
時
期
、
日
本
に
も
「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
時
代
」
が
到
来
し
た
と
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
時
代
を
一

歩
（
少
な
く
と
も
半
歩
）」
リ
ー
ド
す
る
と
さ
れ
る
新
聞
が
、
女
性
が
偉
業
を
な
す
こ
と
を
特
別
視
す
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
強
い
「
女
史
」

を
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
多
用
し
て
い
た
事
実
に
は
驚
か
さ
れ
る
。

次
に
、
一
九
九
二
年
に
受
賞
し
た
リ
ゴ
ベ
ル
タ
・
メ
ン
チ
ュ
は
、
グ
ア
テ
マ
ラ
軍
事
政
権
下
の
人
権
侵
害
に
反
対
す
る
農
民
統
一
委

員
会
（
Ｃ
Ｕ
Ｃ
）
の
活
動
家
で
あ
り
、
受
賞
時
に
は
国
連
の
「
先
住
民
族
の
権
利
に
関
す
る
国
際
連
合
宣
言
」
を
作
成
す
る
部
会
の
メ

ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
本
調
査
期
間
中
に
三
紙
合
計
で
四
八
件
登
場
し
て
い
る
が
、
表
７
に
み
る
よ
う
に
、
メ
ン
チ
ュ
に
対
す
る
呼
び
方

は
、「
メ
ン
チ
ュ
さ
ん
」
と
姓
に
「
さ
ん
」
を
つ
け
る
形
が
二
一
件
（
四
三
・
七
％
）
で
最
も
多
く
、
そ
れ
に
ほ
ぼ
近
い
頻
度
の
姓
名
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に
「
さ
ん
」
を
つ
け
る
形
の
「
リ
ゴ
ベ
ル
タ
・
メ
ン
チ
ュ
さ
ん
」
二
〇
件

（
四
一
・
七
％
）
と
合
わ
せ
る
と
四
一
件
の
頻
度
と
な
り
、
全
呼
称
の
う

ち
八
五
・
四
％
と
、
九
割
近
く
を
占
め
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
ス
ー
チ
ー
に
多
用
さ
れ
て
い
た
「
女
史
」
と
い
う
敬
称
は
、
わ

ず
か
三
件
（
六
・
三
％
）
を
数
え
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
姓
名
お

よ
び
名
の
み
の
「
敬
称
な
し
」
は
四
件
（
八
・
三
％
）
で
、「
氏
」
は
一

件
も
み
ら
れ
ず
、
職
業
・
役
職
等
の
肩
書
き
を
つ
け
る
呼
び
方
も
皆
無
で

あ
っ
た
。

三
紙
別
に
み
る
と
、
朝
日
で
は
「
リ
ゴ
ベ
ル
タ
・
メ
ン
チ
ュ
さ
ん
」
と

「
メ
ン
チ
ュ
さ
ん
」
を
合
わ
せ
て
「
さ
ん
」
が
全
一
〇
件
中
九
件
（
九

〇
・
〇
％
）、
毎
日
で
は
全
一
七
件
中
一
五
件
（
八
八
・
二
％
）
と
、「
さ

ん
」
が
お
よ
そ
九
割
を
占
め
て
い
る
が
、
読
売
で
全
二
一
件
中
一
七
件

（
八
一
・
〇
％
）
と
、
他
二
紙
と
の
間
に
比
率
に
し
て
約
一
割
の
開
き
が

み
ら
れ
た
。
そ
の
分
を
埋
め
て
い
る
の
が
、「
リ
ゴ
ベ
ル
タ
・
メ
ン
チ
ュ

女
史
」
一
件
、「
メ
ン
チ
ュ
女
史
」
二
件
、
合
計
三
件
（
一
四
・
二
％
）

の
「
女
史
」
で
あ
る
。

以
上
で
み
た
よ
う
に
、
ス
ー
チ
ー
の
受
賞
時
に
は
七
割
近
く
使
わ
れ
て

い
た
「
女
史
」
が
、
わ
ず
か
一
年
後
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
激
減
し

85 新聞はジェンダーをどのように表現してきたか (田中和子ほか)

表7 メンチュの呼び方(延べ語数) (単位：件)

1992年受賞 朝日 毎日 読売 小計 合 計

リゴベルタ・メンチュ氏

メンチュ氏
0

リゴベルタ・メンチュさん 4 9 7 20

メンチュさん 5 6 10 21 41 85.4％

リゴベルタさん

リゴベルタ・メンチュ 1 1 2

メンチュ 4 8.3％

リゴベルタ 1 1 2

リゴベルタ・メンチュ＋肩書き

メンチュ＋肩書き
0

リゴベルタ・メンチュ女史

メンチュ女史

1

2

1

2
3 6.3％

合 計 10 17 21 48 48 100.0％



た
の
に
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
朝
日

は
、
一
九
九
一
年
一
一
月
七
日
付
け
の
メ
デ
ィ
ア
面
で
、「
ス
ー
・
チ
ー

『
女
史
』
で
い
い
の
？

性
区
別
に
は
メ
リ
ッ
ト
」
と
い
う
記
事
を
特
集

し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
、
朝
日
も
含
め
た
各
紙
の
「
女
史
」
と
「
さ

ん
」
の
使
い
方
を
調
査
し
、
性
別
を
示
す
の
に
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、
将

来
的
に
は
「
さ
ん
」
に
統
一
し
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
っ
た

問
題
提
起
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
記
事
を
受
け
て
一
一
月
一
四
日

付
け
の
「
声
」
欄
で
は
、「
品
位
と
温
か
さ
を
失
わ
ぬ
呼
称
に
」
と
の
タ

イ
ト
ル
で
、
読
者
か
ら
、「
さ
ん
」
で
は
軽
す
ぎ
「
女
史
」
で
は
性
差
別

に
つ
な
が
り
か
ね
ず
「
む
ず
が
ゆ
い
も
の
が
あ
っ
た
」
と
の
投
書
が
寄
せ

ら
れ
た
。
朝
日
の
メ
デ
ィ
ア
面
の
よ
う
な
、
他
紙
の
表
現
と
の
比
較
も
含

め
た
こ
う
し
た
問
題
提
起
は
、
他
の
新
聞
の
参
考
に
も
供
さ
れ
な
が
ら
、

業
界
と
し
て
の
雰
囲
気
づ
く
り
を
あ
る
程
度
醸
成
し
て
い
っ
た
と
い
う
側

面
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
九
九
〇
年
代
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
女
性
の
三
人
目
と
し

て
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
「
地
雷
禁
止
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
日
本
で
も
よ
く
知

ら
れ
る
、
九
七
年
受
賞
の
米
国
人
、
ジ
ョ
デ
ィ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
に
つ
い

て
は
、
表
８
に
示
し
た
よ
う
に
、
調
査
期
間
中
三
紙
合
わ
せ
て
六
五
件
登
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表8 ウィリアムズの呼び方(延べ語数) (単位：件)

1997年受賞 朝日 毎日 読売 小計 合 計

ジョディ・ウィリアムズ氏

ウィリアムズ氏

4

1

4

1
5 7.7％

ジョディ・ウィリアムズさん 16 8 15 39

ウィリアムズさん 3 3 5 11 54 83.1％

ジョディさん 4 4

ジョディ・ウィリアムズ 1 1

ウィリアムズ 1 1.5％

ジョディ

ジョディ・ウィリアムズ＋肩書き

ウィリアムズ＋肩書き
2 3 5 5 7.7％

ジョディ･ウィリアムズ女史

ウィリアムズ女史
0

合 計 23 18 24 65 65 100.0％



場
し
て
い
る
。
全
体
で
み
る
と
、「
ジ
ョ
デ
ィ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
さ
ん
」
と
、
姓
名
に
「
さ
ん
」
を
つ
け
た
も
の
が
最
も
多
い
三
九
件

（
六
〇
・
〇
％
）、
そ
れ
に
次
い
で
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
さ
ん
」
と
、
姓
に
「
さ
ん
」
を
つ
け
た
も
の
が
一
一
件
（
一
六
・
九
％
）、「
ジ
ョ

デ
ィ
さ
ん
」
の
よ
う
に
、
名
に
「
さ
ん
」
を
つ
け
る
呼
称
も
四
件
（
六
・
二
％
）
み
ら
れ
、「
さ
ん
」
づ
け
が
合
計
五
四
件
、
敬
称
全

体
の
八
三
・
一
％
を
占
め
た
。

ま
た
、
ジ
ョ
デ
ィ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
場
合
、「
氏
」
と
い
う
敬
称
と
、「
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｌ
代
表
」「
代
表
」
と
い
う
「
肩
書
き
」
に
よ
る

表
記
が
、
と
も
に
五
件
づ
つ
（
各
七
・
七
％
）
み
ら
れ
た
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
一
方
、「
女
史
」
と
い
う
敬
称
は
一
度
も
使
わ
れ
て

お
ら
ず
、
以
降
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
の
女
性
に
「
女
史
」
は
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
。
い
ず
れ
も
社
会
運
動
家
で
あ
る
ス
ー
チ

ー
、
メ
ン
チ
ュ
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
ら
で
あ
る
が
、「
女
史
」
一
辺
倒
か
ら
「
さ
ん
」
へ
、
そ
し
て
「
氏
」
が
登
場
す
る
に
及
ん
で
、
九

〇
年
代
も
よ
う
や
く
終
わ
り
に
近
づ
い
て
、
表
現
の
さ
れ
方
が
少
し
ず
つ
流
動
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

各
紙
ご
と
に
み
て
み
る
と
、
朝
日
二
三
件
、
毎
日
一
八
件
、
読
売
二
四
件
の
掲
載
件
数
中
、
三
紙
と
も
「
ジ
ョ
デ
ィ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム

ズ
さ
ん
」
と
い
う
記
載
が
一
番
多
く
、
朝
日
で
一
六
件
（
六
九
・
六
％
）、
毎
日
で
八
件
（
四
四
・
四
％
）、
読
売
で
一
五
件
（
六
二
・

五
％
）
み
ら
れ
た
。
こ
れ
に
姓
に
敬
称
が
つ
く
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
さ
ん
」、
名
に
敬
称
が
つ
く
「
ジ
ョ
デ
ィ
さ
ん
」
を
合
わ
せ
る
と
、

「
さ
ん
」
の
敬
称
使
用
は
朝
日
二
三
件
（
一
〇
〇
・
〇
％
）、
毎
日
一
一
件
（
六
一
・
一
％
）、
読
売
二
〇
件
（
八
三
・
三
％
）
と
な
る
。

「
ジ
ョ
デ
ィ
さ
ん
」
と
、
姓
で
は
な
く
名
に
「
さ
ん
」
を
つ
け
る
呼
び
方
を
し
て
い
た
の
は
朝
日
の
み
の
四
件
（
一
七
・
四
％
）
で
あ

っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
全
て
同
一
の
社
説
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
初
出
に
「
ジ
ョ
デ
ィ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
さ
ん
」
と
呼
ば
れ

た
あ
と
は
、
一
貫
し
て
「
ジ
ョ
デ
ィ
さ
ん
」
と
表
記
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
毎
日
で
「
ジ
ョ
デ
ィ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
氏
」
が
四
件
（
二
二
・
二
％
）、「
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
氏
」
が
一
件
（
五
・
六
％
）
と
、

「
氏
」
の
敬
称
が
合
計
五
件
、
二
七
・
八
％
み
ら
れ
た
の
が
特
徴
的
だ
が
、
他
紙
で
は
「
氏
」
の
使
用
は
一
件
も
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
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す
で
に
み
た
よ
う
に
、
新
聞
自
体
が
、
一
九
九
一
年
に
「
女
史
」
と
い
う
敬
称
は
一
考
し
た
方
が
い
い
と
問
題
提
起
し
、
そ
れ
に
続

け
て
投
書
欄
に
「
さ
り
と
て
『
さ
ん
』
で
は
軽
す
ぎ
る
」
と
い
う
声
を
載
せ
な
が
ら
、
九
〇
年
代
の
終
わ
り
に
な
る
と
、
結
果
と
し
て

〞
軽
い
〝
と
さ
れ
た
「
さ
ん
」
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
の
女
性
の
敬
称
と
し
て
定
着
し
て
い
た
事
実
は
、
前
章
の
ス
ー
チ
ー
の
見
出
し

調
査
結
果
と
も
合
致
す
る
。
新
聞
は
「
女
史
」
を
〞
卒
業
〝
し
た
も
の
の
、
女
性
を
、
男
性
の
「
氏
」
と
は
異
な
る
「
さ
ん
」
で
呼
ぶ

こ
と
の
矛
盾
に
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
気
づ
い
て
い
な
い
。

⑶

二
〇
〇
〇
年
代
前
半
に
お
け
る
女
性
の
平
和
賞
受
賞
者

エ
バ
デ
ィ
、
マ
ー
タ
イ

二
〇
〇
三
年
の
受
賞
者
で
あ
る
イ
ラ
ン
の
弁
護
士
シ
リ
ン
・
エ
バ
デ
ィ
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
授
与
さ
れ
た
初
め
て
の
イ
ラ
ン
人
で
あ

り
、
か
つ
初
め
て
の
ム
ス
リ
ム
（
イ
ス
ラ
ム
教
徒
）
女
性
の
受
賞
者
と
さ
れ
て
い
る
。
裁
判
官
だ
っ
た
エ
バ
デ
ィ
は
、
一
九
七
九
年
の

イ
ラ
ン
革
命
で
失
職
（
の
ち
に
弁
護
士
と
な
る
）、
厳
格
な
イ
ス
ラ
ム
法
下
で
の
女
性
・
子
ど
も
の
地
位
や
人
権
を
守
る
運
動
を
リ
ー

ド
し
た
た
め
、
何
度
か
逮
捕
さ
れ
た
り
も
し
た
。
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
は
、
そ
の
よ
う
な
活
動
が
評
価
さ
れ
て
与
え
ら
れ
た
。
エ
バ
デ
ィ

の
名
は
、
期
間
中
一
六
七
件
み
ら
れ
、
日
本
に
お
け
る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。

表
９
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
三
紙
合
計
で
は
「
エ
バ
デ
ィ
さ
ん
」
と
、
姓
に
「
さ
ん
」
を
つ
け
た
呼
称
が
七
〇
件
（
四
一
・
九
％
）、

「
シ
リ
ン
・
エ
バ
デ
ィ
さ
ん
」
と
姓
名
に
「
さ
ん
」
を
つ
け
た
も
の
が
二
四
件
（
一
四
・
四
％
）
み
ら
れ
、
合
計
で
九
四
件
（
五
六
・

三
％
）
と
、「
さ
ん
」
が
過
半
数
を
占
め
た
。
一
方
、
こ
れ
ま
で
の
女
性
の
受
賞
者
に
比
べ
、
エ
バ
デ
ィ
に
は
「
氏
」
が
つ
け
ら
れ
る

こ
と
も
多
く
、「
エ
バ
デ
ィ
氏
」
五
八
件
（
三
四
・
七
％
）、
フ
ル
ネ
ー
ム
の
「
シ
リ
ン
・
エ
バ
デ
ィ
氏
」
一
三
件
（
七
・
八
％
）
を
合

わ
せ
る
と
七
一
件
（
四
二
・
五
％
）
に
達
し
、「
さ
ん
」
に
迫
る
勢
い
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
女
性
の
受
賞
者
に
対
し
て
「
氏
」
が

つ
け
ら
れ
る
割
合
は
、
こ
の
シ
リ
ン
・
エ
バ
デ
ィ
と
、
の
ち
に
出
て
く
る
エ
レ
ン
・
サ
ー
リ
ー
フ
の
四
割
台
が
最
も
高
く
、
必
ず
し
も
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定
着
し
た
り
、
増
え
た
り
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

次
に
、
新
聞
ご
と
の
内
訳
を
み
る
と
、「
氏
」
に
関
し
て
は
、
朝
日
は

「
エ
バ
デ
ィ
氏
」
が
三
三
件
（
八
四
・
六
％
）、
毎
日
は
「
シ
リ
ン
・
エ
バ

デ
ィ
氏
」
一
三
件
（
二
〇
・
〇
％
）
と
「
エ
バ
デ
ィ
氏
」
二
四
件
（
三

六
・
九
％
）
の
合
計
で
三
七
件
（
五
六
・
九
％
）
と
、
朝
日
が
八
割
強
で

毎
日
が
そ
れ
に
続
く
六
割
弱
だ
が
、
読
売
は
「
エ
バ
デ
ィ
氏
」
一
件

（
一
・
六
％
）
の
み
と
極
端
に
少
な
か
っ
た
。
読
売
は
、
そ
れ
ま
で
も
、

ス
ー
チ
ー
、
メ
ン
チ
ュ
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
い
ず
れ
に
対
し
て
も
「
氏
」
を

つ
け
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

次
に
「
さ
ん
」
づ
け
に
つ
い
て
み
る
と
、
朝
日
は
全
三
九
件
中
「
エ
バ

デ
ィ
さ
ん
」
五
件
（
一
二
・
八
％
）、
毎
日
は
六
五
件
中
「
エ
バ
デ
ィ
さ

ん
」
一
九
件
（
二
九
・
二
％
）
と
「
シ
リ
ン
・
エ
バ
デ
ィ
さ
ん
」
九
件

（
一
三
・
八
％
）
の
合
計
二
八
件
（
四
三
・
一
％
）
で
あ
っ
た
。
朝
日
は

「
氏
」
が
多
い
分
「
さ
ん
」
が
少
な
く
、
毎
日
は
「
さ
ん
」
と
「
氏
」
で

二
分
さ
れ
た
か
っ
こ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
読
売
は
全
六
三
件
中

「
エ
バ
デ
ィ
さ
ん
」
四
六
件
（
七
三
・
〇
％
）
と
「
シ
リ
ン
・
エ
バ
デ
ィ

さ
ん
」
一
五
件
（
二
三
・
八
）
の
合
計
で
六
一
件
（
九
六
・
八
％
）
と
、

ほ
と
ん
ど
を
「
氏
」
よ
り
も
〞
親
し
み
や
す
い
〝
と
さ
れ
る
「
さ
ん
」
が

89 新聞はジェンダーをどのように表現してきたか (田中和子ほか)

表9 エバディの呼び方(延べ語数) (単位：件)

2003年受賞 朝日 毎日 読売 小計 合 計

シリン・エバディ氏

エバディ氏 33

13

24 1

13

58
71 42.5％

シリン・エバディさん 9 15 24

エバディさん 5 19 46 70 94 56.3％

シリンさん

シリン・エバディ

エバディ 1 1 2 2 1.2％

シリン

シリン・エバディ＋肩書き

エバディ＋肩書き
0

シリン・エバディ女史

エバディ女史
0

合 計 39 65 63 167 167 100.0％



占
め
る
状
態
が
未
だ
に
続
い
て
い
る
。

表
10
に
示
し
た
二
〇
〇
四
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
の
ワ
ン
ガ

リ
・
マ
ー
タ
イ
は
、
〇
五
年
の
京
都
議
定
書
発
効
記
念
行
事
に
関
連
し
て

来
日
し
、
そ
こ
で
「
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
」
と
い
う
こ
と
ば
に
出
会
い
、
世
界

に
広
め
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
ケ
ニ
ア
の
国
会
議
員
で
、
環
境
・
天

然
資
源
・
野
生
動
物
省
の
副
大
臣
を
務
め
た
。
ま
た
、
環
境
保
護
の
活
動

家
で
あ
り
、
ナ
イ
ロ
ビ
大
学
で
初
め
て
教
授
と
な
っ
た
女
性
で
も
あ
っ

た
。
毎
日
新
聞
は
そ
の
後
、
紙
面
で
「
も
っ
た
い
な
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
展
開
し
、
彼
女
の
名
が
紙
面
に
数
多
く
踊
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
一
一

年
九
月
に
死
去
し
て
い
る
。

マ
ー
タ
イ
の
名
は
、
調
査
期
間
中
、
三
紙
合
計
で
六
八
件
み
ら
れ
た

が
、
議
員
や
副
大
臣
、
元
大
学
教
授
と
い
う
肩
書
き
の
割
に
は
「
さ
ん
」

づ
け
が
多
か
っ
た
点
に
特
徴
が
あ
る
。
姓
の
「
マ
ー
タ
イ
さ
ん
」
が
最
多

の
二
九
件
（
四
二
・
七
％
）、
姓
と
名
の
「
ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ
イ
さ
ん
」

が
一
九
件
（
二
七
・
九
％
）
と
、
合
わ
せ
て
四
八
件
（
七
〇
・
六
％
）
が

「
さ
ん
」
づ
け
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
「
マ
ー
タ
イ
氏
」
は
一
四
件

（
二
〇
・
六
％
）、「
ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ
イ
氏
」
は
四
件
（
五
・
九
％
）

で
、「
氏
」
の
敬
称
は
合
計
一
八
件
（
二
六
・
五
％
）
に
と
ど
ま
っ
て
い
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表10 マータイの呼び方(延べ語数) (単位：件)

2004年受賞 朝日 毎日 読売 小計 合 計

ワンガリ・マータイ氏

マータイ氏

4

14

4

14
18 26.5％

ワンガリ・マータイさん 6 5 8 19

マータイさん 3 13 13 29 48 70.6％

ワンガリさん

ワンガリ・マータイ

マータイ 0

ワンガリ

ワンガリ・マータイ＋肩書き

マータイ＋肩書き
2 2 2 2.9％

ワンガリ・マータイ女史

マータイ女史
0

合 計 27 20 21 68 68 100.0％



る
。「
肩
書
き
」
記
載
は
、「
副
環
境
大
臣
」
二
件
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。「
氏
」
の
敬
称
や
肩
書
き
に
よ
っ
て
大
臣
級
で
あ
る
こ
と

を
示
す
よ
り
も
、
新
聞
は
〞
親
し
み
や
す
さ
〝
を
醸
し
出
そ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

三
紙
別
に
比
較
す
る
と
、
マ
ー
タ
イ
に
「
氏
」
を
つ
け
て
い
た
の
は
朝
日
だ
け
で
あ
り
、
全
二
七
件
中
「
マ
ー
タ
イ
氏
」
四
件
（
一

四
・
八
％
）、「
ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ
イ
氏
」
一
四
件
（
五
一
・
九
％
）
の
合
計
一
八
件
（
六
六
・
七
％
）
を
占
め
て
い
た
の
に
対
し

て
、
毎
日
と
読
売
で
は
「
氏
」
の
敬
称
は
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
。
そ
の
分
、
毎
日
と
読
売
は
「
さ
ん
」
づ
け
が
ほ
と
ん
ど
で
、
毎
日
は
二
〇

件
中
一
八
件
（
九
〇
・
〇
％
）、
読
売
は
二
一
件
中
全
て
を
占
め
た
。
ま
た
、
二
件
み
ら
れ
た
「
肩
書
き
」
つ
き
表
記
は
、
い
ず
れ
も

毎
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
朝
日
は
「
さ
ん
」
も
使
う
が
、「
氏
」
を
よ
り
多
く
使
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
他
の
二
紙
と
は
や

や
異
な
る
傾
向
を
み
せ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
朝
日
が
〇
二
年
二
月
に
「『
性
差
』
敏
感
な
議
論
を
」
と
い
う
記
事

で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
に
関
す
る
問
題
提
起
を
し
、
同
年
一
〇
月
に
「
紙
面
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
で
」
の
記
事
で
、
死
亡
記
事
の
敬
称

を
女
男
と
も
に
「
さ
ん
」
に
統
一
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
時
期
と
も
符
合
す
る
。
少
な
く
と
も
こ
の
時
期
の
朝
日
は
、
紙
面
で
意
識
的

に
女
性
に
も
「
氏
」
の
敬
称
を
つ
け
よ
う
と
い
う
機
運
に
あ
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

⑷

二
〇
一
〇
年
代
に
お
け
る
女
性
の
平
和
賞
受
賞
者

サ
ー
リ
ー
フ
、
ボ
ウ
イ
ー
、
カ
ル
マ
ン

最
後
に
、
二
〇
一
一
年
に
同
時
受
賞
し
た
ア
フ
リ
カ
の
、
エ
レ
ン
・
サ
ー
リ
ー
フ
、
リ
ー
マ
・
ボ
ウ
イ
ー
、
タ
ワ
ッ
ク
ル
・
カ
ル
マ

ン
の
三
名
は
、「
紛
争
解
決
や
民
主
化
に
女
性
が
大
き
な
力
を
発
揮
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
功
績
を
評
価
」（
朝
日
、
二
〇
一
一
年
、
一

〇
月
八
日
）
さ
れ
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
手
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

エ
レ
ン
・
サ
ー
リ
ー
フ
は
、
内
戦
が
長
ら
く
続
い
て
い
た
リ
ベ
リ
ア
に
お
い
て
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
軍
事
政
権
に
反
発
し
て
米
国

に
亡
命
、
内
戦
終
結
後
の
二
〇
〇
五
年
に
大
統
領
と
な
り
、
国
家
再
建
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
表
11
に
み
る
よ
う
に
、
調
査
期
間
中
、
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合
計
で
一
六
四
件
登
場
し
、
こ
れ
ま
で
の
ス
ー
チ
ー
、
エ
バ
デ
ィ
に
次
ぐ

登
場
回
数
と
な
っ
た
。

サ
ー
リ
ー
フ
へ
の
敬
称
で
最
も
多
か
っ
た
の
は
「
氏
」
で
、「
サ
ー
リ

ー
フ
氏
」
の
七
〇
件
（
四
二
・
七
％
）
と
「
エ
レ
ン
・
サ
ー
リ
ー
フ
氏
」

の
六
件
（
三
・
七
％
）
を
合
わ
せ
て
合
計
七
六
件
（
四
六
・
三
％
）
と
半

数
近
く
を
占
め
た
。
ま
た
、「
氏
」
に
迫
る
頻
度
を
示
し
た
の
が
「
エ
レ

ン
・
サ
ー
リ
ー
フ
大
統
領
」
二
六
件
（
一
五
・
九
％
）
と
「
サ
ー
リ
ー
フ

大
統
領
」
四
四
件
（
二
六
・
八
％
）
の
「
肩
書
き
」
つ
き
で
、
合
計
七
〇

件
（
四
二
・
七
％
）
み
ら
れ
た
。「
氏
」
の
敬
称
使
用
は
、
歴
代
受
賞
者

中
最
多
で
あ
り
、
ま
た
「
肩
書
き
」
の
使
用
も
、
現
役
の
大
統
領
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
か
、
今
ま
で
の
受
賞
者
の
中
で
最
も
多
か
っ
た
。

新
聞
別
に
み
る
と
、
朝
日
で
七
五
件
、
読
売
で
四
七
件
、
毎
日
で
四
二

件
と
、
登
場
数
に
や
や
ム
ラ
が
あ
る
。
そ
の
中
で
朝
日
は
「
氏
」
の
使
用

が
半
数
を
超
え
、「
サ
ー
リ
ー
フ
氏
」
三
五
件
（
四
六
・
六
％
）
と
「
エ

レ
ン
・
サ
ー
リ
ー
フ
氏
」
四
件
（
五
・
三
％
）
を
合
わ
せ
て
「
氏
」
が
七

九
件
（
五
一
・
九
％
）
と
、
過
半
数
を
占
め
た
。
そ
れ
に
次
い
だ
の
は

「
肩
書
き
」
つ
き
で
、「
サ
ー
リ
ー
フ
大
統
領
」
一
六
件
（
二
一
・
三
％
）

と
「
エ
レ
ン
・
サ
ー
リ
ー
フ
大
統
領
」
五
件
（
六
・
七
％
）
が
合
わ
せ
て
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表11 サーリーフの呼び方(延べ語数) (単位：件)

2011年受賞 朝日 毎日 読売 小計 合 計

エレン・サーリーフ氏

サーリーフ氏

4

35

2

18 17

6

70
76 46.3%

エレン・サーリーフさん 1 1 2

サーリーフさん 12 1 13 15 9.1%
エレンさん

エレン・サーリーフ 1 1

サーリーフ 2 2 3 1.8%
エレン

エレン・サーリーフ＋肩書き

サーリーフ＋肩書き

5

16

6

13

15

15

26

44
70 42.7%

エレン・サーリーフ女史

サーリーフ女史
0

合 計 75 42 47 164 164 100.0%



二
一
件
（
二
八
・
〇
％
）
あ
っ
た
。
ま
た
「
さ
ん
」
づ
け
は
計
一
三
件
（
一
七
・
三
％
）
と
、
実
数
、
比
率
と
も
に
三
紙
の
中
で
最
も

多
か
っ
た
。

次
に
、
毎
日
で
は
、「
サ
ー
リ
ー
フ
氏
」
一
八
件
（
四
二
・
九
％
）
と
「
エ
レ
ン
・
サ
ー
リ
ー
フ
氏
」
二
件
（
四
・
八
％
）
と
で
、

「
氏
」
が
合
計
二
〇
件
、
四
七
・
六
％
に
達
す
る
一
方
、「
肩
書
き
」
つ
き
も
「
サ
ー
リ
ー
フ
大
統
領
」
の
一
三
件
（
三
〇
・
九
％
）
と

「
エ
レ
ン
・
サ
ー
リ
ー
フ
大
統
領
」
の
六
件
（
一
四
・
三
％
）
を
合
わ
せ
て
一
九
件
（
四
五
・
二
％
）
に
の
ぼ
り
、「
氏
」
と
「
肩
書

き
」
と
で
二
分
さ
れ
る
形
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
読
売
で
は
、「
氏
」
を
つ
け
た
表
現
が
「
サ
ー
リ
ー
フ
氏
」
一
七
件
（
三
六
・
一
％
）
だ
っ
た
の
に
対
し
、「
エ
レ

ン
・
サ
ー
リ
ー
フ
大
統
領
」「
サ
ー
リ
ー
フ
大
統
領
」
が
と
も
に
一
五
件
（
各
三
一
・
九
％
）、
合
計
三
〇
件
（
六
三
・
八
％
）
を
占

め
、「
肩
書
き
」
を
つ
け
る
傾
向
が
、
三
紙
中
で
最
も
強
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
次
節
以
降
で
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
の
男
性
を
考
察
す
る
際
に
も
ふ
れ
る
が
、「
オ
バ
マ
大
統
領
」「
金
大
中
大

統
領
」
の
よ
う
に
、
男
性
の
現
役
大
統
領
が
受
賞
す
る
際
に
は
、
圧
倒
的
に
肩
書
き
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
サ
ー

リ
ー
フ
の
場
合
は
、
同
じ
現
職
大
統
領
で
あ
っ
て
も
、「
氏
」
で
表
記
さ
れ
る
度
合
い
が
高
い
。

同
時
受
賞
し
た
リ
ー
マ
・
ボ
ウ
イ
ー
（
読
売
で
は
「
レ
イ
マ
・
ボ
ウ
ィ
」
と
表
記
）
は
、
リ
ベ
リ
ア
で
平
和
運
動
に
従
事
し
て
内
戦

終
結
を
も
た
ら
し
、
女
性
の
参
政
権
を
訴
え
て
西
ア
フ
リ
カ
地
域
の
女
性
の
地
位
向
上
に
努
め
た
市
民
運
動
家
で
あ
る
。
表
12
に
み
る

よ
う
に
、
全
体
で
は
六
〇
件
み
ら
れ
た
が
、
サ
ー
リ
ー
フ
の
出
現
頻
度
の
半
分
以
下
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
同
じ
リ
ベ
リ
ア
人
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
か
、
サ
ー
リ
ー
フ
に
代
表
さ
れ
て
し
ま
っ
た
観
が
あ
る
が
、
政
治
家
と
市
民
と
が
両
輪
と
な
っ
て
民
主
化
を
勝
ち
取
っ

た
こ
と
に
対
し
て
の
同
等
の
受
賞
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
片
や
大
統
領
、
片
や
市
民
運
動
家
で
あ
る
こ
と
が
〞
格
〝
の
違
い
と
み

な
さ
れ
、
言
及
数
の
違
い
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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ま
た
、
複
数
者
が
同
時
受
賞
し
た
場
合
、
必
ず
し
も
名
前
が
公
平
に
紙

面
に
顕
現
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
日
本
で
の
知
名
度
や
、
右
に
記

し
た
よ
う
な
〞
格
〝、
ま
た
発
表
時
の
「
名
前
順
」
な
ど
に
よ
っ
て
、
微

妙
に
変
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。
今
回
の
場
合
は
、
見
出
し
な
ど
で

「
サ
ー
リ
ー
フ
大
統
領
ら
に
平
和
賞
」
の
よ
う
に
、
三
人
の
受
賞
者
を
サ

ー
リ
ー
フ
に
代
表
さ
せ
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
も
、
ボ
ウ
イ

ー
の
扱
い
の
少
な
さ
の
原
因
に
な
っ
て
い
そ
う
で
あ
る
。

次
に
敬
称
別
に
み
る
と
、「
ボ
ウ
イ
ー
さ
ん
」
二
八
件
（
四
六
・
七

％
）、「
リ
ー
マ
・
ボ
ウ
イ
ー
さ
ん
」
二
四
件
（
四
〇
・
〇
％
）
と
、「
さ

ん
」
づ
け
が
合
計
五
二
件
（
八
六
・
七
％
）
に
の
ぼ
っ
た
。
一
方
、「
氏
」

を
つ
け
た
呼
び
方
は
、「
ボ
ウ
イ
ー
氏
」
と
「
リ
ー
マ
・
ボ
ウ
イ
ー
氏
」

を
合
わ
せ
て
計
七
件
（
一
一
・
七
％
）
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
サ
ー
リ
ー

フ
に
関
し
て
は
「
氏
」
の
扱
い
が
半
数
近
く
を
占
め
た
の
と
は
対
照
的
で

あ
る
。
ま
た
、
ボ
ウ
イ
ー
に
は
、
ガ
ー
ナ
に
本
部
を
置
く
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
女
性

の
平
和
と
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｗ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
）
ア
フ
リ
カ
」
の
理
事

長
と
い
う
肩
書
き
が
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
肩
書
き
を
つ
け
た
記
事
は
皆

無
で
あ
っ
た
。

各
紙
別
に
み
て
み
る
と
、
朝
日
で
は
全
二
六
件
中
「
ボ
ウ
イ
ー
さ
ん
」
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表12 ボウイーの呼び方(延べ語数) (単位：件)

2011年受賞 朝日 毎日 読売 小計 合 計

リーマ・ボウイー氏

ボウイー氏

1 3

2 1

4

3
7 11.7％

リーマ・ボウイーさん 10 5 9 24

ボウイーさん 15 1 12 28 52 86.7％

リーマさん 0

リーマ・ボウイー 1 1

ボウイー 1 1.7％

リーマ

リーマ・ボウイー＋肩書き

ボウイー＋肩書き
0

リーマ・ボウイー女史

ボウイー女史
0

合 計 26 12 22 60 60 100.0％



一
五
件
（
五
七
・
七
％
）、「
リ
ー
マ
・
ボ
ウ
イ
ー
さ
ん
」
一
〇
件
（
三

八
・
五
％
）、
合
計
二
五
件
（
九
六
・
二
％
）
が
、
ま
た
読
売
は
「
ボ
ウ

ィ
さ
ん
」
一
二
件
（
五
四
・
五
％
）、「
レ
イ
マ
・
ボ
ウ
ィ
さ
ん
」
九
件

（
四
〇
・
九
％
）
の
合
計
二
一
件
（
九
五
・
五
％
）
が
「
さ
ん
」
づ
け
で
、

両
紙
と
も
ほ
と
ん
ど
が
「
さ
ん
」
と
い
う
敬
称
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
に
対
し
て
毎
日
は
、
登
場
件
数
こ
そ
三
紙
の
中
で
最
も
少
な
い
一
二
件

で
あ
る
も
の
の
、「
リ
ー
マ
・
ボ
ウ
イ
ー
氏
」
と
「
ボ
ウ
イ
ー
氏
」
合
わ

せ
て
五
件
（
四
一
・
七
％
）
が
「
氏
」
の
敬
称
つ
き
で
あ
る
。
毎
日
の
場

合
、
他
紙
で
最
多
の
「
ボ
ウ
イ
ー
さ
ん
」
は
一
件
（
八
・
三
％
）
し
か
み

ら
れ
な
か
っ
た
。

二
〇
一
一
年
の
も
う
一
人
の
同
時
受
賞
者
タ
ワ
ッ
ク
ル
・
カ
ル
マ
ン

は
、
長
期
独
裁
政
権
が
続
く
イ
エ
メ
ン
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
り
、
作

家
で
あ
る
が
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
女
性
を
組
織
化
し
、
ラ
ジ
オ
や
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
言
論
の
自
由
や
民
主
的
権
利
を
訴
え
た
り
、
デ
モ
活
動
を
行
っ

た
り
し
て
い
る
若
い
人
権
活
動
家
と
し
て
評
価
さ
れ
た
。
表
13
に
掲
げ
た

よ
う
に
、
調
査
期
間
中
に
八
五
件
登
場
し
、
ボ
ウ
イ
ー
よ
り
も
扱
い
数
が

多
か
っ
た
。

カ
ル
マ
ン
の
場
合
も
、「
カ
ル
マ
ン
さ
ん
」
三
三
件
（
三
八
・
八
％
）、
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表13 カルマンの呼び方(延べ語数) (単位：件)

2011年受賞 朝日 毎日 読売 小計 合 計

タワックル・カルマン氏

カルマン氏

1

2

8

11
1

10

13
23 27.1％

タワックル・カルマンさん 8 5 15 28

カルマンさん 17 4 12 33 61 71.8％

タワックルさん

タワックル・カルマン 1 1

カルマン 1 1.2％

タワックル

タワックル・カルマン＋肩書き

カルマン＋肩書き
0

タワックル・カルマン女史

カルマン女史
0

合 計 28 29 28 85 85 100.0％



「
タ
ワ
ッ
ク
ル
・
カ
ル
マ
ン
さ
ん
」
二
八
件
（
三
二
・
九
％
）
と
、
合
計
六
一
件
（
七
一
・
八
％
）
が
「
さ
ん
」
づ
け
で
あ
っ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、「
氏
」
の
扱
い
は
ボ
ウ
イ
ー
よ
り
も
多
く
、「
カ
ル
マ
ン
氏
」
一
三
件
（
一
五
・
三
％
）
と
「
タ
ワ
ッ
ク
ル
・
カ
ル
マ
ン

氏
」
一
〇
件
（
一
一
・
八
％
）
の
合
計
で
二
三
件
（
二
七
・
一
％
）
み
ら
れ
た
。
彼
女
は
、
イ
エ
メ
ン
の
最
大
野
党
に
所
属
し
、
ま
た

二
〇
〇
五
年
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
束
縛
の
な
い
女
性
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
（
Ｗ
Ｊ
Ｗ
Ｃ
）」
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
代
表
を
務
め
て
い
た
の
だ
が
、

や
は
り
「
肩
書
き
」
表
記
は
皆
無
で
あ
る
。

各
紙
別
に
み
る
と
、
出
現
件
数
は
、
朝
日
二
八
件
、
毎
日
二
九
件
、
読
売
二
八
件
と
、
三
紙
ほ
ぼ
同
数
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
敬

称
別
の
比
率
で
み
る
と
、
ボ
ウ
イ
ー
の
場
合
と
同
じ
く
、
こ
こ
で
も
毎
日
が
独
自
な
傾
向
を
示
し
、「
カ
ル
マ
ン
氏
」
一
一
件
（
三

七
・
九
％
）
と
「
タ
ワ
ッ
ク
ル
・
カ
ル
マ
ン
氏
」
が
八
件
（
二
七
・
六
％
）
の
合
計
一
九
件
、
六
五
・
五
％
と
、
他
の
二
紙
に
な
い
高

い
「
氏
」
の
使
用
比
率
と
な
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
朝
日
と
読
売
で
は
「
さ
ん
」
づ
け
の
件
数
と
比
率
が
高
く
、
朝
日
は
「
カ
ル
マ
ン
さ
ん
」
一
七
件
（
六
〇
・
七

％
）
と
「
タ
ワ
ッ
ク
ル
・
カ
ル
マ
ン
さ
ん
」
八
件
（
二
八
・
六
％
）
の
合
計
二
五
件
（
八
九
・
三
％
）、
読
売
は
「
カ
ル
マ
ン
さ
ん
」

一
二
件
（
四
二
・
九
％
）
と
「
タ
ワ
ッ
ク
ル
・
カ
ル
マ
ン
さ
ん
」
一
五
件
（
五
三
・
六
％
）
の
合
計
二
七
件
（
九
六
・
五
％
）
と
、
両

紙
と
も
「
さ
ん
」
の
敬
称
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
三
名
の
受
賞
を
報
じ
る
読
売
一
〇
月
八
日
の
一
面
「
ア
フ
リ

カ
・
中
東
３
女
性
に
」
の
記
事
で
は
、
サ
ー
リ
ー
フ
に
対
し
て
は
一
貫
し
て
「
大
統
領
」
か
「
氏
」
の
扱
い
で
あ
っ
た
が
、
ボ
ウ
イ

ー
、
カ
ル
マ
ン
、
そ
し
て
過
去
の
受
賞
者
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
マ
ー
タ
イ
に
つ
い
て
は
す
べ
て
「
さ
ん
」
と
な
っ
て
お
り
、〞
格

の
差
〝
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
見
出
し
の
「
３
女
性
」
は
、
も
し
男
性
だ
っ
た
ら
「
３
氏
」
と
書
か
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

二
〇
一
一
年
の
三
名
の
女
性
の
受
賞
は
、
こ
の
年
を
中
心
と
す
る
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
と
い
わ
れ
る
中
東
の
民
主
化
に
、
女
性
の
地
位

向
上
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
ノ
ー
ベ
ル
賞
委
員
会
側
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
体
現
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
た
だ
、
平
和
運
動
に
女
性
の
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パ
ワ
ー
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
ま
っ
た
く
そ
の
通
り
な
の
で
あ
る
が
、
女
性
は
平
和
的
存
在
で
あ
り
、
女
性
だ
か
ら
平
和
運
動

に
向
い
て
い
る
と
い
う
短
絡
的
な
考
え
方
が
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
も
ま
た
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
を
ま
ぬ
が
れ
て
は
い

な
い
で
あ
ろ
う
。
男
性
の
平
和
運
動
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、「
男
性
だ
か
ら
」
と
い
う
こ
と
で
評
価
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

メ
デ
ィ
ア
で
の
表
現
の
み
な
ら
ず
、
こ
う
い
っ
た
評
価
機
関
に
よ
る
「
女
性
の
能
力
」
の
過
度
な
強
調
は
、
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を

か
え
っ
て
永
続
さ
せ
て
し
ま
う
お
そ
れ
を
胚
胎
し
て
い
る
こ
と
を
、
再
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

⑸

一
九
九
〇
年
代
前
半
に
お
け
る
男
性
の
平
和
賞
受
賞
者

デ
ク
ラ
ー
ク
、
マ
ン
デ
ラ
、
ア
ラ
フ
ァ
ト
、
ペ
レ
ス
、
ラ
ビ
ン

こ
の
節
か
ら
は
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
「
ス
ー
チ
ー
後
」
の
男
性
た
ち
一
九
人
の
敬
称
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。
デ
ー
タ

を
取
り
出
し
た
期
間
は
、
女
性
た
ち
と
同
じ
く
、
一
九
九
一
年
以
降
の
受
賞
年
の
一
〇
月
か
ら
一
二
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
で
あ
る
。

一
九
九
三
年
、
南
ア
フ
リ
カ
の
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
を
終
結
さ
せ
た
当
時
の
南
ア
大
統
領
の
ウ
ィ
レ
ム
・
デ
ク
ラ
ー
ク
と
、
ア
パ
ル
ト

ヘ
イ
ト
に
反
対
し
て
長
い
間
投
獄
さ
れ
て
い
た
、
南
ア
フ
リ
カ
民
族
会
議
（
Ａ
Ｎ
Ｃ
）
議
長
で
、
の
ち
に
南
ア
大
統
領
と
な
る
ネ
ル
ソ

ン
・
マ
ン
デ
ラ
の
二
人
が
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
。
表
14
は
、
そ
の
敬
称
内
訳
で
あ
る
。
マ
ン
デ
ラ
の
方
が
日
本
で
知
名
度

が
高
か
っ
た
た
め
か
、
三
紙
合
計
で
一
〇
一
件
み
ら
れ
た
の
に
対
し
、
デ
ク
ラ
ー
ク
は
二
四
件
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
デ
ク

ラ
ー
ク
は
、「
デ
ク
ラ
ー
ク
」
に
「
大
統
領
」
の
「
肩
書
き
」
が
つ
く
も
の
が
一
四
件
（
五
八
・
三
％
）、
次
い
で
「
ウ
ィ
レ
ム
・
デ
ク

ラ
ー
ク
氏
」「
デ
ク
ラ
ー
ク
氏
」
と
、「
氏
」
の
つ
く
も
の
が
合
計
七
件
（
二
九
・
一
％
）
と
な
っ
た
。
ま
た
「
さ
ん
」
づ
け
が
二
件

と
、
わ
ず
か
な
が
ら
み
ら
れ
た
。

一
方
、
マ
ン
デ
ラ
に
対
し
て
は
、「
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
」
ま
た
は
「
マ
ン
デ
ラ
」
に
「
ア
フ
リ
カ
民
族
会
議
（
Ａ
Ｎ
Ｃ
）
議
長
」

な
ど
の
「
肩
書
き
」
が
つ
く
ス
タ
イ
ル
が
、
合
わ
せ
て
五
一
件
（
五
〇
・
五
％
）
み
ら
れ
、「
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
」
と
「
マ
ン
デ
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ラ
」
に
「
氏
」
の
つ
い
た
形
の
合
わ
せ
て

四
一
件
（
四
〇
・
六
％
）
に
、
ほ
ぼ
二
分

さ
れ
た
。「
さ
ん
」
づ
け
は
一
件
も
な
く
、

む
し
ろ
「
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
」「
マ

ン
デ
ラ
」
だ
け
と
い
う
「
敬
称
な
し
」
が

九
件
（
八
・
九
％
）
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
に

特
徴
が
あ
ろ
う
。

各
紙
ご
と
に
み
た
場
合
、
読
売
が
四
三

件
と
最
多
の
登
場
件
数
で
、
次
い
で
毎
日

が
三
六
件
、
朝
日
が
少
な
く
二
二
件
と
、

登
場
頻
度
に
や
や
ば
ら
つ
き
が
生
じ
た

が
、
三
紙
と
も
「
肩
書
き
」
つ
き
が
一
番

多
く
、
次
が
「
氏
」
と
な
っ
て
い
る
と
い

う
点
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
違
い
は
み

ら
れ
な
い
。

表
15
は
、
中
東
に
和
平
を
も
た
ら
し
た

貢
献
に
よ
り
一
九
九
四
年
に
受
賞
し
た
、

パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
機
構
（
Ｐ
Ｌ
Ｏ
）
議
長
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表14 デクラーク、マンデラの呼び方(延べ語数) (単位：件)

1993年受賞 朝日 毎日 読売 小計 合 計

ウィレム・デクラーク氏

デクラーク氏 2 2

1

2

1

6
7 29.2％

ウィレム・デクラークさん

デクラークさん 2 8.3％

ウィレムさん 2 2

ウィレム・デクラーク

デクラーク 1 1
1 4.2％

ウィレム・デクラーク＋肩書き

デクラーク＋肩書き 4 4 6 14
14 58.3％

合 計 6 8 10 24 24 100.0％

1993年受賞 朝日 毎日 読売 小計 合 計

ネルソン・マンデラ氏

マンデラ氏

1

8

1

14

1

16

3

38
41 40.6％

ネルソン・マンデラさん

マンデラさん 0

ネルソンさん

ネルソン・マンデラ

マンデラ 1 2

1

5

1

8
9 8.9％

ネルソン・マンデラ＋肩書き

マンデラ＋肩書き

3

9

1

18

7

13

11

40
51 50.5％

合 計 22 36 43 101 101 100.0％
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表15 アラファト、ペレス、ラビンの呼び方(延べ語数) (単位：件)

1994年受賞 朝日 毎日 読売 小計 合 計

ヤセル・アラファト氏

アラファト氏 4 1 5 10
10 7.8％

ヤセル・アラファトさん

アラファトさん 0

ヤセルさん

ヤセル・アラファト

アラファト 2 2 3 7
7 5.5％

ヤセル・アラファト＋肩書き

アラファト＋肩書き 29 40 42 111
111 86.7％

合 計 35 43 50 128 128 100.0％

1994年受賞 朝日 毎日 読売 小計 合 計

シモン・ペレス氏

ペレス氏 3 2

1

5

1

10
11 42.3％

シモン・ペレスさん

ペレスさん 0

シモンさん

シモン・ペレス

ペレス

3

3

3

3
6 23.1％

シモン・ペレス＋肩書き

ペレス＋肩書き 2

1

1 5

1

8
9 34.6％

合 計 5 4 17 26 26 100.0％

1994年受賞 朝日 毎日 読売 小計 合 計

イツハク・ラビン氏

ラビン氏 1 3 4
4 3.4％

イツハク・ラビンさん

ラビンさん 0

イツハクさん

イツハク・ラビン

ラビン 3 4 7
7 5.9％

イツハク・ラビン＋肩書き

ラビン＋肩書き 31 42 35 108
108 90.8％

合 計 35 45 39 119 119 100.0％



の
ヤ
セ
ル
・
ア
ラ
フ
ァ
ト
、
イ
ス
ラ
エ
ル
外
相
の
シ
モ
ン
・
ペ
レ
ス
、
イ
ス
ラ
エ
ル
首
相
の
イ
ツ
ハ
ク
・
ラ
ビ
ン
の
三
名
の
敬
称
で
あ

る
。
ア
ラ
フ
ァ
ト
と
ラ
ビ
ン
は
、
新
聞
の
み
な
ら
ず
テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
メ
デ
ィ
ア
上
で
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
、
日
本
で
も
知
名

度
が
高
い
こ
と
が
影
響
し
て
か
、
ア
ラ
フ
ァ
ト
が
三
紙
合
計
で
一
二
八
件
、
次
い
で
ラ
ビ
ン
が
一
一
九
件
に
達
し
た
。
一
方
、
ペ
レ
ス

は
二
六
件
で
あ
っ
た
。

そ
の
う
ち
、
ア
ラ
フ
ァ
ト
は
一
一
一
件
（
八
六
・
七
）
％
が
「
パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
機
構
（
Ｐ
Ｌ
Ｏ
）
議
長
」、
ラ
ビ
ン
は
一
〇
八
件

（
九
〇
・
八
）
％
が
「（
イ
ス
ラ
エ
ル
）
首
相
」
と
、
両
者
と
も
「
肩
書
き
」
つ
き
が
多
数
を
占
め
た
。
一
方
、
ペ
レ
ス
は
、「
氏
」
が

合
わ
せ
て
一
一
件
（
四
二
・
三
％
）、「（
イ
ス
ラ
エ
ル
）
外
相
」
の
「
肩
書
き
」
が
合
わ
せ
て
九
件
（
三
四
・
六
％
）
と
二
分
さ
れ
た
。

ま
た
、
ア
ラ
フ
ァ
ト
と
ラ
ビ
ン
に
関
し
て
は
、
姓
名
で
紹
介
す
る
フ
ル
ネ
ー
ム
の
表
記
を
お
こ
な
う
新
聞
は
皆
無
で
あ
っ
た
。

各
紙
ご
と
の
違
い
を
み
る
と
、
登
場
数
の
違
い
は
若
干
あ
る
も
の
の
、
ア
ラ
フ
ァ
ト
と
ラ
ビ
ン
は
新
聞
別
の
違
い
が
ほ
と
ん
ど
み
ら

れ
ず
、
両
者
と
も
圧
倒
的
に
「
肩
書
き
」
で
呼
称
さ
れ
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。「
ア
ラ
フ
ァ
ト
議
長
」
は
、
朝
日
で
全
三
五
件

中
二
九
件
（
八
二
・
九
％
）、
毎
日
で
四
三
件
中
四
〇
件
（
九
三
・
〇
％
）、
読
売
で
五
〇
件
中
四
二
件
（
八
四
・
〇
％
）
に
の
ぼ
る
。

ま
た
、「
ラ
ビ
ン
首
相
」
は
、
朝
日
が
三
五
件
中
三
一
件
（
八
八
・
六
％
）、
毎
日
が
四
五
件
中
四
二
件
（
九
三
・
三
％
）、
読
売
が
三

九
件
中
三
五
件
（
八
九
・
七
％
）
と
い
う
高
頻
度
・
高
比
率
と
な
っ
て
い
る
。
片
や
独
立
を
求
め
て
闘
う
ア
ラ
ブ
の
最
高
指
導
者
、
片

や
イ
ス
ラ
エ
ル
と
い
う
国
を
率
い
る
首
相
と
い
う
面
が
強
調
さ
れ
た
形
だ
。
そ
の
分
、
三
名
同
時
受
賞
の
も
う
一
人
の
当
時
者
で
あ
る

外
相
の
ペ
レ
ス
が
、
両
者
の
間
で
か
す
ん
で
し
ま
っ
た
印
象
で
は
あ
る
。
ペ
レ
ス
は
、
読
売
で
、
敬
称
な
し
の
扱
い
が
、
六
件
（
三

五
・
三
％
）
と
や
や
多
い
。

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
の
男
性
た
ち
は
、
こ
れ
以
降
も
同
様
に
、「
肩
書
き
」
つ
き
か
「
氏
」
の
敬
称
の
ど
ち
ら
か
で
呼
ば
れ
る

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
同
じ
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
で
も
、「
さ
ん
」
が
多
く
使
わ
れ
る
も
の
の
、
敬
称
の
つ
け
方
に
ば
ら
つ
き
も
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み
ら
れ
る
女
性
と
は
、
大
き
く
異
な
る
傾
向
を
み
せ
て
い
る
。

⑸

一
九
九
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
男
性
の
平
和
賞
受
賞
者

ロ
ー
ト
ブ
ラ
ッ
ト
、
ベ
ロ
、
ホ
ル
タ
、
ヒ
ュ
ー
ム
、
ト
リ
ン
ブ
ル

表
16
に
は
、
一
九
九
五
年
に
、
核
軍
縮
の
パ
グ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
会
議
会
長
と
し
て
貢
献
し
て
受
賞
し
た
ジ
ョ
セ
フ
・
ロ
ー
ト
ブ
ラ
ッ

ト
、
九
六
年
に
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
紛
争
の
平
和
解
決
に
尽
力
し
た
功
績
に
よ
り
受
賞
し
た
、
司
教
の
カ
ル
ロ
ス
・（
フ
ィ
リ
ペ
・
シ

メ
ネ
ス
・
）
ベ
ロ
と
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
民
族
抵
抗
評
議
会
代
表
の
ラ
モ
ス
・
ホ
ル
タ
（
の
ち
に
東
テ
ィ
モ
ー
ル
大
統
領
）
の
敬
称
別
出

現
頻
度
を
掲
げ
た
。

ま
ず
、
各
受
賞
者
の
出
現
頻
度
を
み
る
と
、
パ
グ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
会
議
の
ロ
ー
ト
ブ
ラ
ッ
ト
は
三
紙
合
計
で
九
四
件
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル

の
ベ
ロ
は
、
知
名
度
の
高
さ
を
反
映
し
て
か
、
合
計
一
八
三
件
、
ホ
ル
タ
は
合
計
六
三
件
で
あ
っ
た
。

ロ
ー
ト
ブ
ラ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
敬
称
の
内
訳
を
全
紙
通
し
で
み
て
み
る
と
、「
肩
書
き
」
の
合
計
四
七
件
（
五
〇
・
〇
％
）
と
「
氏
」

の
合
計
四
二
件
（
四
四
・
六
％
）
に
二
分
さ
れ
た
。

た
だ
し
、
新
聞
ご
と
に
や
や
異
な
っ
て
お
り
、
朝
日
で
姓
名
に
「
氏
」
を
つ
け
た
「
ジ
ョ
セ
フ
・
ロ
ー
ト
ブ
ラ
ッ
ト
氏
」
が
全
二
四

件
中
一
〇
件
（
四
一
・
七
％
）、
毎
日
で
姓
に
「
氏
」
が
つ
い
た
「
ロ
ー
ト
ブ
ラ
ッ
ト
氏
」
が
全
二
七
件
中
一
一
件
（
四
〇
・
七
％
）

と
目
立
っ
て
い
る
。
一
方
、
全
四
三
件
登
場
し
た
読
売
は
、「
ロ
ー
ト
ブ
ラ
ッ
ト
（
パ
グ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
会
議
）
会
長
」「
ジ
ョ
セ
フ
・
ロ

ー
ト
ブ
ラ
ッ
ト
会
長
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
合
わ
せ
て
二
六
件
（
六
〇
・
五
％
）
の
「
肩
書
き
」
つ
き
が
目
に
つ
い
た
。
ま
た
、
毎
日

も
、「
ロ
ー
ト
ブ
ラ
ッ
ト
（
パ
グ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
会
議
）
会
長
」
な
ど
の
「
肩
書
き
」
つ
き
が
一
六
件
（
五
九
・
三
％
）
み
ら
れ
、「
氏
」

の
一
一
件
を
上
回
る
数
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
朝
日
で
は
、「
肩
書
き
」
つ
き
は
五
件
（
二
〇
・
八
％
）
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
新
聞
に
よ
り
「
肩
書
き
」
つ
き
と
「
氏
」
の
順
位
は
入
れ
か
わ
る
も
の
の
、
総
じ
て
「
肩
書
き
」
か
「
氏
」
の
ど
ち
ら
か
を
使
用
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表16 ロートブラット、ベロ、ホルタの呼び方(延べ語数) (単位：件)

1995年受賞 朝日 毎日 読売 小計 合 計

ジョセフ・ロートブラット氏

ロートブラット氏

10

6 11

8

7

18

24
42 44.7％

ジョセフ・ロートブラットさん

ロートブラットさん 3 3 3 3.2％

ジョセフさん

ジョセフ・ロートブラット

ロートブラット

2 2
2 2.1％

ジョセフ・ロートブラット＋肩書き

ロートブラット＋肩書き

3

2 16

10

16

13

34
47 50.0％

合 計 24 27 43 94 94 100.0％

1996年受賞 朝日 毎日 読売 小計 合 計

カルロス・（フィリペ・シメネス）ベ

ロ氏

ベロ氏

3

1

1 4

1
5 2.7％

カルロス・ベロさん

ベロさん 0

カルロスさん

カルロス・ベロ

ベロ 4 4
4 2.2％

カルロス・（フィリペ・シメネス）ベ

ロ＋肩書き

ベロ＋肩書き

9

43

13

47

24

38

46

128
174 95.1％

合 計 60 61 62 183 183 100.0％

1996年受賞 朝日 毎日 読売 小計 合 計

ラモス・ホルタ氏

ホルタ氏

13

13

3

9

9

11

25

33
58 92.1％

ラモス・ホルタさん

ホルタさん 0

ラモスさん

ラモス・ホルタ

ホルタ
0

ラモス・ホルタ＋肩書き

ホルタ＋肩書き

1 2

2

3

2
5 7.9％

合 計 27 16 20 63 63 100.0％



す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
各
紙
と
も
共
通
し
た
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

次
に
、
ベ
ロ
と
ホ
ル
タ
の
同
時
受
賞
者
に
つ
い
て
全
紙
ベ
ー
ス
で
み
て
み
る
と
、
ベ
ロ
に
関
し
て
は
、「
肩
書
き
」
と
し
て
「
司
教
」

が
つ
く
「
カ
ル
ロ
ス
・
ベ
ロ
司
教
」
四
六
件
（
二
五
・
一
％
）
と
「
ベ
ロ
司
教
」
一
二
八
件
（
六
九
・
九
％
）
が
合
計
で
一
七
四
件

（
九
五
・
一
％
）
と
、
圧
倒
的
多
数
を
占
め
た
。
そ
れ
に
対
し
て
ホ
ル
タ
に
は
「
氏
」
の
つ
く
傾
向
が
強
く
、「
ラ
モ
ス
・
ホ
ル
タ
氏
」

二
五
件
（
三
九
・
七
％
）、「
ホ
ル
タ
氏
」
三
三
件
（
五
二
・
四
％
）、
合
計
で
五
八
件
（
九
二
・
一
％
）
に
の
ぼ
っ
た
。
ベ
ロ
は
「
氏
」

の
敬
称
が
つ
か
ず
に
「
司
教
」
の
肩
書
き
で
、
ホ
ル
タ
は
肩
書
き
が
つ
か
ず
に
「
氏
」
の
敬
称
で
、
そ
れ
ぞ
れ
呼
ば
れ
て
い
る
。
ホ
ル

タ
に
対
し
て
三
紙
合
計
五
件
（
七
・
九
％
）
付
せ
ら
れ
た
「
肩
書
き
」
は
、「（
共
同
）
議
長
」
や
「
民
族
抵
抗
評
議
会
代
表
」
と
い
っ

た
も
の
だ
っ
た
。
両
名
と
も
に
「
さ
ん
」
づ
け
は
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
い
。

な
お
、「
カ
ル
ロ
ス
・
ベ
ロ
」
と
い
う
フ
ル
ネ
ー
ム
の
記
載
は
、
三
紙
合
計
で
五
〇
件
の
頻
度
で
あ
っ
た
が
、
後
述
す
る
「
金
大
中
」

の
三
一
〇
件
に
次
ぐ
数
で
あ
る
。

こ
こ
で
三
紙
を
比
較
し
て
み
る
と
、
ベ
ロ
に
関
し
て
は
、
読
売
で
「
氏
」
が
皆
無
、
朝
日
で
「
敬
称
な
し
」
の
「
ベ
ロ
」
が
四
件
み

ら
れ
た
も
の
の
、
い
ず
れ
も
少
数
で
あ
り
、
三
紙
と
も
「
肩
書
き
」
つ
き
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
と
い
う
点
で
違
い
は
み
ら
れ
な
か
っ

た
。
ホ
ル
タ
に
つ
い
て
は
、
毎
日
で
「
肩
書
き
」
つ
き
が
四
件
み
ら
れ
る
が
、
各
紙
と
も
「
氏
」
が
大
多
数
を
占
め
て
お
り
、
大
き
な

差
は
な
い
。

表
17
は
、
一
九
九
八
年
に
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
和
平
に
貢
献
し
た
功
績
に
よ
り
平
和
賞
を
授
与
さ
れ
た
社
会
民
主
労
働
党
（
Ｓ
Ｄ
Ｌ

Ｐ
）
党
首
ジ
ョ
ン
・
ヒ
ュ
ー
ム
と
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
治
政
府
首
相
デ
ビ
ッ
ド
・
ト
リ
ン
ブ
ル
に
対
す
る
敬
称
一
覧
で
あ
る
。

独
立
を
め
ぐ
り
、
長
年
に
わ
た
っ
て
紛
争
が
続
い
て
き
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
問
題
は
、
き
わ
め
て
深
刻
な
も
の
で
あ
る
が
、
日
本
に

は
あ
ま
り
馴
染
み
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
反
映
し
て
か
、
ヒ
ュ
ー
ム
は
三
紙
合
計
で
四
一
件
、
ト
リ
ン
ブ
ル
は
二
二
件
と
、
や
や
地
味
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な
扱
い
で
あ
っ
た
。
ヒ
ュ
ー
ム
は
フ
ル
ネ

ー
ム
な
い
し
姓
の
次
に
「
氏
」
を
つ
け
る

表
記
が
ほ
ぼ
半
々
で
、
合
わ
せ
て
二
七
件

（
六
五
・
九
％
）
と
最
多
で
あ
り
、
フ
ル

ネ
ー
ム
な
い
し
姓
に
「
肩
書
き
」
が
つ
い

た
も
の
が
、
合
計
一
〇
件
（
二
四
・
四

％
）
と
な
っ
て
い
る
。
肩
書
き
は
「（
社

会
民
主
労
働
党
）
党
首
」
で
あ
る
。
こ
の

傾
向
は
ト
リ
ン
ブ
ル
も
ほ
と
ん
ど
同
じ

で
、
姓
に
「
氏
」
の
敬
称
が
合
計
一
五
件

（
六
八
・
二
）
％
、
姓
に
「
肩
書
き
」
つ

き
の
表
記
が
六
件
（
二
七
・
三
％
）
で
あ

る
。
肩
書
き
は
「（
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自

治
政
府
）
首
相
」
な
い
し
「
党
首
（
彼
は

ア
ル
ス
タ
ー
統
一
党
党
首
で
も
あ
る
）」

で
あ
っ
た
。
両
者
と
も
に
「
さ
ん
」
の
呼

称
が
全
く
使
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
こ

こ
で
も
共
通
し
て
い
る
。
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表17 ヒューム、トリンブルの呼び方(延べ語数) (単位：件)

1998年受賞 朝日 毎日 読売 小計 合 計

ジョン・ヒューム氏

ヒューム氏

6

3

6

4

1

7

13

14
27 65.9％

ジョン・ヒュームさん

ヒュームさん 0

ジョンさん

ジョン・ヒューム

ヒューム

1 2

1

3

1
4 9.8％

ジョン・ヒューム＋肩書き

ヒューム＋肩書き

1 2

2

1

4

4

6
10 24.4％

合 計 10 15 16 41 41 100.0％

1998年受賞 朝日 毎日 読売 小計 合 計

デビッド・トリンブル氏

トリンブル氏 3 8 4 15
15 68.2％

デビッド・トリンブルさん

トリンブルさん 0

デビッドさん

デビッド・トリンブル

トリンブル 1 1
1 4.5％

デビッド・トリンブル＋肩書き

トリンブル＋肩書き 3 3 6
6 27.3％

合 計 3 11 8 22 22 100.0％



各
紙
別
に
み
る
と
、
三
紙
と
も
「
ト
リ
ン
ブ
ル
氏
」
が
多
数
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
全
三
件
と
少
な
い
朝
日
が
す
べ
て
「
ト
リ
ン
ブ

ル
氏
」
の
記
載
と
な
っ
て
お
り
、
毎
日
は
一
一
件
中
八
件
（
七
二
・
七
％
）、
読
売
は
八
件
中
四
件
（
五
〇
・
〇
％
）
が
「
氏
」
と
な

っ
て
い
た
。
ま
た
、
毎
日
・
読
売
と
も
「
肩
書
き
」
つ
き
が
三
件
み
ら
れ
た
。

⑹

二
〇
〇
〇
年
代
前
半
に
お
け
る
男
性
の
平
和
賞
受
賞
者

金
大
中
、
ア
ナ
ン
、
カ
ー
タ
ー

表
18
に
は
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
北
朝
鮮
）
の
金
正
日
首
相
と
南
北
会
談
を
行
い
、
朝
鮮
半
島
の
緊
張
緩
和
に
寄
与
し
た

と
し
て
二
〇
〇
〇
年
に
受
賞
し
た
大
韓
民
国
大
統
領
の
金
大
中
と
、
〇
一
年
、
長
年
に
わ
た
る
平
和
活
動
が
評
価
さ
れ
、
国
際
連
合
と

と
も
に
平
和
賞
を
受
賞
し
た
国
連
事
務
総
長
コ
フ
ィ
ー
・
ア
ナ
ン
、
そ
し
て
〇
二
年
、
国
際
紛
争
解
決
に
努
力
し
た
功
績
で
受
賞
し
た

元
米
国
大
統
領
ジ
ミ
ー
・
カ
ー
タ
ー
の
敬
称
内
訳
を
掲
げ
た
。

七
〇
年
代
よ
り
日
本
で
も
韓
国
の
大
統
領
候
補
と
し
て
知
ら
れ
、
Ｋ
Ｃ
Ｉ
Ａ
に
よ
っ
て
日
本
か
ら
拉
致
さ
れ
て
本
国
で
死
刑
判
決
ま

で
受
け
た
金
大
中
の
受
賞
は
、
南
北
が
対
立
し
て
い
る
隣
国
の
平
和
問
題
で
も
あ
り
、
日
本
の
安
全
保
障
と
も
か
か
わ
る
。
そ
の
た

め
、
見
出
し
で
の
金
大
中
へ
の
言
及
は
、
三
紙
合
計
で
五
〇
四
件
の
多
さ
に
達
し
た
。
そ
の
う
ち
、
フ
ル
ネ
ー
ム
の
「
金
大
中
（
韓

国
）
大
統
領
」
二
五
〇
件
（
四
九
・
六
％
）、
姓
の
み
の
「
金
（
韓
国
）
大
統
領
」
一
五
五
件
（
三
〇
・
八
％
）
の
、
合
わ
せ
て
四
〇

五
件
（
八
〇
・
四
％
）
が
「
大
統
領
」
の
肩
書
き
と
な
っ
た
。
一
方
、「
氏
」
の
つ
く
も
の
は
、「
金
大
中
氏
」
五
九
件
（
一
一
・
七

％
）、「
金
氏
」
三
九
件
（
七
・
七
％
）
で
、
合
計
九
八
件
（
一
九
・
四
％
）
み
ら
れ
た
。

各
紙
ご
と
の
違
い
は
あ
ま
り
み
ら
れ
ず
、
い
ず
れ
も
「
金
大
中
大
統
領
」
が
最
多
で
、
朝
日
で
は
全
一
四
八
件
中
七
三
件
（
四
九
・

三
％
）、
毎
日
で
は
全
一
八
八
件
中
八
八
件
（
四
六
・
八
％
）、
読
売
で
は
一
六
八
件
中
八
九
件
（
五
三
・
〇
％
）
を
占
め
、
次
い
で

「
金
大
統
領
」
が
続
き
、
朝
日
四
〇
件
（
二
七
・
〇
％
）、
毎
日
六
七
件
（
三
五
・
六
％
）、
読
売
四
八
件
（
二
八
・
六
％
）
と
、
ど
れ
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表18 金大中、アナン、カーターの呼び方(延べ語数) (単位：件)

2000年受賞 朝日 毎日 読売 小計 合 計

金大中氏

金氏

16

19

18

14

25

6

59

39
98 19.4％

金大中さん

金さん 0

大中さん

金大中

金

1 1
1 0.2％

金大中＋肩書き

金＋肩書き

73

40

88

67

89

48

250

155
405 80.4％

合 計 148 188 168 504 504 100.0％

2001年受賞 朝日 毎日 読売 小計 合 計

コフィー・アナン氏

アナン氏
0

コフィー・アナンさん

アナンさん 5 5 5 4.7％

コフィーさん

コフィー・アナン

アナン
0

コフィー・アナン＋肩書き

アナン＋肩書き 25 36 40 101
101 95.3％

合 計 25 36 45 106 106 100.0％

2002年受賞 朝日 毎日 読売 小計 合 計

ジミー・カーター氏

カーター氏 13

6

36

3

12

9

61
70 44.3％

ジミー・カーターさん 2 2

カーターさん 3 4 1 8 10 6.3％

ジミーさん

ジミー・カーター

カーター
0

ジミー・カーター＋肩書き

カーター＋肩書き

4

16

4

29

6

19

14

64
78 49.4％

合 計 36 79 43 158 158 100.0％



も
「
肩
書
き
」
つ
き
の
呼
び
方
が
定
型
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
「
氏
」
に
関
し
て
は
、
朝
日
で
姓
の
み
の
「
金
氏
」
が
や
や
多

く
、「
金
大
中
氏
」
と
姓
名
で
記
載
す
る
こ
と
の
多
い
他
二
紙
と
は
少
し
違
っ
て
い
る
。

金
大
中
同
様
メ
デ
ィ
ア
上
で
見
聞
き
す
る
こ
と
の
多
か
っ
た
、
ガ
ー
ナ
人
の
国
連
事
務
総
長
ア
ナ
ン
は
、
受
賞
し
た
二
〇
〇
一
年
の

調
査
期
間
中
に
一
〇
六
件
登
場
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
一
〇
一
件
（
九
五
・
三
％
）
は
、「
ア
ナ
ン
（
国
連
）
事
務
総

長
」
と
い
う
聞
き
慣
れ
、
か
つ
読
み
慣
れ
た
肩
書
き
つ
き
の
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、「
氏
」
の
敬
称
は
一
件
も
な
く
、「
さ
ん
」
づ
け

が
五
件
（
四
・
七
％
）
み
ら
れ
た
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
す
べ
て
の
形
を
通
し
て
、
な
ぜ
か
コ
フ
ィ
ー
・
ア
ナ
ン
と
フ
ル
ネ
ー
ム
が
記

さ
れ
た
も
の
は
皆
無
で
あ
っ
た
。

新
聞
別
に
は
、
読
売
、
毎
日
、
朝
日
の
順
で
登
場
頻
度
が
減
る
が
、「
ア
ナ
ン
さ
ん
」
が
読
売
で
五
件
（
読
売
の
一
一
・
一
％
）
み

ら
れ
た
ほ
か
は
、
す
べ
て
姓
の
み
の
「
ア
ナ
ン
」
に
「
肩
書
き
」
つ
き
の
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
七
七
年
か
ら
八
一
年
ま
で
米
大
統
領
の
職
に
あ
り
、
〇
二
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
カ
ー
タ
ー
は
、
合
計
で
一
五
八

件
み
ら
れ
た
。
う
ち
最
多
は
、
姓
の
み
の
「
カ
ー
タ
ー
」
に
「
元
（
米
国
）
大
統
領
」
が
つ
く
も
の
で
、
六
四
件
（
四
〇
・
五
％
）、

そ
れ
に
姓
名
に
肩
書
き
の
つ
く
「
ジ
ミ
ー
・
カ
ー
タ
ー
元
（
米
国
）
大
統
領
」
一
四
件
（
八
・
九
％
）
を
合
わ
せ
る
と
、「
肩
書
き
」

つ
き
が
全
体
の
半
数
の
七
八
件
（
四
九
・
四
％
）
を
占
め
て
い
る
。
一
方
で
、
姓
の
「
カ
ー
タ
ー
」
に
「
氏
」
が
つ
け
ら
れ
る
表
記
が

六
一
件
（
三
八
・
六
％
）、
姓
名
の
「
ジ
ミ
ー
・
カ
ー
タ
ー
」
に
「
氏
」
が
つ
け
ら
れ
る
表
記
が
九
件
（
五
・
七
％
）
と
、
合
計
七
〇

件
（
四
四
・
三
％
）
が
「
氏
」
の
敬
称
つ
き
で
扱
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、「
さ
ん
」
と
い
う
敬
称
が
、「
ジ
ミ
ー
・
カ
ー
タ
ー
さ
ん
」

「
カ
ー
タ
ー
さ
ん
」
合
わ
せ
て
一
〇
件
（
六
・
三
％
）
と
、
わ
ず
か
な
が
ら
み
ら
れ
た
。

新
聞
別
に
は
、
登
場
件
数
に
や
や
む
ら
が
あ
り
、
毎
日
が
七
九
件
で
最
も
多
く
、
次
い
で
読
売
が
四
三
件
、
朝
日
が
毎
日
の
半
分
以

下
の
三
六
件
と
な
っ
て
い
る
。
朝
日
は
「
氏
」
が
一
三
件
（
三
六
・
一
％
）
に
対
し
、「
肩
書
き
」
つ
き
が
二
〇
件
（
五
五
・
六
％
）、
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毎
日
は
「
氏
」
が
四
〇
件
（
五
〇
・
六
％
）
に
対
し
「
肩
書
き
」
つ
き
が
三
三
件
（
四
一
・
八
％
）、
読
売
は
「
氏
」
が
一
五
件
（
三

四
・
八
％
）
に
対
し
「
肩
書
き
」
つ
き
は
二
五
件
（
五
八
・
一
％
）
と
な
っ
た
。
相
対
的
に
、
毎
日
で
「
氏
」
の
使
用
が
多
く
、
朝
日

と
読
売
で
は
「
肩
書
き
」
つ
き
が
「
氏
」
を
上
回
っ
て
い
る
。

⑺

二
〇
〇
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
男
性
の
平
和
賞
受
賞
者

エ
ル
バ
ラ
ダ
イ
、
ユ
ヌ
ス
、
ゴ
ア
、
ア
ハ
テ
ィ
サ
ー
リ
、
オ
バ
マ
、
劉
暁
波

表
19
は
、
二
〇
〇
五
年
受
賞
者
の
、
国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
事
務
局
長
と
し
て
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
平
和
利
用
に
貢
献

し
た
と
さ
れ
る
エ
ジ
プ
ト
人
の
モ
ハ
メ
ド
・
エ
ル
バ
ラ
ダ
イ
、
貧
困
層
を
対
象
に
し
た
低
金
利
・
無
担
保
融
資
の
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
ジ
ッ

ト
の
制
度
を
普
及
さ
せ
て
〇
六
年
に
受
賞
し
た
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
総
裁
の
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
人
、
ム
ハ
マ
ド
・
ユ
ヌ
ス
、
〇
七
年
に
受

賞
の
、
地
球
温
暖
化
問
題
を
著
書
な
ど
で
世
界
中
に
知
ら
せ
、
そ
の
防
止
に
必
要
な
措
置
の
基
盤
を
築
い
た
こ
と
で
評
価
さ
れ
た
元
米

副
大
統
領
ア
ル
・
ゴ
ア
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
敬
称
で
あ
る
。
エ
ル
バ
ラ
ダ
イ
は
一
一
一
件
、
ユ
ヌ
ス
は
九
九
件
、
ゴ
ア
は
二
一
〇
件
み
ら

れ
た
。

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
と
と
も
に
受
賞
し
た
エ
ル
バ
ラ
ダ
イ
は
、
三
紙
合
計
で
、
姓
に
「（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
事
務
局
長
」
の
「
肩
書
き
」
つ
き
の
六

五
件
（
五
八
・
六
％
）
と
姓
に
「
氏
」
の
四
六
件
（
四
一
・
四
％
）
に
二
分
さ
れ
た
の
み
で
、
ほ
か
の
呼
び
方
は
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な

か
っ
た
。

各
紙
と
も
傾
向
に
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
差
は
な
く
、「
エ
ル
バ
ラ
ダ
イ
事
務
局
長
」
が
朝
日
全
三
九
件
中
二
一
件
（
五
三
・
八
％
）、
毎

日
全
四
〇
件
中
二
七
件
（
六
七
・
五
％
）、
読
売
全
三
二
件
中
一
七
件
（
五
三
・
一
％
）
と
「
肩
書
き
」
つ
き
が
半
数
を
超
え
、「
氏
」

つ
き
の
「
エ
ル
バ
ラ
ダ
イ
氏
」
は
朝
日
で
一
八
件
（
四
六
・
二
％
）、
毎
日
で
一
三
件
（
三
二
・
五
％
）、
読
売
で
一
五
件
（
四
六
・
九
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表19 エルバラダイ、ユヌス、ゴアの呼び方(延べ語数) (単位：件)

2005年受賞 朝日 毎日 読売 小計 合 計

モハメド・エルバラダイ氏

エルバラダイ氏 18 13 15 46
46 41.4％

モハメド・エルバラダイさん

エルバラダイさん 0

モハメドさん

モハメド・エルバラダイ

エルバラダイ
0

モハメド・エルバラダイ＋肩書き

エルバラダイ＋肩書き 21 27 17 65
65 58.6％

合 計 39 40 32 111 111 100.0％

2006年受賞 朝日 毎日 読売 小計 合 計

ムハマド・ユヌス氏

ユヌス氏

2

14

8

13

10

30

20

57
77 77.8％

ムハマド・ユヌスさん 1 1 2

ユヌスさん 2 2 4 4.0％

ムハマドさん

ムハマド・ユヌス

ユヌス
0

ムハマド・ユヌス＋肩書き

ユヌス＋肩書き

2 8

5

1

2

11

7
18 18.2％

合 計 21 34 44 99 99 100.0％

2007年受賞 朝日 毎日 読売 小計 合 計

アル・ゴア氏

ゴア氏

9

24

3

62

6

29

18

115
133 63.3％

アル・ゴアさん 1 1

ゴアさん 1 1 2 1.0％

アルさん

アル・ゴア

ゴア

2

1

1 3

1
4 1.9％

アル・ゴア＋肩書き

ゴア＋肩書き

4

8

22

12

11

14

37

34
71 33.8％

合 計 50 100 60 210 210 100.0％



％
）
と
な
っ
た
。
ま
た
ア
ナ
ン
と
同
様
、「
モ
ハ
メ
ド
・
エ
ル
バ
ラ
ダ
イ
」
と
い
う
フ
ル
ネ
ー
ム
の
記
載
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

グ
ラ
ミ
ン
銀
行
と
と
も
に
貧
困
層
の
経
済
的
・
社
会
的
基
盤
を
築
い
た
こ
と
で
顕
彰
さ
れ
た
ユ
ヌ
ス
は
、「
肩
書
き
」
よ
り
も
「
氏
」

が
多
く
、「
ム
ハ
マ
ド
・
ユ
ヌ
ス
」
に
「
氏
」
を
つ
け
た
表
現
が
二
〇
件
（
二
〇
・
二
％
）、「
ユ
ヌ
ス
」
に
「
氏
」
を
つ
け
た
も
の
が

五
七
件
（
五
七
・
六
％
）
で
、「
氏
」
の
敬
称
表
記
が
合
計
七
七
件
（
七
七
・
八
％
）
と
大
多
数
を
占
め
た
。「
肩
書
き
」
は
、
合
計
一

八
件
（
一
八
・
二
％
）
み
ら
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
「
総
裁
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
さ
ん
」
づ
け
も
計
四
件
（
四
・
〇
％
）
と
若
干
み

ら
れ
た
。
受
賞
当
時
、
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
総
裁
と
い
う
役
職
・
肩
書
き
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
人
は
「
氏
」
つ
き
で
呼
ば
れ

る
こ
と
が
多
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

三
紙
別
に
み
る
と
、
二
一
件
登
場
し
た
朝
日
で
、
他
紙
に
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
「
さ
ん
」
が
二
件
（
九
・
五
％
）
み
ら
れ
る
ほ

か
、
毎
日
で
「
肩
書
き
」
つ
き
が
三
四
件
中
一
三
件
（
三
八
・
二
％
）、
読
売
で
「
氏
」
が
四
四
件
中
四
〇
件
（
九
〇
・
九
％
）
み
ら

れ
る
な
ど
、
違
い
が
生
じ
て
い
る
。

ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
米
大
統
領
時
代
の
副
大
統
領
の
時
に
「
情
報
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
ウ
ェ
イ
構
想
」
に
よ
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
普

及
さ
せ
、
大
統
領
選
落
選
後
は
地
球
温
暖
化
に
関
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
不
都
合
な
真
実
』
へ
の
出
演
な
ど
で
日
本
で
も
よ

く
知
ら
れ
る
ゴ
ア
は
、「
ゴ
ア
氏
」
の
一
一
五
件
（
五
四
・
八
％
）
を
筆
頭
に
、「
ア
ル
・
ゴ
ア
氏
」
一
八
件
（
八
・
六
％
）
と
で
合
計

一
三
三
件
（
六
三
・
三
％
）
に
「
氏
」
の
敬
称
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。「
元
」
と
い
う
こ
と
で
先
の
カ
ー
タ
ー
と
似
て
い
る
が
、
カ
ー

タ
ー
の
場
合
は
「
氏
」
と
「
肩
書
き
」
が
ほ
ぼ
半
々
で
敬
称
を
二
分
し
て
い
た
の
に
対
し
、
ゴ
ア
の
場
合
は
「
元
副
大
統
領
」「
前
副

大
統
領
」
な
ど
の
肩
書
き
は
、
フ
ル
ネ
ー
ム
「
ア
ル
・
ゴ
ア
」
プ
ラ
ス
肩
書
き
の
表
記
が
三
七
件
（
一
七
・
六
％
）、
姓
の
み
の
「
ゴ

ア
」
プ
ラ
ス
肩
書
き
の
表
記
が
三
四
件
（
一
六
・
二
％
）
の
計
七
一
件
（
三
三
・
八
％
）
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
ブ
ー

ム
に
よ
る
関
心
の
高
ま
り
も
あ
っ
て
、
メ
デ
ィ
ア
的
な
話
題
性
は
カ
ー
タ
ー
よ
り
も
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
カ
ー
タ
ー
が
「
大
統
領
」
で
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あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
ゴ
ア
の
場
合
は
「
副
大
統
領
」
で
あ
っ
た
と
い
う
、「〞
肩
書
き
の
力
〝
の
差
」
で
あ
ろ
う
か
。

新
聞
別
に
は
、
登
場
数
に
濃
淡
が
み
ら
れ
、
毎
日
が
最
多
の
一
〇
〇
件
、
読
売
が
六
〇
件
、
朝
日
が
五
〇
件
と
な
っ
た
。
内
訳
を
み

る
と
、
朝
日
で
「
氏
」
が
三
三
件
（
六
六
・
〇
％
）
に
対
し
「
肩
書
き
」
が
一
二
件
（
二
四
・
〇
％
）、
毎
日
で
「
氏
」
が
六
五
件

（
六
五
・
〇
％
）
に
対
し
て
「
肩
書
き
」
が
三
四
件
（
三
四
・
〇
％
）、
読
売
で
「
氏
」
が
三
五
件
（
五
八
・
三
％
）
に
対
し
て
「
肩
書

き
」
が
二
五
件
（
四
一
・
七
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
相
対
比
較
で
み
れ
ば
、
極
端
に
大
き
な
差
は
み
ら
れ
な
い
。

男
性
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
た
ち
の
最
後
の
表
と
な
る
表
20
に
は
、
三
人
の
敬
称
を
掲
げ
た
。
一
人
は
、
二
〇
〇
八
年
、
ア
チ
ェ
和

平
合
意
交
渉
や
コ
ソ
ボ
独
立
の
仲
介
案
な
ど
調
停
役
を
務
め
た
功
績
で
授
与
さ
れ
た
、
元
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
統
領
マ
ル
テ
ィ
・
ア
ハ
テ

ィ
サ
ー
リ
。
も
う
一
人
は
、
〇
九
年
に
「
核
兵
器
な
き
世
界
」
に
向
け
て
国
際
社
会
へ
働
き
か
け
た
功
績
で
受
賞
し
た
、
米
大
統
領
バ

ラ
ク
・
オ
バ
マ
。
そ
し
て
、
一
〇
年
受
賞
の
、
中
華
人
民
共
和
国
の
民
主
化
運
動
に
加
わ
っ
て
幾
度
か
逮
捕
・
投
獄
さ
れ
、
懲
役
刑
で

服
役
中
の
著
作
家
・
運
動
家
、
劉
暁
波
で
あ
る
。
ア
ハ
テ
ィ
サ
ー
リ
は
六
九
件
が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
、
〇
九
年
の
大
統
領
就
任
時
に
日
本

で
も
一
大
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
た
オ
バ
マ
は
七
四
五
件
、
そ
し
て
劉
暁
波
は
、
隣
の
大
国
中
国
の
民
主
化
問
題
へ
の
関
心
の
高
ま
り

を
反
映
し
て
、
本
調
査
中
最
多
の
八
九
六
件
が
数
え
ら
れ
た
。

ア
ハ
テ
ィ
サ
ー
リ
は
、
大
統
領
退
任
後
に
平
和
調
停
に
活
躍
し
た
点
で
、
カ
ー
タ
ー
と
同
じ
ケ
ー
ス
で
あ
る
が
、
敬
称
に
関
し
て

は
、
む
し
ろ
ゴ
ア
に
似
て
、「
氏
」
が
三
紙
合
計
四
八
件
（
六
九
・
六
％
）
と
、
主
た
る
敬
称
と
な
っ
て
い
る
。「
肩
書
き
」
は
「
元

（
前
）
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
統
領
」
で
、
合
計
二
〇
件
（
二
九
・
〇
％
）
に
と
ど
ま
っ
た
。
ど
ち
ら
も
フ
ル
ネ
ー
ム
で
扱
わ
れ
る
よ
り
姓

の
み
の
記
載
が
多
い
。「
肩
書
き
」
よ
り
も
「
氏
」
が
多
い
の
は
、
現
役
大
統
領
時
代
に
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
で
は
あ
ま
り
報
道
さ
れ
ず
、

カ
ー
タ
ー
ほ
ど
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
が
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

新
聞
別
に
み
る
と
、
朝
日
は
全
二
二
件
中
「
氏
」
が
一
五
件
（
六
八
・
二
％
）、「
肩
書
き
」
が
七
件
（
三
一
・
八
％
）、
毎
日
は
全
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表20 アハティサーリ、オバマ、劉暁波の呼び方(延べ語数)(単位：件)

2008年受賞 朝日 毎日 読売 小計 合 計

マルティ・アハティサーリ氏

アハティサーリ氏

1

14 15 18

1

47
48 69.6％

マルティ・アハティサーリさん

アハティサーリさん 0

マルティさん

マルティ・アハティサーリ

アハティサーリ 1 1
1 1.4％

マルティ・アハティサーリ＋肩書き

アハティサーリ＋肩書き

3

4 8 5

3

17
20 29.0％

合 計 22 24 23 69 69 100.0％

2009年受賞 朝日 毎日 読売 小計 合 計

バラク・オバマ氏

オバマ氏

2

87

2

53

2

49

6

189
195 26.2％

バラク・オバマさん 1 1

オバマさん 10 2 7 19 20 2.7％

バラクさん

バラク・オバマ

オバマ

1

13 7 4

1

24
25 3.4％

バラク・オバマ＋肩書き

オバマ＋肩書き( オバマ一家」含む)

3

136

2

198

9

157

14

491
505 67.8％

合 計 252 264 229 745 745 100.0％

2010年受賞 朝日 毎日 読売 小計 合 計

劉暁波氏

劉氏

134

145

104

137

167

146

405

428
833 93.0％

劉暁波さん 4 2 10 16

劉さん 15 1 6 22 38 4.2％

暁波さん

劉暁波

暁波（下の名のみ）

11 5

1

7 23

1
24 2.7％

劉暁波＋肩書き

劉＋肩書き（「劉夫妻」） 1 1
1 0.1％

合 計 309 250 337 896 896 100.0％



二
四
件
中
「
氏
」
が
一
五
件
（
六
二
・
五
％
）、「
肩
書
き
」
が
八
件
（
三
三
・
三
％
）、
読
売
は
全
二
三
件
中
「
氏
」
が
一
八
件
（
七

八
・
三
％
）、「
肩
書
き
」
が
五
件
（
二
一
・
七
％
）
と
、
お
お
む
ね
似
た
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
現
役
の
米
国
大
統
領
で
あ
る
オ
バ
マ
は
、「
大
統
領
」
を
「
肩
書
き
」
と
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
三
紙
合
計
で
、
フ
ル
ネ
ー

ム
の
「
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
大
統
領
」
一
四
件
（
一
・
九
％
）
と
姓
の
み
の
「
オ
バ
マ
大
統
領
」
四
九
一
件
（
六
五
・
九
％
）
と
を
合
わ

せ
て
、「
大
統
領
」
の
肩
書
き
が
つ
け
ら
れ
た
名
前
は
五
〇
五
件
（
六
七
・
八
％
）
を
占
め
た
。
ま
た
「
氏
」
と
い
う
敬
称
が
そ
れ
に

次
ぎ
、「
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
氏
」
六
件
（
〇
・
八
％
）
と
「
オ
バ
マ
氏
」
一
八
九
件
（
二
五
・
四
％
）
が
計
一
九
五
件
（
二
六
・
二
％
）

み
ら
れ
た
。「
肩
書
き
」
に
せ
よ
「
氏
」
に
せ
よ
、
フ
ル
ネ
ー
ム
の
「
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
」
よ
り
も
、
呼
び
習
わ
さ
れ
た
姓
の
み
の

「
オ
バ
マ
」
と
い
う
表
記
が
大
多
数
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
さ
ん
」
づ
け
が
二
〇
件
（
二
・
七
％
）、「
敬
称
な
し
」
が
二
五
件

（
三
・
四
％
）
み
ら
れ
た
点
は
、
他
の
受
賞
者
と
は
や
や
異
な
っ
た
傾
向
と
い
え
る
。
そ
れ
だ
け
日
本
の
読
者
・
メ
デ
ィ
ア
に
〞
近
し

い
〝
と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

各
紙
別
に
み
る
と
、
朝
日
で
全
二
五
二
件
中
「
肩
書
き
」
つ
き
が
一
三
九
件
（
五
五
・
二
％
）、「
氏
」
の
敬
称
が
八
九
件
（
三
五
・

三
％
）、
毎
日
で
全
二
六
四
件
中
「
肩
書
き
」
が
二
〇
〇
件
（
七
五
・
八
％
）、「
氏
」
が
五
五
件
（
二
〇
・
八
％
）、
読
売
で
全
二
二
九

件
中
「
肩
書
き
」
が
一
六
六
件
（
七
二
・
五
％
）、「
氏
」
が
五
一
件
（
二
二
・
三
％
）
と
、
毎
日
と
読
売
で
「
肩
書
き
」
つ
き
の
占
め

る
割
合
が
朝
日
よ
り
も
高
い
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
そ
の
分
朝
日
は
、「
オ
バ
マ
」
の
よ
う
な
「
敬
称
な
し
」
や
「
オ
バ
マ
さ
ん
」
の
よ

う
な
「
さ
ん
」
づ
け
が
他
紙
よ
り
や
や
多
く
な
っ
て
い
る
。

劉
暁
波
の
場
合
は
、
所
属
・
役
職
な
ど
が
な
い
た
め
も
あ
っ
て
か
、
三
紙
合
計
で
姓
の
「
劉
」
に
「
氏
」
の
つ
く
も
の
が
四
二
八

（
四
七
・
八
％
）
件
、
フ
ル
ネ
ー
ム
の
「
劉
暁
波
」
に
「
氏
」
の
つ
く
も
の
が
四
〇
五
件
（
四
五
・
二
％
）、
合
わ
せ
て
八
三
三
件
（
九

三
・
〇
％
）
と
、
ほ
と
ん
ど
が
「
氏
」
の
敬
称
つ
き
で
あ
っ
た
。
以
下
、「
さ
ん
」
づ
け
が
合
わ
せ
て
三
八
件
（
四
・
二
％
）、「
敬
称
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な
し
」
が
二
四
件
（
二
・
七
％
）
と
な
っ
た
。

各
紙
別
に
み
る
と
、
登
場
件
数
は
読
売
が
最
多
で
三
三
七
件
、
次
に
朝
日
が
三
〇
九
件
、
毎
日
が
二
五
〇
件
と
な
っ
て
お
り
、「
劉

暁
波
氏
」
と
「
劉
氏
」
と
で
若
干
各
紙
の
ウ
ェ
イ
ト
が
違
い
、
朝
日
は
「
劉
暁
波
氏
」
一
三
四
件
（
四
三
・
四
％
）
に
対
し
て
「
劉

氏
」
一
四
五
件
（
四
六
・
九
％
）
と
二
分
さ
れ
、
毎
日
は
「
劉
暁
波
氏
」
一
〇
四
件
（
四
一
・
六
％
）
に
対
し
て
「
劉
氏
」
は
一
三
七

件
（
五
四
・
八
％
）、
読
売
は
「
劉
暁
波
氏
」
一
六
七
件
（
四
九
・
五
％
）
に
対
し
て
「
劉
氏
」
が
一
四
六
件
（
四
三
・
三
％
）
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
朝
日
で
「
劉
さ
ん
」、
読
売
で
「
劉
暁
波
さ
ん
」
を
中
心
と
し
た
「
さ
ん
」
づ
け
が
、
そ
し
て
朝
日
で
「
敬
称
な

し
」
の
「
劉
暁
波
」
が
、
や
や
目
立
つ
。

民
主
化
を
求
め
て
国
内
で
弾
圧
さ
れ
拘
束
さ
れ
た
社
会
運
動
家
と
い
う
点
で
は
、
ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
も
劉
暁
波
と
同
じ
と
い

っ
て
い
い
が
、
そ
の
扱
わ
れ
方
は
、
年
代
が
違
う
と
は
い
え
、
片
や
劉
に
は
圧
倒
的
に
「
氏
」
が
つ
け
ら
れ
、
片
や
ス
ー
チ
ー
に
は
当

初
「
女
史
」
で
の
ち
に
「
さ
ん
」、
ご
く
最
近
に
な
っ
て
「
氏
」
が
つ
け
ら
れ
出
し
た
と
い
っ
た
よ
う
に
、
ず
い
ぶ
ん
と
違
っ
た
も
の

に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
男
性
の
場
合
は
、
全
員
が
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
所
属
先
や
役
職
が
「
現
役
」
で
あ
る
か
ど
う
か
が
、「
肩
書
き
」
と

「
氏
」
を
分
け
る
指
標
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
に
せ
よ
男
性
は
、
ほ
と
ん
ど
が
「
肩
書
き
」

か
「
氏
」
と
い
う
敬
称
で
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
ま
た
、
女
性
の
よ
う
に
、
時
代
に
よ
っ
て
呼
び
方
が
、
た
と
え

ば
「
女
史
」
か
ら
「
さ
ん
」、
そ
し
て
「
氏
」
へ
と
、
変
化
し
て
き
た
わ
け
で
も
な
い
。
敬
称
の
つ
け
方
に
ど
う
い
う
一
貫
性
や
規
準

が
あ
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
女
性
の
場
合
と
は
、
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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⑻

女
性
と
男
性
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
の
間
の
顕
著
な
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

以
上
、「
ス
ー
チ
ー
後
」
の
女
性
と
男
性
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
の
敬
称
を
個
別
に
み
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
あ
ら
た
め
て
全

体
を
通
し
て
振
り
返
る
こ
と
で
、
女
男
の
呼
び
方
に
あ
ら
わ
れ
た
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
実
態
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
女
性
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
に
対
す
る
表
現
の
し
か
た
の
変
遷
が
著
し
い
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
グ
ラ
フ
８
は
、
女
性

の
受
賞
者
の
敬
称
を
、
姓
名
の
表
記
の
し
か
た
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
に
「
氏
」「
さ
ん
」「
敬
称
な
し
」「
肩
書
き
」「
女
史
」
に
五
分
類

し
、
各
受
賞
者
ご
と
に
三
紙
合
計
の
値
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
グ
ラ
フ
か
ら
、
調
査
期
間
中
に
各
受
賞
者
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
件
数
を
み
て
み
る
と
、
一
九
九
一
年
の
ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー
チ

ー
の
三
七
〇
件
が
著
し
く
多
く
、
二
位
の
シ
リ
ン
・
エ
バ
デ
ィ
一
六
七
件
、
エ
レ
ン
・
サ
ー
リ
ー
フ
一
六
四
件
を
大
き
く
引
き
離
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
四
位
以
下
の
受
賞
者
は
、
い
ず
れ
も
一
〇
〇
件
以
下
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

次
に
特
筆
す
べ
き
は
、
ス
ー
チ
ー
の
「
女
史
」
の
値
の
高
さ
で
、
二
四
三
件
と
全
体
の
七
割
近
く
に
達
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
ス
ー
チ
ー
以
後
は
、
次
の
リ
ゴ
ベ
ル
タ
・
メ
ン
チ
ュ
で
三
件
み
ら
れ
た
の
を
最
後
に
、「
女
史
」
は
ま
っ
た
く
使
用
さ

れ
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
女
史
」
は
も
は
や
死
語
と
化
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
ん
」
づ
け
は
、
ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
に
関
し
て
は
一
〇
六
件
と
第
二
位
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
各
受
賞
者
で
は
、
エ
レ

ン
・
サ
ー
リ
ー
フ
を
除
き
、
最
も
多
い
呼
び
方
と
な
り
、
リ
ゴ
ベ
ル
タ
・
メ
ン
チ
ュ
で
四
一
件
、
ジ
ョ
デ
ィ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
で
五
四

件
、
シ
リ
ン
・
エ
バ
デ
ィ
で
九
四
件
、
ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ
イ
で
四
八
件
を
記
録
し
た
。
唯
一
例
外
の
エ
レ
ン
・
サ
ー
リ
ー
フ
に
関
し

て
は
、
大
統
領
と
い
う
肩
書
き
が
大
部
分
を
占
め
、「
さ
ん
」
は
一
五
件
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
リ
ー
マ
・
ボ
ウ
イ
ー
で
は
五
二
件
、
タ

ワ
ッ
ク
ル
・
カ
ル
マ
ン
で
は
六
一
件
で
あ
っ
た
。

一
方
、「
氏
」
に
つ
い
て
は
、
ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
、
リ
ゴ
ベ
ル
タ
・
メ
ン
チ
ュ
、
ジ
ョ
デ
ィ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
ま
で
は
、
件
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数
が
少
な
く
い
ず
れ
も
五
件
以
下
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
降
は
急
増
し
、
シ
リ
ン
・
エ
バ
デ
ィ
七
一
件
、
エ
レ
ン
・
サ
ー
リ
ー
フ
七
六

件
な
ど
が
目
立
つ
。
た
だ
し
、
リ
ー
マ
・
ボ
ウ
イ
ー
だ
け
は
一
桁
の
使
用
と
な
っ
た
。

肩
書
き
を
つ
け
た
呼
び
方
に
つ
い
て
み
る
と
、
女
性
の
受
賞
者
の
場
合
、
現
職
大
統
領
で
あ
る
サ
ー
リ
ー
フ
の
七
〇
件
を
除
い
て
、

あ
と
は
全
員
五
件
以
下
と
圧
倒
的
に
少
な
い
。
彼
女
ら
に
所
属
や
役
職
が
な
く
肩
書
き
を
つ
け
る
こ
と
が
不
可
能
だ
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、
現
に
肩
書
き
を
つ
け
た
呼
び
方
も
若
干
み
ら
れ
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
た
と
え
ば
シ
リ
ン
・
エ
バ
デ
ィ
に

は
、
肩
書
き
と
し
て
「
元
裁
判
官
」
や
「
弁
護
士
」
を
つ
け
る
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
は
ず
だ
が
、
実
際
に
は
ゼ
ロ
件
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
サ
ー
リ
ー
フ
の
場
合
、
こ
の
あ
と
で
み
る
よ
う
に
、
オ
バ
マ
な
ど
男
性
の
大
統
領
が
「
氏
」
よ
り
も
「
大
統
領
」
の
肩
書
き
で
扱

わ
れ
る
こ
と
が
大
多
数
で
あ
る
の
と
は
異
な
り
、「
大
統
領
」
の
肩
書
き
よ
り
も
「
氏
」
の
敬
称
の
方
が
や
や
上
回
っ
て
い
た
。

次
に
、
男
性
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
に
つ
け
ら
れ
た
敬
称
を
、
姓
名
の
表
記
の
し
か
た
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
に
、「
氏
」「
さ

ん
」「
敬
称
な
し
」「
肩
書
き
」
に
四
分
類
し
、
各
受
賞
者
ご
と
に
三
紙
合
計
の
値
を
示
し
た
の
が
グ
ラ
フ
９
で
あ
る
。

こ
れ
を
み
て
ま
ず
第
一
に
明
ら
か
な
の
は
、
男
性
の
出
現
件
数
（
三
七
一
九
件
）
が
、
女
性
の
出
現
件
数
（
一
〇
二
七
件
）
と
比
較

し
て
か
な
り
多
い
こ
と
で
あ
る
。
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
一
九
人
の
受
賞
男
性
の
一
人
当
た
り
の
出
現
件
数
は
一
九
六
件
で
あ

る
の
に
対
し
、
八
人
い
る
女
性
の
一
人
当
た
り
の
出
現
件
数
は
一
二
八
件
で
、
一
・
五
倍
の
差
が
あ
る
。

第
二
に
い
え
る
こ
と
は
、
少
な
か
ら
ぬ
男
性
の
受
賞
者
が
、
所
属
や
役
職
な
ど
の
「
肩
書
き
」
で
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
全

一
九
人
中
過
半
数
の
一
一
人
で
「
肩
書
き
」
が
「
氏
」
を
上
回
っ
て
お
り
、
中
で
も
ア
ラ
フ
ァ
ト
（
一
一
一
件
）、
ラ
ビ
ン
（
一
〇
八

件
）、
カ
ル
ロ
ス
・
ベ
ロ
（
一
七
四
件
）、
金
大
中
（
四
〇
五
件
）
の
四
人
は
、
圧
倒
的
に
「
肩
書
き
」
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
、
バ

ラ
ク
・
オ
バ
マ
の
「
肩
書
き
」（
五
〇
五
件
）
も
「
氏
」（
一
九
五
件
）
と
の
乖
離
が
大
き
く
、
モ
ハ
メ
ド
・
エ
ル
バ
ラ
ダ
イ
の
「
肩
書

き
」（
六
五
件
）
と
「
氏
」（
四
六
件
）
に
も
、
や
や
開
き
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
現
役
の
議
長
、
首
相
、
司
教
、
大
統
領
、
事
務
局
長
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と
い
っ
た
人
た
ち
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
女
性
の
場
合
に
は
、
サ
ー
リ
ー
フ
に
典
型
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
同
じ
現
職
大
統
領

で
あ
っ
て
も
「
氏
」
と
書
か
れ
る
割
合
が
相
対
的
に
多
い
。

第
三
に
、
男
性
の
場
合
、「
氏
」
が
「
肩
書
き
」
に
次
い
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
氏
」
が
「
肩
書
き
」
を
上
回
る
の
は
ラ
モ

ス
・
ホ
ル
タ
五
八
件
、
ジ
ョ
ン
・
ヒ
ュ
ー
ム
二
七
件
、
デ
ビ
ッ
ド
・
ト
リ
ン
ブ
ル
一
五
件
、
ム
ハ
マ
ド
・
ユ
ヌ
ス
七
七
件
、
ア
ル
・
ゴ

ア
一
三
三
件
、
マ
ル
テ
ィ
・
ア
ハ
テ
ィ
サ
ー
リ
四
八
件
、
そ
し
て
劉
暁
波
八
三
三
件
の
、
計
七
人
で
あ
る
。
ゴ
ア
を
除
い
て
、
日
本
で

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
人
び
と
と
言
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
場
合
は
、
現
役
で
あ
り
所
属
や
肩
書
き
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
「
氏
」
が
つ
け
ら
れ
る
傾
向
が
強
い
よ
う
だ
。
ま
た
、
ジ
ミ
ー
・
カ
ー
タ
ー
の
み
、「
氏
」（
七
八
件
）
と
「
肩
書
き
」（
七

〇
件
）
が
半
ば
拮
抗
し
て
い
た
。

第
四
に
、
男
性
で
は
、「
さ
ん
」
や
「
敬
称
な
し
」
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
さ
ん
」
が
つ
く
上
位
三
人
の

劉
、
オ
バ
マ
、
カ
ー
タ
ー
に
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
三
八
件
、
二
〇
件
、
一
〇
件
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

最
後
に
、
右
に
み
た
女
男
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
ふ
ま
え
、
受
賞
者
た
ち
に
つ
け
ら
れ
た
各
敬
称
ご
と
の
合
計
を
、
女
男
別
に
算
出
し

て
比
較
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
女
性
は
、「
氏
」
が
二
〇
四
件
（
全
敬
称
に
対
し
て
一
九
・
九
％
）、「
さ
ん
」
が
四
七
一
件
（
四
五
・

九
％
）、「
敬
称
な
し
」
が
二
五
件
（
二
・
四
％
）、「
肩
書
き
」
が
八
一
件
（
七
・
九
％
）、「
女
史
」
が
二
四
六
件
（
二
三
・
九
％
）
と

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
男
性
は
、「
氏
」
が
一
七
四
〇
件
（
四
六
・
八
％
）、「
さ
ん
」
が
八
四
件
（
二
・
三
％
）、「
敬
称
な
し
」

が
九
六
件
（
二
・
六
％
）、「
肩
書
き
」
が
一
七
九
九
件
（
四
八
・
四
％
）
で
あ
っ
た
。
男
性
は
、「
氏
」
と
「
肩
書
き
」
で
二
分
さ
れ
、

両
者
で
九
五
％
を
占
め
て
い
る
の
に
対
し
、
女
性
は
、「
さ
ん
」
が
半
分
近
く
を
占
め
、
残
り
は
「
女
史
」
と
「
氏
」
に
二
分
さ
れ
る
。

以
上
か
ら
も
、
敬
称
使
用
に
お
け
る
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
、
明
ら
か
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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お
わ
り
に

ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
の
解
消
に
向
け
て

⑴

肩
書
き
」「
氏
」「
さ
ん
」
の
意
味
す
る
も
の

社
会
言
語
学
で
は
、
代
名
詞
に
よ
る
敬
称
の
研
究
を
も
と
に
、
社
会
関
係
に
よ
る
言
語
表
現
の
使
い
分
け
の
要
因
と
し
て
「
力

（p
o
w
er

）」
と
「
仲
間
意
識
（so

lid
a
lity

）」
が
、
提
唱
さ
れ
て

10
）

い
る
。
今
回
本
調
査
研
究
で
み
て
き
た
の
は
、
代
名
詞
で
は
な
く
、

接
尾
語
と
し
て
の
敬
称
（
お
よ
び
そ
れ
に
替
わ
る
も
の
と
し
て
の
役
職
名
）
で
あ
る
が
、
同
じ
よ
う
な
観
点
か
ら
考
察
す
る
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

も
と
も
と
「
さ
ん
」
が
、「
様
」
の
く
だ
け
た
い
い
方
、
親
し
み
の
気
持
ち
を
込
め
た
い
い
方
、
軽
い
敬
意
を
あ
ら
わ
す
接
尾
辞
で

あ
る
こ
と
は
、
本
稿
の
初
め
の
方
で
『
広
辞
苑
』
を
引
い
て
紹
介
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
新
聞
の
場
合
、
人
名
が
出
て
く
る
の
は
客
観

的
・
中
立
的
な
報
道
記
事
の
中
で
あ
っ
て
、「
宛
名
」
や
口
語
場
面
で
の
「
呼
び
方
」
と
は
違
う
の
で
、「
様
」
と
い
う
最
上
級
の
敬
称

は
な
じ
み
に
く
く
、
そ
れ
を
用
い
な
い
こ
と
が
失
礼
に
あ
た
る
と
は
み
な
さ
れ
な
い
。

役
職
名
（
肩
書
き
）
は
、
社
会
的
な
権
威
を
あ
ら
わ
す
と
い
う
意
味
で
、「
力
（p

o
w
er

）」
に
関
連
す
る
も
の
と
な
り
得
る
。
一

方
、「
さ
ん
」
に
は
、「
力
」
と
い
う
よ
り
も
「
仲
間
意
識
（so

lid
a
lity

）」
の
要
因
が
強
め
と
み
る
こ
と
が
で
き
、「
氏
」
は
そ
の
中

間
に
位
置
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ん
」
の
、〞
仲
間
意
識
〝
や
〞
親
し
み
や
す
さ
〝
の
次
元
の
例
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
「
氏
」
の
敬
称
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
政
治

家
が
、
同
日
の
別
の
記
事
で
は
「
さ
ん
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。「
さ
ん
」
を
用
い
る
こ
と
で
、
そ

の
政
治
家
を
よ
り
身
近
な
存
在
と
し
て
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
よ
う
。
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敬
称
も
肩
書
き
も
つ
か
な
い
「
敬
称
な
し
」
が
用
い
ら
れ
る
ケ
ー
ス
は
、
二
通
り
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
犯
罪
者
な
ど
を

呼
ぶ
際
に
、
接
尾
語
を
何
も
つ
け
な
い
こ
と
に
よ
り
、
社
会
的
に
負
の
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
「
呼
び
捨
て
」
で
あ
る
。
長
年
メ
デ
ィ
ア

が
犯
罪
者
な
ど
に
対
し
呼
び
捨
て
を
通
し
て
き
た
背
景
に
は
、「
国
民
感
情
」
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、「
人
権
を
剥

奪
」
す
る
と
い
う
機
能
を
果
た
し
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
新
聞
・
テ
レ
ビ
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
逮
捕
時
の
被
疑
者
や
、
裁

判
中
・
判
決
確
定
後
の
犯
罪
者
な
ど
に
対
す
る
呼
び
捨
て
報
道
を
や
め
て
、「
〇
〇
容
疑
者
」「
〇
〇
被
告
」「
も
と
〇
〇
受
刑
囚
」
な

ど
と
、
い
わ
ば
「
肩
書
き
」
を
つ
け
る
よ
う
に
し
、「
人
権
に
配
慮
」
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

11
）

い
る
。

も
う
一
つ
は
、
日
本
人
や
外
国
人
の
作
家
・
芸
術
家
、
俳
優
、
タ
レ
ン
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
、
学
者
、
映
画
監
督
、
過
去
の
政
治

家
、
そ
の
他
著
名
人
な
ど
、
専
門
性
の
高
い
人
び
と
を
敬
称
を
つ
け
ず
に
呼
ぶ
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
多
く
の
人
に
知
ら
れ
て
い

る
名
前
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
一
芸
や
名
声
に
秀
で
た
「
力
」
ゆ
え
に
、
敬
称
を
つ
け
な
く
て
も
「
失
礼
」
に
当
た
ら
な
い
と
い
う
こ

と
な
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

〞
敬
意
度
〝
の
レ
ベ
ル
を
考
え
る
と
、
一
般
的
に
、
こ
の
四
つ
の
敬
称
の
関
係
は
（
著
名
人
の
「
敬
称
な
し
」
は
例
外
と
し
て
）、
以

下
の
よ
う
な
〞
序
列
〝
と
な
る
だ
ろ
う
。

肩
書
き

＞

氏

＞

さ
ん

＞

０／

敬
称
な
し
）

惠
靖
は
、
日
本
人
は
周
囲
の
あ
ら
ゆ
る
事
物
に
接
尾
辞
「
さ
ん
」
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
（
た
と
え
ば
職
業：

お
医
者
さ

ん
」、
動
物：

象
さ
ん
」、
店
・
会
社：

靴
屋
さ
ん
」、
物：

お
人
形
さ
ん
」、
宗
教：

仏
さ
ん
」
な
ど
）、
対
象
へ
の
距
離
感
を
な

く
し
、
親
密
な
関
係
を
維
持
し
た
い
と
い
う
意
識
が
根
底
に
あ
る
と
述
べ
つ
つ
、
同
時
に
、
対
象
に
対
す
る
話
し
手
の
尊
敬
や
親
愛
の
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程
度
に
よ
っ
て
、「
さ
ま
」「
ち
ゃ
ん
」
な
ど
接
尾
辞
の
形
を
変
え
て
い
る
と
指
摘
し
て

12
）

い
る
。

日
常
的
な
言
語
実
践
を
お
こ
な
っ
て
い
る
私
た
ち
同
様
、
新
聞
も
ま
た
、〞
敬
意
度
〝
や
〞
身
近
さ
〝
の
違
い
を
あ
ら
わ
す
敬
称
を
、

言
及
対
象
に
よ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
無
意
識
の
う
ち
に
使
い
分
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
稿
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
朝
日
新
聞
で
は
二
〇
〇
二
年
、
記
事
表
現
に
関
す
る
社
内
の
「
取
り
決
め
集
」
を
改
訂
し
、
死
亡
記
事

の
敬
称
を
女
男
と
も
「
さ
ん
」
に
統
一
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
盛
り
込
ん
だ
。
改
訂
作
業
に
あ
た
っ
て
は

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
小
委
員
会
」
を
つ
く
り
、
各
部
局
で
話
し
合
っ
た
と
い
う
が
、
死
亡
記
事
の
敬
称
を
女
男
で
統
一
す
る
と
性

別
が
わ
か
ら
な
く
な
る
場
合
が
あ
る
と
か
、「
さ
ん
」
で
は
軽
い
感
じ
が
す
る
、
と
い
っ
た
反
論
も
出
た
と
い
う
。「
さ
ん
」
だ
と
軽
い

と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
男
性
よ
り
も
〞
軽
い
〝
敬
称
を
女
性
に
意
図
的
に
つ
け
て
き
た
こ
と
を
、
新
聞
人
が
自
ら
認
め
た
よ
う
な

も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
調
査
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
た
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
の
女
性
が
「
さ
ん
」
で
呼
称
さ
れ
る
傾
向
が
、
各
紙
必
ず
し
も
弱
ま

っ
て
い
な
い
事
実
か
ら
は
、〞
親
し
み
や
す
さ
〝〞
身
近
さ
〝
を
込
め
た
扱
い
や
、
所
属
や
肩
書
き
が
な
い
と
い
う
事
情
以
上
に
、
男
性

に
比
べ
て
女
性
へ
の
〞
敬
意
度
〝
を
低
め
に
扱
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
を
払
拭
で
き
な
い
。「
力
」
と
「
仲
間
意
識
」

は
、
対
人
的
な
言
語
表
現
の
基
本
的
な
要
因
で
あ
り
、
ど
ち
ら
に
優
劣
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
男
性
へ
の
敬
称
は
「
力
」

重
視
、
女
性
へ
の
敬
称
は
「
仲
間
意
識
」
重
視
と
い
う
よ
う
に
、
新
聞
紙
上
で
用
い
ら
れ
る
敬
称
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
連
動
し
て
い
る
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

先
の
〞
敬
意
度
〝
の
序
列
に
、
今
回
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
あ
て
は
め
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
。

肩
書
き

＞

氏

＞

さ
ん
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男
性

＞

男
性

女
性

＞

女
性

朝
日
は
「
取
り
決
め
集
」
の
中
で
、「
男
女
の
い
ず
れ
か
を
排
除
し
た
り
、
い
ず
れ
か
に
偏
っ
た
り
し
な
い
」「
性
別
に
よ
り
役
割
、

職
業
を
固
定
化
し
な
い
」「
男
女
間
に
優
劣
・
上
下
の
関
係
が
存
在
す
る
か
の
よ
う
な
扱
い
を
し
な
い
」「
必
要
以
上
に
性
別
に
よ
る
区

分
を
行
わ
な
い
」
と
い
っ
た
ル
ー
ル
に
加
え
て
、「
積
極
的
に
男
女
平
等
を
促
す
表
現
を
作
り
出
す
」
と
打
ち
出
し
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
そ
の
方
針
に
従
っ
て
、
死
亡
記
事
に
つ
い
て
は
敬
称
が
「
さ
ん
」
に
統
一
さ
れ
た
も
の
の
、
本
調
査
研
究
が
明
ら
か
に
し
た

よ
う
に
、
一
般
記
事
で
は
、
い
ま
だ
に
男
性
が
登
場
す
る
場
合
は
「
氏
」
で
、
女
性
が
登
場
す
る
場
合
に
は
「
さ
ん
」
づ
け
が
多
い
、

と
い
う
実
情
を
み
る
と
、
ど
こ
ま
で
社
内
的
に
こ
の
ル
ー
ル
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
の
か
、
疑
問
が
残
る
の
で
あ
る
。
人
権
・
差
別
問
題

に
関
す
る
研
修
や
表
現
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
各
社
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
が
ど
の
程
度
入
っ
て
い
る

の
か
、
ま
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
テ
キ
ス
ト
に
し
た
社
内
教
育
が
各
メ
デ
ィ
ア
で
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
本
研
究

会
の
今
後
の
調
査
課
題
で
あ
る
。

⑵

変
化
の
背
景
に
あ
る
女
男
平
等
施
策
の
進
展

と
は
い
え
、
本
研
究
会
の
ほ
ぼ
五
年
お
き
の
調
査
で
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
女
性
と
男
性
の
敬
称
の
違
い
は
、
量
的
に

は
明
ら
か
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
今
回
行
っ
た
ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
に
対
す
る
敬
称
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
調
査
お
よ
び
女
性
と
男
性

の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
に
対
す
る
敬
称
の
調
査
か
ら
も
、「
女
史
」
の
使
用
は
「
初
期
ス
ー
チ
ー
」
時
代
の
九
一
年
に
は
多
か
っ

た
も
の
の
、
九
二
年
の
メ
ン
チ
ュ
で
激
減
し
、
そ
れ
以
降
は
皆
無
と
な
っ
て
い
る
。
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そ
の
一
方
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
そ
れ
ま
で
は
男
性
の
〞
専
売
特
許
〝
で
あ
っ
た
観
の
あ
る
「
氏
」
と
い
う
敬
称
を
女

性
に
も
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
に
は
な
か
っ
た
ト
レ
ン
ド
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
女
性
と
男
性

と
で
敬
称
を
使
い
分
け
る
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
が
、
減
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

こ
う
し
た
変
化
に
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、
一
九
八
五
年
に
成
立
し
た
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
で
あ
る
。
一
九
八
六
年

の
均
等
法
施
行
以
降
に
入
社
し
た
女
性
た
ち
が
企
業
の
中
堅
世
代
と
な
り
、
会
社
や
官
公
庁
な
ど
社
会
で
肩
書
き
の
あ
る
地
位
に
つ
く

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
政
治
家
や
取
締
役
を
は
じ
め
と
す
る
高
い
地
位
に
就
く
女
性
は
、
先
進
国
の
中
で
も
き
わ
め
て
少
数
で
あ
り
、

ま
た
、
遅
々
と
し
た
歩
み
方
で
し
か
な
い
が
、
そ
れ
で
も
少
し
ず
つ
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

ま
た
、
一
九
九
九
年
に
は
均
等
法
が
改
正
さ
れ
、
そ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
努
力
義
務
と
さ
れ
て
い
た
募
集
・
採
用
時
点
で
の
女
男
に

対
す
る
異
な
っ
た
取
り
扱
い
が
禁
止
さ
れ
、
採
用
に
際
し
て
使
用
す
る
職
業
名
も
「
看
護
婦
」
か
ら
「
看
護
師
」、「
ボ
ー
イ
」
か
ら

「
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
」
な
ど
の
よ
う
に
、
ど
ち
ら
か
の
性
を
含
み
こ
ん
だ
も
の
か
ら
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
も
の
へ
と
変
更

さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
一
九
九
九
年
の
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
の
公
布
・
施
行
を
は
じ
め
と
す
る
、
公
的
な
女
男
平
等
施
策
の
進
展
に
も
注

目
す
る
必
要
が
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
の
国
連
特
別
総
会
時
に
は
、
ポ
ス
ト
北
京
会
議
と
し
て
「
女
性
２
０
０
０
年
会
議
」
が
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
が
、
翌
〇
一
年
に
は
日
本
で
も
男
女
共
同
参
画
局
と
男
女
共
同
参
画
会
議
が
設
置
さ
れ
、「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

が
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
、「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」（
〇
一
年
）、「
改
正
育
児
・
介
護
休
業

法
」（
〇
二
年
）、「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」「
少
子
化
社
会
対
策
基
本
法
」（
〇
三
年
）
な
ど
の
法
律
が
矢
継
ぎ
早
に
施
行
さ

れ
て
い
る
。

国
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
「
行
動
計
画
」
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
女
性
が
活
躍
す
る
施
策
を
掲
げ
、
政
治
、
行
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政
、
企
業
等
の
公
的
領
域
で
政
策
・
方
針
決
定
過
程
に
参
画
す
る
女
性
の
割
合
の
数
値
目
標
を
定
め
る
な
ど
、
女
性
を
増
や
す
施
策
を

推
進
し
て
い
る
。
敬
称
の
つ
け
方
を
は
じ
め
と
し
て
、
女
性
と
男
性
を
紙
面
上
で
同
等
に
扱
う
環
境
は
、
徐
々
に
整
い
つ
つ
あ
る
の
で

13
）

あ
る
。

⑶

時
代
の
〞
風
〝
と
と
も
に
新
聞
社
の
考
え
方
も
変
化

こ
れ
ら
の
時
代
の
〞
風
〝
を
、
新
聞
メ
デ
ィ
ア
も
感
じ
た
の
だ
ろ
う
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば
以
降
、
新
聞
社
内
部
に
お
い
て
も
、

「
女
史
」
と
い
う
こ
と
ば
づ
か
い
や
、
女
性
と
男
性
に
対
す
る
「
さ
ん
」
と
「
氏
」
の
使
い
分
け
な
ど
に
関
し
て
、
少
な
い
な
が
ら
議

論
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
変
化
は
、
一
方
で
は
、
女
性
の
新
聞
記
者
た
ち
を
中
心
に
し
た
内
部
批
判
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
朝
日
一
九
八
九
年
一
〇
月
一
七
日
の
新
聞
週
間
特
集
で
は
、「
女
性
か
ら
見
た
日
本
の
新
聞

新

聞
週
間
に
よ
せ
て

座
談
会
」
が
企
画
さ
れ
、「
女
史
」
や
、「
女
性
〇
〇
」「
女
流
〇
〇
」、
当
時
女
性
の
議
員
候
補
者
に
よ
く
使
わ
れ

た
「
マ
ド
ン
ナ
」
と
い
う
こ
と
ば
、
ま
た
「
主
婦
」
を
は
じ
め
と
し
た
「
女
性
は
家
庭
」
と
い
う
固
定
観
念
等
を
批
判
し
て
い
る
。
朝

日
は
、
九
一
年
一
一
月
七
日
に
も
、
既
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
メ
デ
ィ
ア
欄
で
「
ス
ー
・
チ
ー
『
女
史
』
で
い
い
の
？

性
区
別
に
は

メ
リ
ッ
ト
」
と
い
う
記
事
を
掲
載
し
て
、
問
題
提
起
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
毎
日
九
三
年
九
月
一
三
日
の
夕
刊
で
は
、「﹇
校
閲
部
午

前
３
時
﹈
性
差
別
解
消
、
読
者
の
声
が
支
え
に
」
と
い
う
コ
ラ
ム
で
、
女
性
の
記
者
が
、「
Ｏ
Ｌ
」「
女
性
会
社
員
」「
未
亡
人
」「
婦
女

子
」「
女
史
」
と
い
っ
た
こ
と
ば
づ
か
い
を
取
り
上
げ
て
、「『
嫌
だ
』
と
声
を
あ
げ
て
い
こ
う
」
と
提
案
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
内
部

か
ら
の
批
判
は
、
九
〇
年
代
前
半
に
、
本
調
査
で
も
目
に
見
え
て
「
女
史
」
が
減
り
、「
さ
ん
」
づ
か
い
に
な
っ
て
行
っ
た
時
期
と
、

ほ
ぼ
合
致

14
）

す
る
。

ま
た
、
二
〇
〇
一
年
発
行
の
共
同
通
信
社
『
記
者
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
〔
第
９
版
〕』
で
は
、「
差
別
語
、
不
快
用
語
」
の
章
に
お
け
る
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「
▽
性
差
別
」
の
項
で
、「
女
性
を
特
別
視
す
る
表
現
や
、
男
性
側
に
対
語
の
な
い
女
性
表
現
は
原
則
と
し
て
使
わ
な
い
。」
と
し
て
、

「
女
流
↓『
女
流
名
人
』
な
ど
の
固
有
名
詞
以
外
は
使
わ
な
い
。」
と
打
ち
出
し
て
い
る
ほ
か
、「
女
史
↓
〇
〇
〇
〇
さ
ん
」
と
い
う
指
示

も

15
）

あ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
自
体
が
こ
の
段
階
で
は
、
男
性
に
は
当
然
の
よ
う
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
「
氏
」
で
は
な
く
「
さ
ん
」
に
す

る
よ
う
指
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
女
性
を
男
性
か
ら
区
別
し
て
扱
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
気
づ
か
な
い
、
共
同
通
信
社
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
問
題
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

共
同
通
信
社
の
『
記
者
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
〔
第
９
版
〕』
の
刊
行
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
一
三
日
朝
日
の
新
聞
週

間
特
集
が
、「
紙
面
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
で
」
と
題
し
た
特
集
面
を
組
み
、
社
内
の
「
取
り
決
め
集
」
を
四
年
ぶ
り
に
改
訂
し
て
、

死
亡
記
事
の
敬
称
を
女
男
と
も
「
さ
ん
」
に
統
一
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
盛
り
込
ん
だ
と
報
じ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、
既
に
本
稿
で
紹
介
し
た
。
も
っ
と
も
そ
れ
は
、「
読
者
か
ら
の
声
に
押
さ
れ
る
形
だ
っ
た
」
の
だ
が
。
新
聞
社
内
部
の
女
性

た
ち
か
ら
の
声
よ
り
も
、
顧
客
で
あ
る
読
者
か
ら
の
声
の
方
に
「
聞
く
耳
を
持
っ
た
」
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

実
際
に
こ
の
時
期
に
女
性
に
対
す
る
敬
称
に
「
氏
」
が
増
え
た
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
成
果
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

た
だ
し
、「
有
効
期
限
」
が
あ
る
ら
し
く
、
時
間
的
経
過
と
と
も
に
「
氏
」
か
ら
「
さ
ん
」
へ
と
、
つ
け
ら
れ
る
敬
称
が
戻
っ
て
し
ま

っ
た
の
は
、
本
稿
の
デ
ー
タ
で
示
し
た
通
り
で
あ
る
。

ま
た
、
新
聞
紙
面
に
お
け
る
女
性
に
関
す
る
表
現
に
変
化
を
う
な
が
し
た
も
う
一
つ
の
要
因
と
し
て
、
新
聞
社
に
お
い
て
、
本
調
査

開
始
当
時
の
一
九
八
五
年
に
は
女
性
の
記
者
の
数
が
全
国
で
わ
ず
か
二
六
九
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
も
の
が
、
二
〇
一
一
年
に
は
三
二
二

五
人
、
全
記
者
二
万
三
〇
五
人
の
一
六
％
へ
と
増
え
た
こ
と
が
、
少
な
か
ら
ず
関
係
し
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
、
女

性
の
記
者
が
、
男
性
中
心
の
新
聞
社
内
で
常
用
さ
れ
、
意
識
の
中
で
自
動
化
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
女
性
冠
詞
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
含
み

込
ん
だ
職
業
語
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
、
ま
た
「
氏
」
と
「
さ
ん
」
の
使
い
分
け
な
ど
に
対
し
、
必
ず
し
も
疑
問
を
持
た
ず
に
使
い
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続
け
て
い
る
と
い
う
懸
念
も
、
ぬ
ぐ
い
き
れ
な
い
。
流
動
化
し
世
代
交
代
し
て
ゆ
く
記
者
た
ち
に
対
し
て
定
期
的
な
研
修
を
実
施
し
、

表
現
の
不
断
の
見
直
し
を
全
社
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
本
稿
で
は
、
新
聞
紙
面
上
に
お
い
て
、
人
名
に
付
さ
れ
る
敬
称
が
女
性
と
男
性
と
で
異
な
る
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
に

つ
い
て
、
全
国
紙
三
紙
（
朝
日
・
毎
日
・
読
売
）
の
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
て
収
集
し
た
量
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
、
詳
細
な

分
析
を
行
っ
て
き
た
。

新
聞
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
の
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
、
敬
称
の
つ
け
方
に
だ
け
み
ら
れ
る
現
象
で
は
な
く
、
本
研
究
会
が

ほ
ぼ
五
年
お
き
に
実
施
し
て
き
た
性
別
冠
詞
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
含
み
込
ん
だ
職
業
語
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
表
現
、
他
者
に
付
随
さ
せ
ら

れ
る
表
現
、
さ
ら
に
は
記
事
中
の
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
や
配
さ
れ
た
写
真
な
ど
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
新
聞
以
外
の
メ
デ
ィ

ア
に
も
、
同
様
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
、
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表
現
が
横
溢
し
て
い
る
。
そ
の
根
幹
に
は
、
女
性
と
男
性
と
に

性
別
を
二
分
し
た
上
で
、
そ
こ
に
価
値
の
序
列
を
付
与
す
る
社
会
意
識
と
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
思
考
方
法
が
あ
る
。
新
聞
を
は
じ

め
と
す
る
メ
デ
ィ
ア
は
、
社
会
意
識
や
個
人
の
思
考
方
法
を
反
映
す
る
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
社
会
意
識
や
思
考
方
法
を
培
養
し
て
も

い
る
と
い
う
、
本
稿
冒
頭
で
表
明
し
た
立
場
に
立
つ
な
ら
ば
、
新
聞
を
は
じ
め
と
す
る
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
、
ダ
ブ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
表

現
を
是
正
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
と
、
私
た
ち
自
身
の
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
根
ざ
し
た
思
考
方
法
を
改
め
る
べ
く
努
力
す
る

こ
と
が
、
女
性
と
男
性
を
対
等
に
扱
い
、
表
現
す
る
た
め
の
実
践
の
両
輪
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

本
調
査
研
究
が
、
メ
デ
ィ
ア
と
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
の
両
方
に
対
す
る
働
き
か
け
の
実
践
に
、
多
少
な
り
と
も
資
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
と
願
っ
て
い
る
。

127 新聞はジェンダーをどのように表現してきたか (田中和子ほか)



注１
）

㈳
日
本
新
聞
協
会
に
よ
る
、
加
盟
紙
を
対
象
と
し
た
二
〇
一
一
年
一
〇
月
時
点
で
の
調
査
（
朝
刊
・
夕
刊
を
セ
ッ
ト
販
売
し
て
い
る
も
の
は
朝
夕
刊

合
わ
せ
て
一
部
と
カ
ウ
ン
ト
）。
た
だ
し
、
総
発
行
部
数
が
ピ
ー
ク
だ
っ
た
の
は
、
五
三
七
六
万
部
を
記
録
し
た
一
九
九
七
年
の
こ
と
で
あ
り
、
以
後
は

ほ
と
ん
ど
前
年
割
れ
で
推
移
し
て
い
る
。
特
に
、
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
の
落
ち
込
み
と
、
朝
夕
刊
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
新
聞
の
部
数
の
落
ち
込
み
が
激
し
い
。

な
お
、
朝
日
新
聞
は
一
回
あ
た
り
七
七
九
万
部
、
毎
日
新
聞
は
三
四
五
万
部
、
読
売
新
聞
は
九
九
八
万
部
の
販
売
部
数
（
㈳
日
本
Ａ
Ｂ
Ｃ
協
会
の
調
査

「
新
聞
公
査
レ
ポ
ー
ト
」
に
よ
る
二
〇
一
一
年
上
半
期
の
平
均
）
と
な
っ
て
い
る
。

２
）

日
本
新
聞
協
会
広
告
委
員
会
『
２
０
１
１
年
全
国
メ
デ
ィ
ア
接
触
・
評
価
報
告
書
』
日
本
新
聞
協
会
、
二
〇
一
二
年
。
調
査
は
一
一
年
に
全
国
の
女

男
七
〇
〇
〇
人
に
対
し
て
行
わ
れ
た
も
の
（
回
答
者
数
は
四
〇
九
二
人
）。

３
）

女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
が
行
っ
て
き
た
各
調
査
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
の
論
文
を
参
照
。

【
一
九
八
五
年
調
査
】
田
中
和
子
・
女
性
と
新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
「
新
聞
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー

性
差
別
表
現
の
量
的
分
析
を
中
心
に

」『
国
学
院
法
学
』
第
二
八
巻
第
一
号
、
一
九
九
〇
年
、
八
七
〜
一
一
九
頁
。

【
一
九
九
一
年
調
査
】
同
「
新
聞
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
そ
の
２
）

性
差
別
表
現
を
め
ぐ
る
一
九
九
一
年
の
紙
面
分
析
を
中
心
に

」

同
右
誌
、
第
三
二
巻
第
三
号
、
一
九
九
四
年
、
一
一
七
〜
一
七
九
頁
。

【
一
九
九
六
年
調
査
】
同
「
新
聞
は
女
性
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
か

『
新
聞
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
一
九
九
六
年
調
査
よ
り

」
同
右
誌
、
第
三
六
巻
第
一
号
、
一
九
九
八
年
、
八
五
〜
一
五
〇
頁
。

【
二
〇
〇
一
年
調
査
】
同
「
新
聞
に
お
い
て
女
性
は
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か

『
新
聞
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
第
四
回
調
査
を
中

心
に

」
同
右
誌
、
第
四
三
巻
第
四
号
、
二
〇
〇
六
年
、
六
九
〜
一
六
二
頁
。

【
二
〇
〇
六
年
調
査
】
同
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
を
通
過
し
た
新
聞
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
の
現
在

『
新
聞
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
第
五
回
調
査
を
中

心
に

」
同
右
誌
、
第
四
六
巻
第
四
号
、
二
〇
〇
九
年
、
五
五
〜
一
三
四
頁
。

な
お
、
〇
六
年
の
第
五
回
調
査
は
、
同
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
を
通
過
し
た
新
聞
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
の
現
在
（
そ
の
２
）

第
五
回
調
査
デ
ー
タ
の
多
変
量

解
析
と
投
書
欄
、
テ
レ
ビ
面
・
ラ
ジ
オ
面
、『
少
年
』
の
用
法
の
分
析
を
中
心
に

」
同
右
誌
、
第
四
七
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
九
年
、
一
〜
八
三
頁
、

で
さ
ら
に
詳
し
く
分
析
を
行
い
、
同
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
を
通
過
し
た
新
聞
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
の
現
在
（
そ
の
３
）

『
延
べ
語
数
』
と
『
異
な
り
語
数
』

の
経
年
分
析
お
よ
び
『
言
語
計
画
』
の
観
点
か
ら

」
同
右
誌
、
第
四
八
巻
第
四
号
、
二
〇
一
一
年
、
一
二
七
〜
二
三
一
頁
、
に
お
い
て
過
去
二
〇
年
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分
の
デ
ー
タ
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

４
）

E
ich
ler,

M
a
rg
rit,

T
h
e D

ou
ble S

tan
d
ard

:
A
 
F
em
in
ist C

ritiqu
e of F

em
in
ist S

ocial S
cien

ce
,
L
o
n
d
o
n
:
C
ro
o
m
 
H
elm

,
1980,

p
.15.

５
）

ミ
レ
ニ
ア
ム
を
通
過
し
た
新
聞
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
の
現
在

『
新
聞
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
第
五
回
調
査
を
中
心
に

」
前
掲

誌
、
一
二
四
頁
の
表
18
を
再
掲
。

６
）

ミ
レ
ニ
ア
ム
を
通
過
し
た
新
聞
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
の
現
在
（
そ
の
２
）

第
五
回
調
査
デ
ー
タ
の
多
変
量
解
析
と
投
書
欄
、
テ
レ
ビ
面
・
ラ
ジ
オ

面
、『
少
年
』
の
用
法
の
分
析
を
中
心
に

」
同
右
誌
、
二
九
〜
三
七
頁
を
参
照
の
こ
と
。

７
）

ミ
レ
ニ
ア
ム
を
通
過
し
た
新
聞
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
の
現
在

『
新
聞
紙
面
に
あ
ら
わ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
第
五
回
調
査
を
中
心
に

」
同
右

誌
、
一
二
七
頁
の
表
20
を
再
掲
。

８
）

遠
藤
織
枝
『
気
に
な
る
言
葉

日
本
語
再
検
討

』
南
雲
堂
、
一
九
八
七
年
、
一
二
八
〜
一
三
四
頁
。

９
）

毎
日
新
聞
、
一
九
九
六
年
七
月
一
日
「﹇
お
こ
と
わ
り
﹈

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の
名
前
の
表
記
の
仕
方
を
変
え
ま
す
」。
な
お
、
海
外
の
英
字
新
聞
で
も
、

本
文
の
初
出
で
は“A

u
n
g S

a
n S

u
u K

y
i”

と
表
記
の
の
ち
、“S

u
u K

y
i”

と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。「
ス
ー
チ
ー
」
と
い
う
略
称
は
広
く
使
わ

れ
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

10
）

ロ
ナ
ル
ド
・
ウ
ォ
ー
ド
ハ
フ
、
田
部
滋
・
本
名
信
行
訳
『
社
会
言
語
学
入
門
（
上
・
下
）』
リ
ー
ベ
ル
出
版
、
一
九
九
四
年
。

11
）

毎
日
新
聞
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
毎
日
新
聞
商
品
紹
介
」h

ttp
: //w

w
w
.m
a
in
ich
i .co

.jp
/p
u
b
lish

/n
ew
sp
a
p
er .h

tm
l

に
は
、「
一
九
八
九
年

に
、
新
聞
界
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
、
人
権
に
配
慮
し
て
逮
捕
者
の
呼
び
捨
て
を
や
め
て
『
容
疑
者
』
の
呼
称
を
付
け
始
め
ま
し
た
。」
と
あ
る
。

ま
た
、
日
本
放
送
協
会
放
送
倫
理
委
員
会
編
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
１
１
』
日
本
放
送
協
会
、
二
〇
一
一
年
、
二
七
頁
で
は
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

は
昭
和
五
九
年
（
一
九
八
四
）
か
ら
他
社
に
先
駆
け
て
犯
罪
報
道
で
の
名
前
の
『
呼
び
捨
て
』
を
原
則
と
し
て
や
め
、『
肩
書
』
の
ほ
か
に
『
容
疑
者
』

『
被
告
』
な
ど
の
呼
称
を
つ
け
て
放
送
し
て
い
る
。
人
権
尊
重
の
立
場
を
重
視
す
る
と
と
も
に
、
活
字
メ
デ
ィ
ア
に
比
べ
て
、
放
送
が
視
聴
者
の
感
情
や

心
理
に
強
く
訴
え
る
と
い
う
特
性
を
考
慮
し
た
結
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。」
と
あ
る
。

12
）

惠
靖
「
呼
称
表
現
『
〜
サ
ン
』
付
け
の
使
用
範
囲

日
韓
比
較
調
査
を
中
心
に

」『
四
国
学
院
大
学

Ｌ
＆
Ｃ：

jo
u
rn
a
l,

co
m
p
a
ra
-

tiv
e stu

d
ies o

f la
n
g
u
a
g
e cu

ltu
re

』
２
号
、
二
〇
〇
四
年
、
一
三
七
〜
一
五
二
頁
。

13
）

た
と
え
ば
、
一
九
九
〇
年
に
は
女
性
の
就
業
者
数
（
全
産
業
）
は
二
五
〇
〇
万
人
台
と
な
り
、
全
就
業
者
の
四
割
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
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し
、
内
閣
府
（
当
時
総
理
府
）
に
よ
る
九
二
年
の
「
男
女
平
等
に
関
す
る
世
論
調
査
」
で
は
、「
夫
は
外
で
働
き
、
妻
は
家
庭
を
守
る
べ
き
で
あ
る
」
と

の
考
え
方
に
否
定
的
な
回
答
は
、
八
〇
年
前
後
に
女
性
で
二
割
台
だ
っ
た
も
の
が
四
割
近
く
に
増
え
、
男
性
で
三
割
近
く
に
な
る
な
ど
、
実
態
も
意
識
も

変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
関
係
の
書
籍
も
九
〇
年
前
後
か
ら
数
多
く
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
九
五
年
の
第
四
回
世
界
女
性
会
議

（
北
京
会
議
）
頃
か
ら
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
う
こ
と
ば
が
行
政
や
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

14
）

徐
微
潔
「
戦
後
新
聞
紙
面
に
お
け
る
『
男
性
標
示
語
』
の
推
移
」『
筑
波
応
用
言
語
学
研
究
』
18
号
、
二
〇
一
一
年
、
一
三
九
〜
一
五
一
頁
を
参
照
。

徐
は
こ
こ
で
、
朝
日
新
聞
の
一
九
四
五
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
に
か
け
て
の
「
男
」「
男
子
」「
男
性
」「
男
流
」
の
「
男
性
標
示
語
」（
私
た
ち
、
女
性
と

新
聞
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
の
い
う
「
男
性
冠
詞
」）
を
、
縮
刷
版
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
一
〇
年
お
き
に
調
査
し
、
戦
後
か
ら
現
代
の
ト
レ
ン
ド

を
み
て
い
る
。
そ
の
結
果
は
、
本
研
究
会
の
こ
れ
ま
で
の
調
査
と
同
様
に
、〞
男
〝〞
男
子
〝
冠
詞
は
減
少
し
た
も
の
の
〞
男
性
〝
冠
詞
は
増
加
し
た
と
い

う
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
本
稿
と
同
じ
よ
う
に
「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
運
動
」「
表
現
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」「
新
聞
の
送
り
手
側
の
変
化
」
を
挙
げ

て
い
る
。

た
だ
、〞
男
〝〞
男
子
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
語
が
減
り
〞
男
性
〝
が
か
ん
む
り
に
つ
く
語
が
増
え
た
要
因
に
つ
い
て
、
こ
の
三
つ
で
説
明
す
る
の
は
や

や
無
理
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。「
女
性
冠
詞
」
つ
き
の
表
現
が
減
っ
た
理
由
に
こ
そ
、
三
つ
の
影
響
が
あ
っ
た
と
と
ら
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

15
）
『
記
者
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
〔
第
９
版
〕』
共
同
通
信
社
、
二
〇
〇
一
年
、
八
六
頁
。

＊
共
同
執
筆
者

田
中
和
子
（
国
学
院
大
学
法
学
部
教
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）、
諸
橋
泰
樹
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フ
ェ
リ
ス
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学
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大
学
教
員
）、
岡
野
雅
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（
文
教
大
学
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学
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教
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須
藤
典
子
（
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木
県

立
の
ざ
わ
特
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支
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学
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）
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